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601年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｸﾄ王｢Gartnaidh mac Domhnaill(Gartnait2世)｣
601年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Nechtan mac Canainn｣(~612年死去)
601年2月8日-08:00|中国|  ||高昌･建昌41年|<即位>高昌国王｢高昌王麹伯雅｣(~613年)
601年2月8日-08:00|中国|  ||隋･仁壽1年|山ｷｮｳが乱を起こした/文帝は､衞尉少卿の衞文昇を資州刺史として鎮
  撫させた
601年2月8日-08:00|中国|  ||隋･仁壽1年|潮､成等五州のﾘｮｳが造反/文帝は､江､嶺から兵を徴発し､馮央の指揮
  下につけてﾘｮｳを討伐させた
601年2月8日-08:00|中国|  ||東突厥･啓民15年;隋･仁壽1年|突厥の歩迦可汗が辺境を荒らし､代州総管韓弘を敗
  った
601年2月8日-08:00|中国|  ||隋･仁壽1年|隋の文帝楊堅が仁寿(-604年)と改元
601年5月10日-09:00|日本|  ||推古9年4月3日|蘇我馬子大臣就任
601年6月6日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ/中国|  ||隋･仁壽1年5月|突厥の男女九万人が隋へ降伏
601年12月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王｢ﾚｶﾚﾄﾞ1世｣
601年12月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾘｳｳﾞｧ2世｣(~603.6)
602年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<死去>前李朝国王｢後李南帝李仏子｣
602年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｱﾘｳﾙﾌ｣
602年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾃｵﾃﾞﾗｯﾌﾟ｣(~652年死去)
602年1月29日-09:00|日本|長野県飯田市|推古10年|元善光寺創建
602年1月29日-08:00|中国|  ||高昌･延和1年|高昌のｶﾝ伯雅が延和(-613年)と改元
602年1月29日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||隋･仁壽2年;東突厥･啓民16年|突厥の思力俟斤等が黄河を渡って､啓民可
  汗を襲撃/楊素は追撃し大勝利
602年1月29日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||隋･仁壽2年|隋軍がﾍﾞﾄﾅﾑ北部を占領し前李朝は滅ぼされた/交州総管府を
  設置
602年8月23日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･真平王23年;百済･武王3年8月|百済の法王が新羅の阿莫山城(全羅北
  道南原市)を包囲したが新羅真平王の派遣した騎兵隊の前に大敗
602年10月21日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||百済･武王3年;推古10年10月|百済僧観勒が渡来し暦･天文地理･遁甲
  方術の書を伝来
602年11月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<退位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽ朝)｢ﾏｳﾘｷｳｽ｣兵の反乱により逃亡,捕らえられる
602年11月23日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾌｫｶｽ｣ﾄﾞﾅｳ川国境に駐屯する百人隊長(~06101005死去)
602年11月27日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>前東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽ朝)ﾏｳﾘｷｳｽ処刑される(ﾕｽﾃｨﾆｱﾇｽ朝の血統断絶
  )
603年-08:00|中国|  |||<死去>西面可汗第2代可汗｢達頭可汗(ﾃﾝ厥､歩迦可汗､ﾀﾙﾄﾞｩｶｶﾞﾝ)｣
603年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ国王｢ｺﾞｽﾄｩﾝ｣(~605年)
603年2月16日-08:00|中国|  ||西突厥･處羅1年|<死去>西突厥第2代可汗｢泥利可汗(ﾆﾘｶｶﾞﾝ)｣戦死
603年2月16日-08:00|中国|  ||西突厥･處羅1年|<即位>西突厥第3代可汗｢泥ｹﾂ処羅可汗(達漫､曷薩那可汗)｣泥利
  可汗の子(~611.12退位)
603年2月16日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||東突厥･啓民17年|歩迦可汗の所部が大いに乱れ鉄勒の僕骨等十余部が歩
  迦可汗から離れて啓民可汗へ降伏
603年3月21日-09:00|日本|福岡県|推古11年2月4日|<死去>来目皇子(不明)用明天皇の皇子.新羅征討の途中､筑
  紫で病死
603年6月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾘｳｳﾞｧ2世｣
603年6月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｳｨﾃﾘｯｸ｣(~610.4死去)
603年8月18日-09:00|日本|  ||推古11年7月6日|<死去>舎人皇女(不明)欽明天皇の皇女
603年9月11日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･真平王24年;高句麗･嬰陽14年8月|高句麗が北漢山城に侵入した際に
  は親征して高句麗を撃退
603年11月11日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|推古11年10月3日|飛鳥の小墾田に都を移す
603年12月9日-09:00|日本|京都府京都市右京区|推古11年11月1日|帰化人系の豪族秦河勝が聖徳太子より仏像を
  受け,蜂岡寺(広隆寺)創建<真言宗御室派>
604年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ｱｴﾄﾞ･ｳｱﾘﾄﾞﾅｯﾊ｣(~612年)
604年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｴｾｯｸｽ王｢ｻﾍﾞﾙﾄ｣ｽﾚｯﾀﾞの息子(~616年)
604年1月11日-09:00|日本|  ||推古11年12月5日|聖徳太子が大徳･小徳･大仁･小仁･大礼･小礼･大信･小信･大義･
  小義･大智･小智の冠位12階の制度を制定/階毎に色が決まっていた
604年2月6日-09:00|日本|  ||推古12年1月1日|初めて暦(宗の元嘉暦)を採用
604年3月12日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第64代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ1世｣/64歳(誕生540年)
604年5月6日-09:00|日本|  ||推古12年4月3日|聖徳太子が｢憲法十七条｣を制定
604年8月13日-08:00|中国|  ||隋･仁壽4年7月13日|<死去>隋初代皇帝｢文帝(楊堅)｣/63歳(誕生541年)
604年8月21日-08:00|中国|  ||隋･仁壽4年7月21日|<即位>隋第2代皇帝｢煬帝(楊広)｣(~618年4月11日)文帝の子
604年8月31日-08:00|中国|  ||隋･仁壽4年8月|漢王が決起/楊素は､漢王･楊諒を攻撃して､大いに敗り､蕭摩訶を
  捕らえた/漢王が降伏/余党も全て平定された/漢王諒の乱は終わった
604年9月13日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第65代ﾛｰﾏ教皇｢ｻﾋﾞﾆｱﾇｽ｣(~06060222死去)
604年9月29日-09:00|日本|  ||推古12年9月|朝廷での礼法を改正/｢宮門｣へ入る時には両手を地面につけ膝まづ
  き､そのままの姿勢で敷居を超えてから立ち上がり歩くようにされた
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605年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ｽﾑﾊﾞﾄ4世ﾊﾞｸﾞﾗﾄｩｰﾆ｣(~611年)
605年1月25日-08:00|中国|  ||隋･大業1年|この年､通済渠を開く
605年1月25日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||西突厥･處羅3年|處羅可汗は鉄勒の諸部を攻撃/鉄勒は団結し契必の俟利
  発俟斤を立てて莫何可汗とし處羅可汗と戦い勝利を収めた
605年1月25日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||隋･大業1年1月|劉方は林邑王梵志を撃破,梵志軍は逃げ出した/林邑は大
  敗
605年1月25日-08:00|中国|  ||隋･大業1年1月1日|隋の煬帝楊広が大業(-618年)と改元
605年8月20日-09:00|日本|  ||推古13年閏7月1日|聖徳太子､諸王･諸臣に褶を着用させる
605年11月17日-09:00|日本|奈良県生駒郡斑鳩町|推古13年10月|斑鳩宮完成.聖徳太子,斑鳩宮に遷る
605年11月17日-08:00|中国|  ||隋･大業1年10月|隋は右翊衞将軍薛世雄を行軍将軍として伊吾を攻撃させた/伊
  吾は恐れて降伏
606年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｳﾞｧﾙﾀﾞﾅ朝君主｢ﾊﾙｼｬ･ｳﾞｧﾙﾀﾞﾅ｣(~647年死去)
606年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｰｼｱ王｢ﾋﾟｭﾊﾞ･Creodan sunu｣
606年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾏｰｼｱ王｢ﾁｪﾙﾙ｣(~626年死去)
606年2月13日-09:00|日本|滋賀県東近江市|推古10年|聖徳太子,百済寺創建<天台宗>
606年2月22日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第65代ﾛｰﾏ教皇｢ｻﾋﾞﾆｱﾇｽ｣
606年8月21日-09:00|日本|  ||推古14年7月13日|(~16日)宮中で初めてのお盆行事(お中元の起源)
607年-07:00|ﾗｵｽ|  |||ﾀｲ族が雲南からﾗｵｽ北部へ移動を開始
607年2月2日-09:00|日本|奈良県生駒郡斑鳩町|推古15年|聖徳太子,斑鳩寺(法隆寺)創建<聖徳宗総本山>【世界
  一古い木造建築物】
607年2月2日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||高句麗･嬰陽王18年|この年､高句麗が突厥の啓民可汗に遣使
607年2月2日-08:00|中国|  ||隋･大業3年|裴矩は西域図記三巻を作成し､献上/四十四国の風俗が記載されてい
  た/別に地図を作った
607年2月19日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第66代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽ3世｣(~06071112死去)
607年5月2日-08:00|中国|  ||隋･大業3年4月|大業律令が施行された
607年5月15日-08:00|中国|  ||隋･大業3年4月14日|壬辰､州を改めて郡とし､測量の単位を改めた/上柱国以下の
  官位を大夫と改称､殿内省を設置/謁者台､司隷台を増設/太府寺を分けて少府監を設置
607年7月30日-08:00|中国|  ||隋･大業3年7月|長城を築く
607年8月1日-08:00|中国/日本|  ||推古15年7月3日|遣隋使として小野妹子らを隋に送る(600以来第2次の遣隋
  使)
607年11月12日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第66代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽ3世｣
608年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Sangha Tissa2世｣Aggabodhi2世の兄弟⇒｢Moggallana3世｣(
  ~614年)
608年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｺﾞｶﾞﾚｰﾈ公(ﾐﾍﾗﾆﾄﾞ朝)｢ｳﾞｧｰﾗﾑ･ｱﾙｼｭｼｬ5世｣(~627年)
608年1月23日-08:00|中国|  ||隋･大業4年1月|永済渠を築く(黄河～ﾀｸ郡)
608年5月20日-09:00|日本|  ||推古16年4月|小野妹子､隋の答礼使､裴世清を伴い帰国
608年8月17日-08:00|中国|  ||隋･大業4年;吐谷渾･伏允12年7月|裴矩は鉄勒をそそのかして吐谷渾を攻撃させ､
  大勝利/吐谷渾の伏允可汗は東へ逃げ､西平へ入った
608年8月25日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第67代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽ4世｣(~06150508死去)
608年9月15日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･嬰陽王19年;新羅･真平王29年8月|高句麗の侵入により牛鳴山城を
  陥落させられた
608年10月25日-09:00|日本|  ||推古16年9月11日|第3回遣隋使として小野妹子が高向玄理･南淵請安らと再度隋
  に行く
608年11月13日-08:00|中国/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  ||隋･大業4年10月|赤土(ｽﾏﾄﾗ島東部･ﾊﾟﾚﾝﾊﾞﾝ付近)が隋に入貢
608年11月13日-08:00|中国|  ||隋･大業4年10月|隋は右翊衞将軍･薛世雄に伊吾を攻撃させた/伊吾は降伏
609年2月10日-08:00|中国|  ||東突厥･始畢1年|<死去>東突厥初代可汗｢啓民可汗(染干)｣
609年2月10日-08:00|中国|  ||東突厥･始畢1年|<即位>東突厥第2代可汗｢始畢可汗(咄吉世)｣(~619年)啓民可汗
  の長男､隋に攻め入り朝貢を停止する
609年3月11日-08:00|中国|  ||隋･大業5年;吐谷渾･伏允13年2月|李淵軍が吐谷渾軍を撃破,楊玄感率いる2万の
  隋軍が伏允を後背から攻め込み伏允は逃亡し吐谷渾軍は大敗
609年4月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Aedan mac Garbain｣
609年4月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Connadh cerr mac Conaill｣(~629年死去)
609年5月16日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|推古17年4月8日|仏師･鞍作止利により飛鳥大仏建立<日本最
  古の鋳造大仏/法興寺>
609年7月7日-08:00|中国|  ||隋･大業5年;吐谷渾･伏允13年6月|左光禄大夫梁黙が伏允軍に敗北/衞尉卿の劉権
  が伊吾道から進軍して吐谷渾を攻撃,伏俟城まで至った
609年7月24日-08:00|中国|  ||隋･大業5年6月18日|癸丑､西海､河源､ｾﾞﾝｾﾞﾝ､且末等の郡を設置
609年10月4日-09:00|日本|  ||推古17年9月|遣隋使小野妹子らが帰国
610年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬｰﾙｷｱ朝国王｢ﾌﾟﾗｹｰｼﾝ2世｣(~642年)
610年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ﾏﾎﾒｯﾄがｲｽﾗﾑ教を唱える唯一神ｱﾗｰを信ずる｡聖地はﾒｯｶ
610年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾀｯｼﾛ1世｣
610年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ｶﾞﾘｳﾞｧﾙﾄﾞ2世｣(~630年死去)
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610年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾎﾟｰｲｽ王｢Selyf ap Cynan｣(~616年死去)
610年1月30日-08:00|中国|  ||隋･大業6年|随の煬帝､大運河完成
610年1月30日-08:00|中国/日本|沖縄県|隋･大業6年|煬帝は虎賁郎将陳稜､朝請大夫張鎮周へ一万余の兵を与え､
  討伐隊として琉球国へ到着/琉球王渇刺兜は､迎撃軍を派遣したが､屡々敗北､隋軍は渇刺兜を斬る
610年1月30日-09:00|日本|  ||推古18年;隋･大業6年1月|第4回遣隋使を派遣
610年3月30日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||推古18年3月|高句麗から彩色､紙､墨などの製法が伝わる
610年4月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｳｨﾃﾘｯｸ｣
610年4月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｸﾞﾝﾃﾞﾏﾙ｣(~612.2死去)
610年10月5日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾌｫｶｽ｣反乱軍に処刑される
610年10月5日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾍﾗｸﾚｲｵｽ朝)｢ﾍﾗｸﾚｲｵｽ｣ｱﾙﾒﾆｱ人貴族のｶﾙﾀｺﾞ総督大ﾍﾗｸﾚｲｵｽ
  の息子(~06410211死去)
611年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ｼｬｰﾗﾔﾝﾍﾟｯﾄ｣(~613年)
611年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾘｳｰﾘ領主｢ｷﾞｽﾙﾌ2世｣
611年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾘｳｰﾘ領主｢ﾀｯｿ｣ｷﾞｽﾙﾌ2世の子(~617年死去)､｢ｶｯｺ｣ﾀｯｿの兄弟(~617年死去)
611年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾞｳｨｾ王｢ﾁｪｵﾙｳﾙﾌ･Cuthwulfes sunu｣
611年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾞｳｨｾ王｢Cwichelm｣(~636年死去)､｢ｷｭﾈｲﾙｽ｣(~643年死去)
611年2月18日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||百済･法王13年;隋･大業7年|百済が隋に遣使し､高句麗を牽制
611年11月11日-09:00|韓国/朝鮮|  ||百済･武王12年;新羅･真平王32年10月|百済が新羅･?岑城を奪う
612年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｶﾞﾙｱ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Wretikandayun｣(~702年)
612年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ｱｳｽﾄﾗｼｱ王ﾃｳﾃﾞﾍﾞﾙﾄ2世→ｱ
  ｳｽﾄﾗｼｱはﾌﾞﾙｸﾞﾝﾃﾞｨｱ王ﾃｳﾃﾞﾘｸ2世に渡る
612年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｸﾄ王｢Nechtan mac Canainn｣
612年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾏｴﾙ･ｺﾊﾞ･ﾏｯｸ･ｱｴﾄﾞ｣(~615年没)
612年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Cinaedh mac Lugthreine(Kenneth1世)｣(~631年死去)
612年1月9日-08:00|中国|  ||西突厥･射櫃1年12月|<即位>西突厥第4代可汗｢射匱可汗｣達頭可汗の孫､泥ｹﾂ処羅
  可汗の叔父(~618年死去)
612年1月9日-08:00|中国|  ||西突厥･射櫃1年12月|<退位>西突厥第3代可汗｢泥ｹﾂ処羅可汗(達漫､曷薩那可汗)｣
612年1月9日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||隋･大業7年12月|長白山の王薄･劉覇道･竇建徳･孫安祖･高士達･張金稱
  の挙兵
612年2月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｸﾞﾝﾃﾞﾏﾙ｣
612年2月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｼｾﾌﾞﾄ｣(~621.2死去)
612年2月7日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||隋･大業8年;高句麗･嬰陽王23年1月|隋の煬帝が高句麗に大軍を派遣し
  ､第1次高句麗遠征を開始
612年4月6日-08:00|中国/朝鮮|  ||隋･大業8年;高句麗･嬰陽王23年3月|隋軍は平壌から六十里の所で高句麗軍
  と戦って大勝利/来護児は高句麗軍を破り城内へ雪崩れ込むと､兵卒達は略奪へ走り､隊列は大いに乱れた/伏
  兵が突撃してきたので隋軍は大敗
612年7月4日-08:00|中国/朝鮮|  ||高句麗･嬰陽王23年;隋･大業8年6月|右翊衞大将軍来護児が､江､淮の水軍を
  率いて高麗軍と戦って大勝利を収めた/平壌城内へ雪崩れ込むが隋軍は大敗
612年8月2日-08:00|中国/朝鮮|  ||高句麗･嬰陽王23年;隋･大業8年7月|隋は遼東地方を占領し､遼東郡と通定鎮
  を設置
613年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ﾊﾟﾙｼｪﾅｽﾞﾀﾞｯﾄ｣ﾎｽﾗｳ2世によって指名されたｲﾗﾝ貴族(~616年)
613年-03:30|ｲﾗﾝ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｱﾗﾌﾞのｶﾞｯｻｰﾝ王国がﾍﾟﾙｼｱの属領となる
613年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ｲﾗﾝ|  |||東ﾛｰﾏ領のｼﾘｱがｻｰｻｰﾝ朝帝国によって占領された(~628年)
613年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ｱｳｽﾄﾗｼｱ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王ﾃｳﾃﾞ
  ﾘｸ2世→<即位>ｼｷﾞﾍﾞﾙﾄ2世
613年1月27日-08:00|中国|  ||高昌･延和12年|<即位>高昌国王｢高昌ｲｰ和王｣(~620年)政変により登位
613年1月27日-08:00|中国|  ||高昌･延和12年|<退位>高昌国王｢高昌王麹伯雅｣
613年2月25日-08:00|中国|  ||隋･大業9年2月|済陰の孟海公の乱
613年3月27日-08:00|中国|  ||隋･大業9年3月|斉郡丞の張須陀が､郡兵を率いて王簿を攻撃し大勝利/王簿は敗
  残兵を集めて黄河を渡ったが､張須陀は追撃して更に破った/王簿は､赫孝徳､孫宣雅と連合して十万の兵力で
  章丘を攻撃したが､張須陀は2万の兵力でこれを撃破
613年4月25日-08:00|中国/朝鮮|  ||高句麗･嬰陽王24年;隋･大業9年4月|隋が第2次高句麗遠征をおこすが再び
  失敗
613年6月23日-08:00|中国|  ||隋･大業9年6月|隋で楊玄惑が反乱をおこし､農民反乱が全国に拡大
613年7月23日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||隋･大業9年7月|餘杭の住民の劉元進が起兵して楊玄感に呼応/梁郡の
  住民韓相国が挙兵してこれに応じた/楊玄感は弘農城を攻撃したが落ちなかったので､兵を退いた
613年8月21日-08:00|中国|  ||隋･大業9年8月|反乱した楊玄感は菫杜原へ陣を布いたが諸軍がこれを攻撃し楊
  玄感は大敗/楊積善は楊玄感を殺した/朱燮と管祟は劉元進を迎え入れて盟主として推戴し呉郡に據って､天子
  を称する
613年10月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ﾈｳｽﾄﾘｱ王ｸﾛﾀｰﾙ2世がｱｳｽ
  ﾄﾗｼｱ･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄを統合しﾌﾗﾝｸ王国再統合(~06291018)
613年11月2日-09:00|日本|  ||推古21年9月15日|聖徳太子が｢維摩経義琉｣を著す
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613年11月18日-08:00|中国|  ||隋･大業9年10月|賊帥の呂明星が東都を包囲したが､虎賁郎将･費青奴が､これを
  撃破/劉元進は丹陽へ進攻し吐万緒がこれを撃破大敗
613年11月18日-08:00|中国|  ||隋･大業9年10月|煬帝は､江都丞の王世充へ反乱に荷担した劉元進を討つよう命
  じ,王世充は連戦連勝/劉元進も朱燮も戦死
613年12月18日-09:00|日本|  ||推古21年11月|難波から飛鳥までの大道(竹内街道)をつくる
613年12月18日-08:00|中国|  ||隋･大業9年11月|右候衞将軍･馮孝慈が張金称を攻撃したが､敗れて戦死
614年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Silameghavanna｣(~623年)
614年-02:00|ﾖﾙﾀﾞﾝ|  |||<即位>ｶﾞｯｻｰﾝ王｢ｱﾙ=ﾑﾝﾃﾞｨｰﾙ4世ｲﾋﾞﾝ･ﾔﾊﾞﾗｰ｣⇒｢ｼｬﾗﾋﾙ･ｲﾋﾞﾝ･ﾔﾊﾞﾗｰ｣(~618年)
614年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲﾗﾝ/ｲｽﾗｴﾙ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｻｻﾝ朝のﾎｽﾛｰ2世､ﾀﾞﾏｽｶｽ･ｴﾙｻﾚﾑを攻略､ｼﾘｱとｴｼﾞﾌﾟﾄを占領し､聖
  十字架を持ち帰る
614年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｸ王ｸﾛﾀｰﾙ2世がﾊﾟﾘ勅令を発布
614年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Riderch Hael｣
614年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Neithon｣(~621年死去)
614年1月16日-08:00|中国|  ||隋･大業9年12月|宋子賢､彌勒の出世と称して挙兵
614年2月15日-08:00|中国|  ||高昌･義和1年|高昌で義和(-619年)と改元
614年2月15日-08:00|中国|  ||隋･大業10年|扶風の賊帥･唐弼が李弘芝を天子に立て､唐王と名乗った
614年5月-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ｲﾗﾝ|  |||ｲｽﾗｴﾙはｻｰｻｰﾝ朝(ｻｰｻｰﾝ朝)帝国により占領される(~628年)
614年5月14日-08:00|中国|  ||隋･大業10年4月|楡林太守董純が彭城の賊帥張大虎と戦い大勝利/延安の賊帥劉
  迦論が皇帝を潜称/屈突通が討伐し､劉迦論を斬る
614年7月24日-09:00|日本|  ||推古22年6月13日|最後の遣隋使として犬上御田鍬らを隋に派遣(第五次遣隋使)
614年8月11日-08:00|中国/朝鮮|  ||隋･大業10年;高句麗･嬰陽25年7月|隋の第3次高句麗遠征､来護児が､畢奢城
  を攻撃し高句麗軍が迎撃したが来護児はこれを撃破し平壌まで進軍/高句麗が形式的に降伏し終結
614年12月7日-08:00|中国|  ||隋･大業10年11月|離石の胡人･劉苗王が造反/天子と潜称した/将軍･潘長文が討
  伐したが､勝てなかった
615年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>扶南王｢ﾝﾃﾗｸﾄｳﾞｧﾙﾏﾝ1世｣(~627年)
615年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ｽｲﾌﾞﾈ･ﾒﾝ･ﾏｯｸ･ﾌｨｱｸﾅｲ｣(~628年没)
615年1月5日-08:00|中国|  ||隋･大業10年12月|王世充は､賊軍の怠惰につけ込み出撃して大勝利,孟譲は数十騎
  で逃げ去った
615年3月5日-08:00|中国/朝鮮|  ||隋･大業11年2月|上谷の賊帥･王須抜が漫天王と自称し､国号を燕とした/賊
  帥の魏刀児は歴山飛と自称/北方の突厥と連合し､南の燕､趙で掠奪
615年4月4日-08:00|中国/朝鮮|  ||隋･大業11年3月|将軍の来整が杜伏威を襲撃して､これを撃破/来整は､李子
  通も攻撃し､これも撃破
615年4月4日-08:00|中国/朝鮮|  ||隋･大業11年3月|潘陽の賊帥･繰師乞が元興王と自称して､元号まで創った/
  豫章郡を攻略/煬帝は治書侍御史劉子翊へ追討を命じ繰師乞は流れ矢に当たって戦死､林士弘がその部下を率
  いて劉子翊と決戦し劉子翊は戦死
615年5月8日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第67代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽ4世｣
615年9月11日-08:00|中国|  ||東突厥･始畢7年;隋･大業11年8月13日|癸酉､突厥が雁門を包囲/東突厥は､猛攻を
  加えた/雁門郡には四十一の城があったが､そのうち三十九が陥落
615年9月28日-09:00|日本|  ||推古23年9月|犬上御田鍬らが帰国
615年9月28日-08:00|中国|  ||東突厥･始畢7年;隋･大業11年9月|始畢可汗は包囲を解いて去った
615年11月13日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第68代ﾛｰﾏ教皇｢ｱﾃﾞｵﾀﾞﾄｩｽ1世｣(~06181108死去)
615年12月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ摂政｢ﾃｵﾄﾞﾘﾝﾀﾞ｣(~620年)
615年12月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｱﾀﾞﾛｱﾙﾄﾞ｣ﾊﾞｲｴﾙﾝ公女ﾃｵﾃﾞﾘﾝﾀﾞとｱｼﾞﾙﾙﾌｫの子(~626年
  廃位)
616年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ﾁｪﾝﾗ王｢ｲｻﾅｳﾞｧﾙﾏﾝ1世｣(~635年)
616年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ﾅﾑﾀﾞﾙ･ｸﾞｼｭﾅｽﾌﾟ｣ﾎｽﾗｳ2世によって指名されたｲﾗﾝ貴族(~619年)
616年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Tytila｣
616年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｾｯｸｽ王｢Saeberht Sleddan sunu｣
616年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢Iago ap Beli｣
616年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｲﾗ王｢Athelfrith Athelrices sunu｣戦死
616年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾎﾟｲｽ王｢Selyf ap Cynan｣
616年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢ﾚﾄﾞﾜﾙﾄﾞ｣(~624年死去)
616年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｴｾｯｸｽ王｢Seaxraed Saeberhtes sunu｣(~617年死去)､｢Saeward Saeberhtes sunu
  ｣(~617年死去)
616年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢Cadfan ap Iago｣(~625年死去)
616年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞｲﾗ王｢ｴﾄﾞｳｨﾝ･Allan sunu｣(~06331014死去)
616年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾎﾟｲｽ王｢Manwgan ap Selyf｣(~同年)⇒｢Eiludd ap Cynan｣(~642年戦死)
616年1月24日-09:00|韓国/朝鮮|  ||百済･武王17年;新羅･真平王37年|新羅･母山城に攻め入った
616年1月24日-08:00|中国|  ||隋･大業12年1月|張金称が平恩を落とした/また､武安､鉅鹿､清河の諸県も落とし
  た
616年2月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾄ王｢ｴｾﾞﾙﾍﾞﾙﾄ1世｣
616年2月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Eadbald Athelberhtes sunu｣(~06400120死去)､｢Athelwald Athe
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  lberhtes｣
616年2月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王ﾚﾄﾞﾜﾙﾄﾞがﾉｰｻﾝﾌﾞﾘｱ王国を破り覇権確立(-627年)
616年4月22日-08:00|中国|  ||隋･大業12年4月|歴山飛は大軍で太原を攻撃し将軍潘長文を敗死
616年5月21日-08:00|中国|  ||隋･大業12年5月|皆既日食が起こった
616年8月16日-08:00|中国|  ||隋･大業12年6月29日|癸丑､李淵は決起し晋陽を出発
616年8月18日-09:00|韓国/日本|  ||推古13年10月|新羅外交使節､来朝/新羅から竹世士が来朝し､仏像を朝廷に
  献上
616年8月28日-08:00|中国|  ||隋･大業12年7月11日|乙丑､張綸が離石に勝ち､太守の楊子祟を殺した/李淵軍に
  宋老生軍は大敗､霍邑城を落とした/李淵軍は更に絳郡通守陳叔達を撃破
616年9月17日-08:00|中国|  ||隋･大業12年8月|呉郡の朱燮と､晋陵の管祟が衆人をかき集めて江左で略奪して
  回った/劉元進を迎え入れて盟主として推戴し呉郡に據って天子を称する
616年11月15日-08:00|中国|  ||隋･大業12年10月|張須陀は兵を率いて?譲を攻撃/李密と?譲は､徐世積､王伯當
  らと合流して攻めまくった/ついに張須陀は戦死
616年11月15日-08:00|中国|  ||隋･大業12年10月|煬帝は､左屯衞大将軍吐万緒と光禄大夫魚倶羅へ討伐を命じ
  た/劉元進は丹陽へ進攻し吐万緒が揚子江を渡ってこれを撃破/吐万緒は曲阿へ進屯し劉元進が大敗/朱燮と管
  祟の陣も吐万緒は勝ちに乗じて撃破
617年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｱｳﾞｧｰﾙ人のﾋﾞｻﾞﾝﾂ領攻撃
617年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾘｳｰﾘ領主｢ﾀｯｿ｣､｢ｶｯｺ｣
617年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾘｳｰﾘ領主｢ｸﾞﾗｽﾙﾌ2世(ﾌﾘｳｰﾘ公)｣ｷﾞｽﾙﾌ2世の兄弟(~651年)
617年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｾｯｸｽ王｢Seaxraed Saeberhtes sunu｣､｢Saeward Saeberhtes sunu｣
617年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｴｾｯｸｽ王｢ｼｹﾞﾍﾞﾙﾄ1世(ｼｹﾞﾍﾞﾙﾄ小王)｣(~653年死去)
617年1月13日-08:00|中国|  ||隋･大業12年12月|王世充が煬帝の命令を受けて討伐に出向き､河間の賊帥･格謙
  を斬った
617年1月13日-08:00|中国|  ||隋･大業12年12月|王辯･楊善會･楊義臣ら､張金稱らを討つ
617年1月13日-08:00|中国|  ||隋･大業12年12月|高開道は､北平を占拠し,次いで漁陽郡を落とす/燕王と自称し
  ､始興と改元
617年1月13日-08:00|中国|  ||隋･大業12年12月|楊義臣､高士達を討つ･竇建徳自立
617年1月13日-08:00|中国|  ||隋･大業12年12月|羅藝自立する
617年1月13日-08:00|中国|  ||隋･大業12年12月|林士弘は皇帝を潜称し､国号を楚と定めた/林士弘は､更に九江
  ､臨川､南康､宜春等の郡を奪取/北は九江から南は番禺まで､彼が領有
617年2月11日-08:00|中国|  ||隋･大業13年|魯郡の賊徐圓朗が東平を攻め落とし､各地を攻略/琅邪以西､北は東
  平へ至るまで､全て彼の領有となる
617年2月11日-08:00|中国|  ||隋･大業13年1月|右禦衞将軍陳稜が､杜伏威討伐を命じられたが,陳稜は杜伏威の
  伏兵にあって大敗/杜伏威は､勝ちに乗じて高郵を撃破
617年2月11日-08:00|中国|  ||隋･大業13年1月|王世充は河南から淮北を基盤とすると無上王と自称する廬明月
  と南陽で戦い大勝利を収めて斬った
617年2月11日-08:00|中国|  ||隋･大業13年1月|竇建徳､長楽王と称し､丁丑と改元
617年3月13日-08:00|中国|  ||隋･大業13年2月|鷹揚郎將の梁師都自立､突厥に連なる/劉武周挙兵､突厥に附く
617年3月31日-08:00|中国|  ||隋･大業13年2月19日|李密が鞏(河南)にて魏公に即位し永平元年を称える
617年4月11日-08:00|中国|  ||隋･大業13年3月|左翊衛郭子和､永楽王を称し丑平と改元･突厥に連なる/薛擧挙
  兵､西秦の覇王と称し､秦興と改元
617年4月11日-08:00|中国|  ||隋･大業13年3月|唐の営州総管嵩が､高開道を攻撃して､破った
617年4月11日-08:00|中国|  ||隋･大業13年3月|劉武周は楼煩郡を攻略し汾陽宮を落とした/劉武周は定襄まで
  攻め落とした/劉武周は皇帝を名乗り年号を天興と改元
617年4月11日-08:00|中国|  ||隋･大業13年3月|梁師都が雕陰､弘化､延安等の諸郡を攻略し､遂に皇帝を名乗り,
  国号を｢梁｣と定め､永隆と改元
617年5月11日-08:00|中国|  ||隋･大業13年4月|李密､東都を攻め､裴仁基父子･秦叔寶･程知節らが降る
617年5月11日-08:00|中国|  ||隋･大業13年4月|薛挙は､西秦覇王と自称し､秦興と改元/将軍皇甫綰を薛挙は襲
  撃撃破
617年6月9日-08:00|中国|  ||隋･大業13年5月|唐公李淵が太原で挙兵
617年6月15日-08:00|中国|  ||隋･大業13年5月7日|丙辰､劉武周は并州を包囲したが李元吉が撃退
617年7月9日-08:00|中国|  ||隋･大業13年6月|反乱した李密は東都の平楽園にて大決戦を挑み､東都軍は大敗/
  武陽郡丞元寶蔵が､郡ごと李密へ降伏
617年7月15日-08:00|中国|  ||隋･大業13年6月7日|丙戊､劉武周は､汾州の平遙県を落とした
617年8月5日-08:00|中国|  ||隋･大業13年6月28日|丁未､劉武周は介州へ進軍して落とした
617年8月7日-08:00|中国|  ||隋･大業13年7月|劉武周は宋金剛に晋州を攻撃させ抜く/宋金剛は､更に絳州へ迫
  り龍門を落とす
617年8月7日-08:00|中国|  ||隋･大業13年7月|竇建徳､薛世雄を破り薛世雄死去
617年8月7日-08:00|中国|  ||隋･大業13年7月|薛擧､秦帝を称し､河西五郡を有す/薛挙は､麾下の将常仲興へ李
  軌を攻撃させたが李軌の将李贇と戦って敗北
617年8月24日-08:00|中国|  ||隋･大業13年7月18日|隋の鷹揚府司馬の李軌が武威に起ち､大涼王を号した
617年9月6日-08:00|中国|  ||隋･大業13年8月|元寶蔵･魏徴､李密に降る/馮慈明､李密に捕らわれﾀｸ讓に殺され
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  る/張季珣､李密と戦い三ヶ月の籠城の末殺される
617年9月8日-08:00|中国|  ||隋･大業13年8月3日|李建成･李世民が宋老生を霍邑で破った
617年9月13日-08:00|中国|  ||隋･大業13年8月8日|李淵軍が臨汾郡を下した
617年9月18日-08:00|中国|  ||隋･大業13年8月13日|李淵軍が絳郡で勝利
617年10月6日-08:00|中国|  ||隋･大業13年9月|王世充は自ら精鋭を率いて洛北へ向かう/李密は迎撃したが大
  敗/李密が洛南から黒石を襲撃､王世充と戦い大勝利
617年11月4日-08:00|中国|  ||隋･大業13年10月|夏県の民､呂祟茂は､民をかき集めて魏王と自称し､龍武周へ呼
  応/裴寂は､これを討伐したが､敗北
617年11月4日-08:00|中国|  ||隋･大業13年10月|宋金剛は會州を攻撃して落とした
617年11月4日-08:00|中国|  ||隋･大業13年10月|賊帥の呂明星が東都を包囲したが､虎賁郎将費青奴が､これを
  撃破
617年11月22日-08:00|中国|  ||隋･大業13年10月19日|蕭銑は祭壇を築いて梁王と自称し､鳴鳳と改元
617年12月12日-08:00|中国|  ||隋･義寧1年11月9日|李淵(のちの唐･高祖)が長安城を平定
617年12月18日-08:00|中国|  ||隋･義寧1年11月15日|<即位>隋第3代皇帝｢恭帝侑(楊侑)｣(~618年6月12日)煬帝
  の孫/李淵に擁立される/義寧と改元
617年12月18日-08:00|中国|  ||隋･義寧1年11月15日|<廃位>隋第2代皇帝｢煬帝(楊広)｣
617年12月20日-08:00|中国|  ||隋･義寧1年11月17日|隋帝は高祖に仮黄鉞･使持節･大都督内外諸軍事･大丞相･
  録尚書事を授け､唐王に進封
618年1月2日-08:00|中国|  ||隋･義寧1年12月|王世充が襲撃し李密と戦ったが王世充軍は大敗
618年1月2日-08:00|中国|  ||隋･義寧1年12月|河地太守蕭ｳら､唐に降る/屈突通､唐に降る
618年1月2日-08:00|中国|  ||隋･義寧1年12月|方與の賊帥張善安が､廬江郡を襲撃して落とした
618年1月2日-08:00|中国|  ||隋･義寧1年12月|劉文静ら､弘農郡･新安以西を平定/李孝恭､朱ｻﾝを破り巴蜀に勢
  力拡大
618年2月1日-09:00|韓国|  ||百済･武王19年;新羅･真平王39年|新羅北漢山州の軍主･辺品が百済に出兵しｶｼﾞｬﾑ
  城を奪い返す
618年2月1日-08:00|中国|  ||西突厥･射櫃8年|<死去>西突厥可汗｢射匱可汗｣
618年2月1日-08:00|中国|  ||隋･義寧2年|<即位>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ﾅﾑﾘ･ｿﾝﾂｪﾝ(嚢日論賛)｣建国(~629年死去)
618年2月1日-08:00|中国|  ||隋･義寧2年|この年､高開道が漁陽を陥落させ､燕王を号した
618年2月12日-08:00|中国|  ||隋･義寧2年1月12日|唐軍に周ｺｳが降った
618年3月5日-08:00|中国|  ||隋･義寧2年2月4日|太常卿の鄭元ｼﾞｭが樊･鄧を平定
618年4月11日-08:00|中国|  ||隋･義寧2年3月11日|<死去>隋第2代皇帝｢煬帝(楊広)｣宇文化及･宇文智及兄弟や
  裴虔通らによって末子の趙王楊杲(13歳)と共に50歳にして殺害された
618年4月11日-08:00|中国|  ||隋･義寧2年3月11日|<即位>隋皇帝｢秦王楊浩｣煬帝の弟の秦孝王楊俊の子.宇文化
  及に擁立される(~皇泰元年(618年)9月)実権は宇文化及が握っていた
618年4月30日-08:00|中国|  ||隋･義寧2年4月|唐王の軍が東都へ攻めてきて,段達が戦い敗北
618年4月30日-08:00|中国|  ||隋･義寧2年4月|梁の末裔である蕭銑は皇帝位へ即いた/宋王楊道生が南郡を攻略
  したので､江陵へ遷都
618年5月4日-08:00|中国|  ||隋･義寧2年4月5日|己卯､唐に張長ｿﾝが降った
618年5月30日-08:00|中国|  ||唐･武德1年5月|朱粲は冠軍にて唐･山南撫慰使馬元規に撃ち破られた
618年6月8日-08:00|中国|  ||唐･武德1年5月10日|李密は徐世勣に王徳仁を討伐させ,王徳仁は敗北
618年6月12日-08:00|中国|  ||唐･武德1年5月14日|<退位>隋第3代皇帝｢恭帝侑(楊侑)｣禅譲
618年6月18日-08:00|中国|  ||唐･武德1年5月20日|<即位>唐皇帝｢高祖李淵｣(~626年9月4日)武徳(~626年)と改
  元
618年6月22日-08:00|中国|  ||隋･皇泰1年5月24日|<即位>隋第4代皇帝｢恭帝ﾄｳ(楊ﾄｳ)｣(~619年5月23日)煬帝の
  孫､楊侑の兄/王世充に擁立される/皇泰(-619年)と改元
618年7月28日-08:00|中国|  ||唐･武德1年7月|薛挙は唐軍の背後へ廻って襲撃､唐軍は大敗/李世民は長安へ引
  き上げ､薛挙は高庶を抜いた
618年7月29日-08:00|中国|  ||唐･武德1年7月2日|朱粲は唐･宣州(安徽宣城)刺史周超に撃ち破られた/王世充に
  使を遣わし降る
618年8月5日-08:00|中国|  ||唐･武德1年7月9日|劉文静と薛挙が涇州で戦い､劉文静が敗れた
618年8月8日-08:00|中国|  ||唐･武德1年7月12日|唐軍が郭子和が降った
618年8月26日-09:00|朝鮮/日本|  ||高句麗･嬰陽王29年8月|高句麗が倭に方物を貢進し､隋の滅亡を伝える
618年8月26日-08:00|中国|  ||唐･武德1年8月|王世充は一大決戦を挑み,李密は大敗北
618年8月26日-08:00|中国|  ||唐･武德1年8月|薛挙は薛仁果へ寧州を攻撃させたが､寧州刺史の胡演がこれを撃
  退
618年9月3日-08:00|中国|  ||唐･武德1年8月9日|薛挙が亡くなった
618年9月4日-08:00|中国|  ||唐･武德1年8月10日|唐に李軌が降った
618年9月6日-08:00|中国|  ||唐･武德1年8月12日|巖州刺史の王徳仁が招慰使の宇文明達を殺してそむいた
618年9月25日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･嬰陽王29年9月|<死去>高句麗王｢嬰陽王｣
618年9月25日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･栄留王1年9月|<即位>高句麗王｢栄留王｣(~642年)
618年9月25日-08:00|中国|  ||唐･武德1年9月|梁の蕭銑はその将楊道生へ､峽州を攻撃させたが唐･峽州刺史許
  紹が撃破
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618年9月27日-08:00|中国|  ||唐･武德1年9月3日|唐が始めて軍府を置いた
618年10月1日-08:00|中国|  ||唐･武德1年9月7日|己酉､秦の薛仁果は唐に降伏
618年10月5日-08:00|中国|  ||唐･武德1年9月11日|銀菟符を改めて銅魚符とした
618年10月6日-08:00|中国|  ||唐･武德1年9月12日|秦州総管の竇軌が薛仁杲と戦い､敗れた
618年10月23日-08:00|中国|  ||唐･武德1年9月29日|<廃位>隋皇帝｢秦王楊浩｣皇帝位禅譲⇒<即位>許皇帝｢宇文
  化及｣(~天寿2年(619年))､天寿と改元/廃帝となった楊浩は宇文化及の命によって毒殺された
618年10月24日-08:00|中国|  ||唐･武德1年10月1日|朔､日食があった
618年10月31日-08:00|中国|  ||唐･武德1年10月8日|李密が唐に降る
618年11月1日-08:00|中国|  ||唐･武德1年10月9日|ﾄｳ州(河南ﾄｳ)刺史の呂子臧は所部数千人を率いて馬元規と
  与に力を併せ可達寒賊を撃破
618年11月3日-08:00|中国|  ||唐･武德1年10月11日|朱粲が鄧州を陥落させ､刺史の呂子臧が死んだ
618年11月6日-08:00|中国|  ||唐･武德1年10月14日|邵江海が唐に降った
618年11月8日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第68代ﾛｰﾏ教皇｢ｱﾃﾞｵﾀﾞﾄｩｽ1世｣
618年11月17日-08:00|中国|  ||唐･武德1年10月25日|朱粲が淅州(河南南陽西南)に寇する
618年11月23日-08:00|中国|  ||唐･武德1年11月|夏の竇建徳は､五鳳と改元
618年11月23日-08:00|中国|  ||唐･武德1年11月|竇建徳が王須抜を幽州で破り､王須抜は突厥に亡命
618年11月26日-08:00|中国|  ||唐･武德1年11月4日|<即位>涼第1代皇帝｢李軌｣皇帝を称して国号を涼とし､安楽
  と改元(~619年)
618年11月30日-08:00|中国|  ||唐･武德1年11月8日|唐･李世民､薛仁杲の秦国を平定
618年12月4日-08:00|中国|  ||唐･武德1年11月12日|行軍総管の趙慈景が蒲州を攻め､隋の刺史の堯君素が抵抗
  して戦い､趙慈景を捕らえた
618年12月22日-08:00|中国|  ||唐･武德1年12月|王世充は三万の兵で穀州を包囲したが､刺史の任壊が撃退
618年12月27日-08:00|中国|  ||唐･武德1年12月6日|蒲州の人が堯君素を殺し､その将の王行本を立てた
618年12月31日-08:00|中国|  ||唐･武德1年12月10日|庚辰､安興貴は､李軌を捕らえ河西は全て平定
619年-08:00|中国|  |||<死去>高昌国王ｷｸ(名不明)[出身不詳]
619年-08:00|中国|  |||<死去>西突厥第4代可汗｢射匱可汗｣
619年-08:00|中国|  |||<即位>西突厥第5代可汗｢統葉護可汗(ﾄﾝﾔﾌﾞｸﾞｶｶﾞﾝ)｣(~628年)射匱可汗の弟
619年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ｼｬﾊﾗﾌﾟﾗｶﾝ｣ﾎｽﾗｳ2世によって指名されたｲﾗﾝ貴族(~624年)
619年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲﾗﾝ|  |||ｻｻﾝ朝ﾍﾟﾙｼｱがｴｼﾞﾌﾟﾄを征服
619年1月1日-08:00|中国|  ||唐･武德1年12月11日|唐･太常卿の鄭元壽が朱粲を商州(陝西商)に於いて撃ち､こ
  れを破る
619年1月3日-08:00|中国|  ||唐･武德1年12月13日|唐は趙郡公の李孝恭を遣わして山南を招撫させ朱粲の軍に
  進撃して､これを破る
619年1月20日-08:00|中国|  ||唐･武德1年12月30日|光禄卿の李密がそむき､処刑された
619年1月21日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|推古27年|聖徳太子,長命寺創建<天台宗>
619年1月21日-08:00|中国|  ||西突厥･統葉護1年|<即位>西突厥可汗｢統葉護可汗(ﾄｩﾝ･ﾔﾌﾞｸﾞ･ｶｶﾞﾝ)｣射匱可汗の
  弟(~628年死去)
619年2月14日-08:00|中国|  ||唐･武德2年1月25日|王世充は､兄の子の王君廓に陟州を攻撃させたが､李育徳は
  これを撃退
619年2月15日-08:00|中国|  ||唐･武德2年1月26日|張善相が唐に降った
619年2月15日-08:00|中国|  ||唐･武德2年1月26日|楊士林と田ｻﾝが兵を率いて以て朱粲に背く/諸州も饗応し､
  相聚って朱粲を攻め淮源において大戦､朱粲は敗れ菊潭県に奔る
619年2月16日-08:00|中国|  ||唐･武德2年1月27日|王世充は獲嘉を攻撃し､城は落ちた
619年2月18日-08:00|中国|  ||唐･武德2年1月29日|楊士林が唐に降った
619年2月20日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･嬰陽王30年;唐･武德2年2月|高句麗､唐に遣使
619年2月20日-08:00|中国|  ||東突厥･處羅1年2月|<死去>東突厥第2代可汗｢始畢可汗(咄吉世)｣
619年2月20日-08:00|中国|  ||東突厥･處羅1年2月|<即位>東突厥第3代可汗｢処羅可汗(俟利弗設)｣(~620年)啓民
  可汗の次男
619年2月27日-08:00|中国|  ||唐･武德2年2月8日|戊寅､蒲反の王行本が城門を開いて将軍秦武通に降伏
619年3月6日-08:00|中国|  ||唐･武德2年2月15日|乙酉､唐で租､庸､調の税法を定める/成丁一人につき､租二石､
  絹二匹､綿三両
619年3月22日-08:00|中国|  ||唐･武德2年閏2月|竇建徳がｹｲ州を陥落させ､総管の陳君賓を捕らえた
619年3月22日-08:00|中国|  ||唐･武德2年閏2月1日|<死去>許皇帝｢宇文化及｣子の宇文承基･宇文承趾とともに
  襄国に運ばれて斬首された
619年3月22日-08:00|中国|  ||唐･武德2年閏2月1日|朱粲は唐に使を遣わし降ることを請う
619年3月26日-08:00|中国|  ||唐･武德2年閏2月5日|劉武周が長子と壺関を陥とし､再び路州へ来寇したが行敏
  が撃破
619年4月15日-08:00|中国|  ||唐･武德2年閏2月25日|劉武周が､その将の張萬歳を浩州へ来寇させたが李仲文が
  撃退
619年4月17日-08:00|中国|  ||唐･武德2年閏2月27日|王世充が殷州を陥落させ､陟州刺史の李育徳が死んだ
619年4月20日-08:00|中国|  ||唐･武德2年3月|梁師都は霊州へ来寇したが､唐の長史楊則が撃退
619年4月24日-08:00|中国|  ||唐･武德2年3月5日|王薄が唐に降った
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619年4月30日-08:00|中国|  ||唐･武德2年3月11日|蒋弘度･徐師順が唐に降った
619年5月2日-08:00|中国|  ||唐･武德2年3月13日|秦王世民は晋州から軍を率いてやってきて夏県を攻撃し屠る
619年5月4日-08:00|中国|  ||唐･武德2年3月15日|行軍副総管張綸が浩州にて劉武周を敗る
619年5月7日-08:00|中国|  ||唐･武德2年3月18日|竇建徳が趙州を陥落させた
619年5月11日-08:00|中国|  ||唐･武德2年3月22日|劉武周が并州へ来寇
619年5月17日-08:00|中国|  ||唐･武德2年3月28日|李義満が唐に降った
619年5月20日-08:00|中国|  ||唐･武德2年4月2日|并州総管･斉王の李元吉と劉武周が楡次で戦い､李元吉は敗れ
  た
619年5月21日-08:00|中国|  ||唐･武德2年4月3日|朱粲が段確を殺してそむいた
619年5月23日-08:00|中国|  ||唐･武德2年4月5日|<即位>鄭皇帝｢王世充｣(~621年唐に降伏)開明と改元
619年5月23日-08:00|中国|  ||唐･武德2年4月5日|<廃位>隋第4代皇帝｢恭帝ﾄｳ(楊ﾄｳ)｣王世充に禅譲
619年5月27日-08:00|中国|  ||唐･武德2年4月9日|金剛は敗走し､秦王世民は､これを追撃､呂州まで尋相を追撃
  し破った,雀鼠谷まで､金剛を追い詰め､一日に八回戦って全てこれを破り､数万人を捕斬
619年6月5日-08:00|中国|  ||唐･武德2年4月18日|金剛は西門から出て､城を背にして布陣,世民は総管の李世勣
  へ攻撃させた/金剛は大敗/尉遅徳と尋相は､介休と永安を挙げて降伏
619年6月12日-08:00|中国|  ||唐･武德2年4月25日|唐が伊州を陥落させ､総管の張善相を捕らえた
619年6月18日-08:00|中国|  ||唐･武德2年5月|鄭の王世充は義州を落とし､西済州へ攻め込んだ
619年6月29日-08:00|中国|  ||唐･武德2年5月13日|涼州の将の安修仁が李軌を捕らえて唐に降った
619年7月19日-08:00|中国|  ||唐･武德2年6月3日|夏の竇建徳は倉州を落とした
619年7月26日-08:00|中国|  ||唐･武德2年6月10日|劉武周が介州を陥落させた
619年8月11日-08:00|中国|  ||唐･武德2年6月26日|離石胡の劉季真が叛き､石州を陥落させ､刺史の王倹が死ん
  だ
619年8月16日-08:00|中国|  ||唐･武德2年7月|夏の竇建徳は名州を陥した
619年8月16日-08:00|中国|  ||西突厥･統葉護1年;高昌･義和6年;唐･武德2年7月|西突厥の統葉護可汗と､高昌王
  麹拍雅が､各々使者を派遣して入貢
619年8月20日-08:00|中国|  ||唐･武德2年7月6日|徐円朗が唐に降った
619年10月11日-08:00|中国|  ||唐･武德2年8月28日|竇建徳がﾒｲ州を陥落させ､総管の袁子幹を捕らえた
619年10月18日-08:00|中国|  ||唐･武德2年9月6日|<即位>呉皇帝｢李子通｣(~明政3年(621年))､明政と改元
619年10月24日-08:00|中国|  ||唐･武德2年9月12日|杜伏威が唐に降った
619年10月24日-08:00|中国|  ||唐･武德2年9月12日|裴寂と劉武周が介州で戦い､裴寂が敗れ右武衛大将軍の姜
  宝誼が死んだ
619年10月27日-08:00|中国|  ||唐･武德2年9月15日|夏の竇建徳は相州を落とし､刺史の呂珉を殺した
619年10月28日-08:00|中国|  ||唐･武德2年9月16日|劉武周が并州を陥落させた
619年11月6日-08:00|中国|  ||唐･武德2年9月25日|竇建徳が趙州を陥落させ､総管の張志昂を捕らえた
619年11月11日-08:00|中国|  ||唐･武德2年9月30日|梁師都は再び延州へ来寇,段徳操がこれを撃退
619年11月15日-08:00|中国|  ||唐･武德2年10月4日|羅芸が唐に降った
619年11月17日-08:00|中国|  ||唐･武德2年10月6日|燕郡王羅芸は夏の竇建徳を衡水にて撃破
619年12月8日-08:00|中国|  ||唐･武德2年10月27日|劉武周が晋州を寇すると､永安王李孝基および工部尚書の
  独孤懐恩･陜州総管の于ｷﾝ･内史侍郎の唐倹がこれを討った
619年12月22日-08:00|中国|  ||唐･武德2年11月11日|竇建徳が黎州を陥落させ､淮安王李神通と総管の李世勣を
  捕らえた
619年12月23日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第69代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽ5世｣(~06251025死去)
620年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢Maravarman Avani Culamani｣(~645年)
620年1月11日-08:00|中国|  ||唐･武德2年12月1日|永安王李孝基が劉武周と下ｹｲで戦い､敗れた
620年2月9日-08:00|中国|  ||東突厥･處羅2年|<死去>東突厥第3代可汗｢処羅可汗(俟利弗設)｣
620年2月9日-08:00|中国|  ||東突厥･頡利1年|<即位>東突厥第4代可汗｢頡利可汗(ｲﾘｸﾞｶｶﾞﾝ､咄ﾋﾂ)｣(~630年)啓
  民可汗の三男
620年2月9日-08:00|中国|  ||唐･武德3年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢尉遅屈密｣(~641年)
620年2月9日-08:00|中国|  ||高昌･重光1年|<復位>高昌国王｢高昌王麹伯雅｣(~623年)重光(~623年)と改元
620年2月9日-08:00|中国|  ||唐･武德3年|呉の李子通が沈法興を攻撃し､京口を取った/丹陽､毘陵羅の郡は､全
  て子通へ降伏/李子通は杜伏威に攻められ太湖へ東走し呉郡の沈法興を攻撃滅亡させた
620年2月9日-08:00|中国|  ||高昌･重光1年|高昌のｶﾝ伯雅が重光(-623年)と改元
620年2月22日-08:00|中国|  ||唐･武德3年1月14日|王行本が唐に降った
620年3月10日-08:00|中国|  ||唐･武德3年2月|夏の竇建徳は李商胡を攻撃し殺した
620年3月13日-09:00|日本|  ||推古28年2月5日|聖徳太子が蘇我馬子らとともに｢天皇記｣｢国記｣を編纂
620年3月29日-08:00|中国|  ||唐･武德3年2月20日|独孤懐恩が反乱を計画し､処刑された
620年4月5日-08:00|中国|  ||唐･武德3年2月27日|検校隰州総管の劉師善が反乱を計画し､処刑された
620年4月14日-08:00|中国|  ||唐･武德3年3月7日|納言を改めて侍中とし､内史令を中書令とした
620年4月29日-08:00|中国|  ||唐･武德3年3月22日|劉季真が唐に降った
620年5月8日-08:00|中国|  ||唐･武德3年4月|庚申､懐州総管黄君漢が､西済州にて鄭の王世充の太子玄應を攻撃
  して大勝利/熊州行軍総管史萬寶が､九曲にて襲撃しまたこれを破る
620年5月28日-08:00|中国|  ||唐･武德3年4月21日|秦王李世民が宋金剛と雀鼠谷で戦い破った
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620年6月4日-08:00|中国|  ||唐･武德3年4月28日|王世充が鄧州を陥落させ､総管の雷四郎が死んだ
620年6月5日-08:00|中国|  ||唐･武德3年4月29日|秦王李世民が劉武周とﾒｲ州で戦い､破り､劉武周は突厥に亡命
  ,并州に勝利
620年6月6日-08:00|中国|  ||唐･武德3年5月|夏の竇建徳は､高士興を幽州へ派遣して､李芸を攻撃させたが､李
  芸は大勝利
620年6月6日-08:00|中国|  ||唐･武德3年5月1日|突厥が､密かに王世充へ使者を派遣/路州総管李襲誉が､これを
  攻撃して敗った
620年6月25日-08:00|中国|  ||唐･武德3年5月20日|秦王李世民が夏県を屠った
620年7月17日-08:00|中国|  ||唐･武德3年6月13日|黄君道が校尉張夜叉へ水軍で迴洛城を襲撃させ勝った
620年7月27日-08:00|中国|  ||唐･武德3年6月23日|顕州長史の田贊が行台尚書令の楊士林を殺し､叛いて王世充
  についた
620年8月4日-08:00|中国|  ||唐･武德3年7月1日|秦王李世民が王世充を討った
620年8月28日-08:00|中国|  ||唐･武德3年7月25日|梁師都が突厥･稽胡を導いて辺境を寇したので､行軍総管の
  段徳操がこれを破った
620年9月15日-08:00|中国|  ||唐･武德3年8月14日|時徳叡が唐に降った
620年10月2日-08:00|中国|  ||唐･武德3年9月|雲州総管郭子和は突厥や梁師都と提携し､師都の寧朔城を攻撃し
  て勝った
620年10月2日-08:00|中国|  ||唐･武德3年9月|突厥の莫賀咄設が涼州へ来寇/総管の楊恭仁がこれを攻撃し敗北
620年10月14日-08:00|中国|  ||唐･武德3年9月13日|王世充の顕州総管田贊が所領二十五州を率いて来降
620年10月18日-08:00|中国|  ||唐･武德3年9月17日|秦王世民が右武衞将軍王君廓を派遣して環轅を攻撃し､こ
  れを抜いた/鄭の王世充はその将魏隠羅へ君廓を攻撃させたが君廓は敵を大いに破った
620年11月1日-08:00|中国|  ||唐･武德3年10月|夏の竇建徳は再び幽州を攻撃､李芸軍を大いに破った
620年11月4日-08:00|中国|  ||唐･武德3年10月5日|鄭の王世充の大将軍張鎮周が来降
620年11月13日-08:00|中国|  ||唐･武德3年10月14日|峡州刺史許紹が梁の蕭銑の荊門鎮を攻撃し抜いた
620年11月14日-08:00|中国|  ||唐･武德3年10月15日|行軍総管羅士信が王世充のｷｮｳ石堡を襲撃して抜いた
620年11月18日-08:00|中国|  ||唐･武德3年10月19日|高開道が唐に降った
620年11月19日-08:00|中国|  ||唐･武德3年10月20日|楊仲達が唐に降った
620年11月29日-08:00|中国|  ||唐･武德3年10月30日|隕石が東都に落ちた
621年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾘｯﾁｬﾋﾞ朝国王｢Udayadeva｣
621年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｱﾝﾄﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||西ｺﾞｰﾄ王国ｽｳｨﾝﾃｨﾗ王のもとｲﾍﾞﾘｱ半島のほぼ全土を支配
621年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Neithon｣
621年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Beli map Neithon｣(~642年死去)
621年1月1日-08:00|中国|  ||唐･武德3年12月4日|燕郡王李芸が籠火城にて､再び夏の竇建徳軍を攻撃して破っ
  た
621年1月18日-08:00|中国|  ||唐･武德3年12月21日|瓜州刺史の賀抜行威がそむいた
621年1月28日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|推古29年|聖徳太子,学問修行の道場として熊凝精舎創建(→額安
  寺)
621年1月28日-08:00|中国|  ||唐･武德4年1月|行台僕射屈突通と贊皇公竇軌が鄭の王世充軍と遭遇､秦王世民が
  黒甲を率いて救援に駆けつけ､世充は大敗
621年2月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｼｾﾌﾞﾄ｣
621年2月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾚｶﾚﾄﾞ2世｣(~3月死去)
621年2月19日-08:00|中国|  ||唐･武德4年1月23日|皇太子が稽胡を討った
621年2月22日-08:00|中国|  ||唐･武德4年1月26日|杜伏威は梁を攻撃して勝つ
621年2月24日-08:00|中国|  ||唐･武德4年1月28日|黔州刺史田世康が､梁の蕭銑の五州四鎮を攻撃し､全て勝っ
  た
621年2月27日-08:00|中国|  ||唐･武德4年2月|夏の竇建徳が周橋に勝ち､孟海公を捕虜にした
621年2月27日-08:00|中国|  ||唐･武德4年2月|鄭の王世充の太子玄應が兵糧を虎牢から洛陽へ運び入れようと
  したが秦王世民は将軍李君羨を派遣してこれを襲撃撃破
621年2月27日-08:00|中国|  ||唐･武德4年2月1日|車騎将軍の董阿興が隴州でそむき､処刑された
621年3月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾚｶﾚﾄﾞ2世｣
621年3月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｽｳｨﾝﾃｨﾗ｣(~6310326廃位)
621年3月15日-08:00|中国|  ||唐･武德4年2月17日|太常少卿の李仲文が反乱を計画し､処刑された
621年3月29日-08:00|中国|  ||唐･武德4年3月|行軍総管劉世譲が夏の竇建徳の黄州を攻撃して抜いた
621年4月21日-08:00|中国|  ||唐･武德4年3月24日|突厥が石州へ来寇したが､刺史の王集が撃退
621年4月24日-08:00|中国|  ||唐･武德4年3月27日|夏の竇建徳が管州を陥して刺史の郭士安を殺す/栄陽県､陽
  擢県等を陥す
621年5月8日-08:00|中国|  ||唐･武德4年4月12日|突厥の頡利可汗が雁門へ来寇したが､代州総管李大恩がこれ
  を撃退
621年5月11日-08:00|中国|  ||唐･武德4年4月15日|斉王李元吉が王世充と東都で戦い､敗れ､行軍総管の盧君諤
  が死んだ
621年5月17日-08:00|中国|  ||唐･武德4年4月21日|突厥が并州へ来寇､處羅可汗と劉武周が表裏一体となって并
  州へ来寇し､漢陽郡王李･太常卿の鄭元左驍騎衛大将軍の長孫順徳を捕らえた/處羅は発病して死んだ
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621年5月26日-08:00|中国|  ||唐･武德4年4月30日|左武衛将軍の王君廓が張青特を破り､これを捕らえた
621年5月31日-08:00|中国|  ||唐･武德4年5月5日|鄭の王世充を救援に来た夏の竇建徳が李世民に敗北し捕らえ
  られた/趙季卿が､城ごと降伏
621年6月5日-08:00|中国|  ||唐･武德4年5月10日|<退位>鄭皇帝｢王世充｣唐･秦王李世民に降伏
621年6月6日-08:00|中国|  ||唐･武德4年5月11日|李世民が洛陽の宮城に入り､王世充の党で罪の尤大なる者な
  ど朱粲ら10余人を､洛水の上にて斬った
621年6月8日-08:00|中国|  ||唐･武德4年5月13日|周法明が降った
621年6月17日-08:00|中国|  ||唐･武德4年5月22日|李大恩は苑君璋を攻撃して破った
621年7月6日-08:00|中国|  ||唐･武德4年6月12日|蒋善合が降った
621年7月8日-08:00|中国|  ||唐･武德4年6月14日|営州の人の石世則がその総管の晋文衍を捕らえて､叛いて靺
  鞨についた
621年7月23日-08:00|中国|  ||唐･武德4年6月29日|臧君相が降った
621年7月24日-08:00|中国|  ||唐･武德4年7月|開元通宝が､始めて造られた
621年8月3日-08:00|中国|  ||唐･武德4年7月11日|竇建徳が処刑された
621年8月11日-08:00|中国|  ||唐･武德4年7月19日|劉黒闥が貝州でそむいた
621年8月14日-08:00|中国/朝鮮|  ||唐･武德4年;高句麗･栄留王4年7月22日|高句麗､使臣を唐へ遣わす
621年8月18日-08:00|中国|  ||唐･武德4年7月26日|戴州刺史の孟ｶﾝ鬼がそむき､処刑された
621年8月18日-08:00|中国|  ||唐･武德4年7月26日|褒州道安撫使郭行方が梁の蕭銑の若州を攻撃して抜いた
621年8月23日-08:00|中国|  ||唐･武德4年8月1日|朔､日食があった
621年8月24日-08:00|中国|  ||唐･武德4年8月2日|皇太子が北境を安撫
621年9月3日-08:00|中国|  ||唐･武德4年8月12日|劉黒闥が愉県を落とし､魏州刺史の権威と貝州刺史の戴元祥
  が死んだ
621年9月9日-08:00|中国|  ||唐･武德4年8月18日|突厥が代州へ来寇/総管李大恩は､行軍総管王孝基を派遣して
  拒戦させたが全滅/突厥は一ヶ月余りで退却
621年9月13日-08:00|中国|  ||唐･武德4年8月22日|劉黒闥が歴亭を陥落させ､屯衛将軍の王行敏が死んだ
621年9月17日-08:00|中国|  ||唐･武德4年8月26日|深州の人の崔元遜がその刺史の裴晞を殺し､叛いて劉黒闥に
  ついた/徐円朗がそむいた
621年9月21日-08:00|中国|  ||唐･武德4年9月|盧祖尚が降った
621年9月21日-08:00|中国|  ||唐･武德4年9月1日|淳于難が降った
621年9月24日-08:00|中国|  ||唐･武德4年9月4日|突厥は原州へ来寇/行軍総管尉遅敬徳を派遣して撃退
621年9月30日-08:00|中国|  ||唐･武德4年9月10日|汪華が降った
621年10月20日-08:00|中国|  ||唐･武德4年9月30日|霊州総管楊師道が突厥を攻撃し破った
621年10月21日-09:00|韓国/中国|  ||新羅･建福38年;唐･武德4年10月|新羅王､使臣を唐へ遣わし方物を貢す/唐
  使のﾕ文素を同行して帰国
621年10月21日-09:00|韓国/中国|  ||百済･武王22年;唐･武德4年10月|百済､使臣を唐に遣わし､果下馬を献上
621年10月26日-08:00|中国|  ||唐･武德4年10月6日|劉黒闥が瀛州を陥落させ､刺史の盧士叡を捕らえ､また観州
  を陥落させた
621年11月8日-08:00|中国|  ||唐･武德4年10月19日|毛州の人の董燈明がその刺史の趙元愷を殺した
621年11月10日-08:00|中国|  ||唐･武德4年10月21日|趙郡王李孝恭が蕭銑を荊州で破り､これを捕らえた
621年12月25日-08:00|中国|  ||唐･武德4年11月7日|<降伏>呉皇帝｢李子通｣杜伏威の将王雄誕に攻撃され呉は滅
  亡
621年12月31日-08:00|中国|  ||唐･武德4年11月13日|李子通が反乱を計画し､処刑された
622年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝのﾍﾗｸﾘｳｽ帝がｲｯｿｽでﾍﾟﾙｼｱ軍を破る
622年1月6日-08:00|中国|  ||唐･武德4年11月19日|劉黒闥が定州を陥落させ､総管の李玄通が死んだ
622年1月14日-08:00|中国|  ||唐･武德4年11月27日|周文挙が刺史の王孝矩を殺し､叛いて劉黒闥についた
622年1月18日-09:00|韓国/中国|  ||百済･武王22年;新羅･真平王42年;唐･武德4年12月|百済､新羅が唐に遣使
622年1月19日-08:00|中国|  ||唐･武德4年12月3日|劉黒闥が冀州を落とし､刺史の麹稜を殺した
622年1月28日-08:00|中国|  ||唐･武德4年12月12日|左武候将軍の李世勣が劉黒闥と宋州で戦い敗れた/旬日後､
  相州を攻撃し抜く
622年2月2日-08:00|中国|  ||唐･武德4年12月17日|劉黒闥が刑州と趙州を落とした
622年2月3日-08:00|中国|  ||唐･武德4年12月18日|魏州を陥落させ､総管の潘道毅が死んだ
622年2月7日-09:00|日本|  ||推古29年12月21日|<死去>穴穂部間人皇女(不明)用明天皇の皇后
622年2月16日-09:00|日本|  ||推古30年|太子妃橘大郎女｢天寿国繍帳｣を作る
622年2月16日-08:00|中国|  ||唐･武德5年1月|劉黒闥は漢東王と自称して天造と改元､名州を都に定めた
622年2月18日-08:00|中国|  ||唐･武德5年1月3日|劉黒闥が相州を陥落させ､刺史の房晃がここに死んだ
622年2月19日-08:00|中国|  ||唐･武德5年1月4日|殷恭邃が唐に降った
622年2月20日-08:00|中国|  ||唐･武德5年1月5日|済州別駕の劉伯通がその刺史の竇務本を捕らえて､叛いて徐
  円朗についた
622年2月23日-08:00|中国|  ||唐･武德5年1月8日|東塩州治中の王才芸がその刺史の田華を殺して､叛いて劉黒
  闥についた
622年3月1日-08:00|中国|  ||唐･武德5年1月14日|唐･世民は再び相州を取った
622年3月14日-08:00|中国|  ||唐･武德5年1月27日|楊世略･劉元進が唐に降った
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622年3月17日-08:00|中国|  ||唐･武德5年1月30日|両軍は徐河で戦った/十善･君立は大敗し､八千の兵を失った
622年3月18日-08:00|中国|  ||唐･武德5年2月|王要漢が唐に降った
622年3月28日-08:00|中国|  ||唐･武德5年2月11日|劉黒闥は列人まで進軍する/秦王世民は秦叔寶へ攻撃させ､
  これを破った
622年4月3日-08:00|中国|  ||唐･武德5年2月17日|秦王世民が再び刑を取った
622年4月5日-08:00|中国|  ||唐･武德5年2月19日|井州の住民馮伯譲が城を以て唐へ来降した
622年4月7日-09:00|日本|奈良県生駒郡斑鳩町|推古30年2月21日|<死去>膳部菩岐々美郎女(不明)聖徳太子の妃
622年4月8日-09:00|日本|奈良県生駒郡斑鳩町|推古30年2月22日|<死去>聖徳太子が斑鳩宮で/49歳(誕生:(敏達)
  3(574))
622年4月10日-08:00|中国|  ||唐･武德5年2月24日|李藝が劉黒闥の定､欒､廉､趙の四州を取った/黒闥の尚書劉
  希道を捕らえた
622年4月11日-08:00|中国|  ||唐･武德5年2月25日|劉黒闥がﾒｲ水城を陥落させ､総管の羅士信がここに死んだ
622年4月12日-08:00|中国|  ||唐･武德5年2月26日|ﾍﾞﾝ州総管王要漢が徐圓朗の杞州を攻撃して抜いた
622年4月14日-08:00|中国|  ||唐･武德5年2月28日|庚辰,延州道行軍総管段徳操が梁師都の石堡城を攻撃し大い
  に破る
622年4月15日-08:00|中国|  ||唐･武德5年2月29日|秦王世民がﾒｲ水を抜いた
622年5月8日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||唐･武德5年3月23日|唐が越南に交州大総管府を設置
622年5月11日-08:00|中国|  ||唐･武德5年3月26日|蔚州総管の高開道がそむき､易州を寇し､刺史の慕容孝幹が
  ここに死んだ
622年5月11日-08:00|中国|  ||唐･武德5年3月26日|劉黒闥は兵を率いてﾒｲ水攻撃､列人まで進軍/秦王世民は秦
  叔寶へ攻撃させ破った/黒闥は突厥へ亡命,山東は平定
622年5月16日-08:00|中国|  ||唐･武德5年4月|冉安昌が唐に降った
622年5月23日-08:00|中国|  ||唐･武德5年4月8日|甯長真が唐に降った
622年6月5日-08:00|中国|  ||唐･武德5年4月21日|突厥の攻撃で大恩軍は潰滅し大恩は戦死
622年6月9日-08:00|中国|  ||唐･武德5年4月25日|行台民部尚書史萬寶が徐圓朗の陳衆を攻撃して抜いた
622年6月11日-08:00|中国|  ||唐･武德5年4月27日|鄧文進が唐に降った
622年6月14日-08:00|中国|  ||唐･武德5年5月|田留安が唐に降った
622年6月14日-08:00|中国|  ||唐･武德5年5月|突厥が忻州へ来寇したが､李高遷が撃破
622年6月23日-08:00|中国|  ||唐･武德5年5月10日|瓜州の人の王幹が賀抜行威を殺して唐に降った
622年7月14日-08:00|中国|  ||唐･武德5年6月1日|劉黒闥が突厥を率いて山東へ来寇
622年7月16日-08:00|中国|  ||唐･武德5年6月3日|吐谷渾がﾁｮｳ､旭､畳の三州へ来寇/岷州総管李長卿がこれを撃
  破
622年7月30日-08:00|中国|  ||唐･武德5年6月17日|劉黒闥が突厥を率いて定州へ来寇
622年8月16日-08:00|中国|  ||唐･武德5年7月5日|秦王世民は徐圓朗を攻撃して十余城を下した
622年8月26日-08:00|中国|  ||唐･武德5年7月15日|貝州の人の董該が定州をもって叛いて劉黒闥についた
622年8月28日-08:00|中国|  ||唐･武德5年7月17日|遷州の人の鄧士政がそむき､その刺史の李敬昂を捕らえた
622年8月29日-08:00|中国|  ||唐･武德5年7月18日|馮ｵｳが唐に降った
622年9月15日-08:00|中国|  ||唐･武德5年8月5日|吐谷渾が岷州を寇し､益州道行台左僕射の竇軌がこれを破っ
  た
622年9月16日-08:00|中国|  ||唐･武德5年8月6日|突厥が辺境を寇した
622年9月22日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ﾏﾎﾒｯﾄ､ﾒｯｶよりﾒｼﾞﾅへ移住(ﾍｼﾞﾗ)｡ｲｽﾗﾑ歴元年
622年9月30日-08:00|中国|  ||唐･武德5年8月20日|并州大総管襄邑王神符が汾東で突厥を撃破/汾州刺史蕭豈も
  突厥を破り､五千余級を斬首
622年10月5日-08:00|中国|  ||唐･武德5年8月25日|吐谷渾が岷州へ来寇し､総管の李長卿を破る
622年10月9日-08:00|中国|  ||唐･武德5年8月29日|突厥が大震関を陥落させた
622年10月24日-08:00|中国|  ||唐･武德5年9月15日|交州刺史権士通､弘州総管宇文音､霊州総管楊師道が三観山
  で突厥を破る
622年10月27日-08:00|中国|  ||唐･武德5年9月18日|洪州総管の宇文音が祟崗鎮にて突厥と戦い､大勝利
622年11月2日-08:00|中国|  ||唐･武德5年9月24日|定州総管の雙士洛と驃騎将軍の魏道仁がまた恒山の南で突
  厥を破った
622年11月6日-08:00|中国|  ||唐･武德5年9月28日|東塩州の人の馬君徳がその州をもって叛いて劉黒闥につい
  た
622年11月6日-08:00|中国|  ||唐･武德5年9月28日|領軍将軍の安興貴がまた甘州で突厥を破った/劉黒闥が瀛州
  を陥落させ､刺史の馬匡武がここに死んだ
622年11月13日-08:00|中国|  ||唐･武德5年10月5日|貝州刺史許善護が黒闥の弟の十善とﾕ県にて戦い､善護軍は
  全滅
622年11月14日-08:00|中国|  ||唐･武德5年10月6日|右武候将軍桑顕和が晏城にて黒闥を攻撃し破る
622年11月14日-08:00|中国|  ||唐･武德5年10月6日|観州刺史の劉君会が叛いて劉黒闥についた
622年11月25日-08:00|中国|  ||唐･武德5年10月17日|行軍総管淮陽壮王道玄が劉黒闥と下博で戦い敗北/道玄は
  黒闥に殺された
622年11月29日-08:00|中国|  ||唐･武德5年10月21日|林士弘が唐に降った
622年12月5日-08:00|中国|  ||唐･武德5年10月27日|黒闥は進軍して名州を占拠
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622年12月8日-08:00|中国|  ||唐･武德5年11月|劉黒闥は魏州の南の元城を攻撃し落とすと魏州へ戻ってきて攻
  撃
622年12月10日-08:00|中国|  ||唐･武德5年11月3日|劉黒闥が滄州を陥落させた
623年-08:00|中国|  |||<死去>高昌国王｢ｷｸ伯雅｣
623年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Aggabodhi3世｣Silimeghavannaの息子⇒｢Jettha Tissa3世｣
  Sangha Tissa王の息子(~624年)
623年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ｸﾛﾀｰﾙ2世領土分割→<即位>ｱｳｽﾄﾗ
  ｼｱ王ﾀﾞｺﾞﾍﾞﾙﾄ1世[ﾌﾗﾝｸ王ｸﾛﾀｰﾙ2世の息子]
623年1月17日-08:00|中国|  ||唐･武德5年12月11日|劉黒闥は恒州を落とし､刺史の王公政を殺した
623年1月22日-08:00|中国|  ||唐･武德5年12月16日|幽州大総管李藝が､廉､定二州を恢復
623年1月23日-08:00|中国|  ||唐･武德5年12月17日|田留安が劉黒闥を撃って破る
623年1月24日-08:00|中国|  ||唐･武德5年12月18日|并州刺史成仁重が范願を撃ち､これを破る
623年1月31日-08:00|中国|  ||唐･武德5年12月25日|皇太子が劉黒闥と魏州で戦い､これを破った
623年2月2日-08:00|中国|  ||唐･武德5年12月27日|皇太子がまた毛州で劉黒闥を破った
623年2月5日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･真平王44年|新羅が任那を討つ
623年2月5日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||唐･武德6年|林邑(ﾍﾞﾄﾅﾑ)王梵志が､使者を派遣して入貢
623年2月7日-08:00|中国|  ||唐･武德6年1月3日|劉黒闥の饒州刺史諸葛徳威が黒闥を捕らえ城を挙げて降伏
623年2月10日-08:00|中国|  ||唐･武德6年1月6日|ｽｲ州の人の王摩娑がそむき､驃騎将軍の衛彦がこれを討った
623年2月18日-08:00|中国|  ||唐･武德6年1月14日|徐円朗が泗州を陥落させた
623年3月26日-08:00|中国|  ||唐･武德6年2月20日|行軍総管李世勣が徐円朗を破り､これを捕らえた
623年4月6日-08:00|中国|  ||唐･武德6年3月|苗海潮･梅知巌･左難当が唐に降った
623年4月12日-08:00|中国|  ||唐･武德6年3月7日|高開道が文安､魯城を掠めた/驃騎将軍平善政がこれを攻撃し
  て破った
623年5月4日-08:00|中国|  ||唐･武德6年3月29日|洪州総管の張善安がそむいた
623年5月8日-08:00|中国|  ||唐･武德6年4月4日|吐蕃が芳州を陥落させた
623年5月20日-08:00|中国|  ||唐･武德6年4月16日|張善安が孫州を陥落させ､総管の王戎を捕らえた
623年5月26日-08:00|中国|  ||唐･武德6年4月22日|南州刺史寵孝恭､南越州の住民甯道明､高州首領馮暄が造反/
  南越州を落とし､姜州へ進攻
623年6月18日-08:00|中国|  ||唐･武德6年5月15日|吐谷渾と党項が河州へ来寇,刺史の盧士良がこれを撃破
623年6月26日-08:00|中国|  ||唐･武德6年5月23日|苑君璋の将高満政が代州へ来寇したが､驃騎将軍林寶言が撃
  退
623年7月1日-08:00|中国|  ||唐･武德6年5月28日|癸卯､高開道が奚の騎兵を率いて幽州へ来寇/長史の王先がこ
  れを撃破
623年7月25日-08:00|中国|  ||唐･武德6年6月23日|苑君璋と突厥の吐屯設が馬邑へ来寇/高満政がこれと戦い､
  破った
623年7月31日-08:00|中国|  ||唐･武德6年6月29日|柴紹が吐谷渾と戦い包囲された/紹は精騎を密かに虜の背後
  へ廻らせて攻撃し虜軍は大いに潰れた
623年8月2日-09:00|日本/韓国|  ||推古31年7月|新羅討伐軍数万を派兵
623年8月3日-08:00|中国|  ||唐･武德6年7月2日|苑君璋が突厥を率いて馬邑へ来寇/右武候大将軍李高遷と高満
  政が､これを阻んで蝋河にて戦い撃破
623年8月3日-08:00|中国|  ||唐･武德6年7月2日|張護と李通は賀若懐廣を殺し､汝州別駕竇伏明を盟主に推戴し
  て瓜州へ進軍/長史の趙孝倫が撃退
623年8月4日-08:00|中国|  ||唐･武德6年7月3日|岡州刺史馮士羽が新會に據って造反/廣州刺史劉感が討伐し,
  士羽が降伏
623年8月10日-08:00|中国|  ||唐･武德6年7月9日|突厥が原州へ来寇
623年8月12日-08:00|中国|  ||唐･武德6年7月11日|突厥が朔州へ来寇し李高遷は敗北
623年8月31日-08:00|中国|  ||唐･武德6年8月|高開道が奚を率いて幽州へ侵略したが､州兵がこれを撃退
623年9月8日-08:00|中国|  ||唐･武德6年8月9日|輔公ｾｷは､丹陽にて帝と称し､国号を｢宋｣とした
623年9月12日-08:00|中国|  ||唐･武德6年8月13日|突厥が真州と馬邑へ来寇
623年9月15日-08:00|中国|  ||唐･武德6年8月16日|突厥が原州へ来寇
623年9月27日-08:00|中国|  ||唐･武德6年8月28日|突厥が原州の善和鎮を落とす
623年9月29日-08:00|中国|  ||唐･武德6年8月30日|突厥が渭州へ来寇
623年9月30日-08:00|中国|  ||高昌･重光4年9月|<死去>高昌国王｢高昌王麹伯雅｣
623年9月30日-08:00|中国|  ||高昌･重光4年9月|<即位>高昌国王｢高昌光武王｣(~640年病死)
623年10月16日-08:00|中国|  ||唐･武德6年9月17日|突厥が幽州へ来寇
623年10月22日-08:00|中国|  ||唐･武德6年9月23日|渝州の人の張大智がそむいた
623年10月29日-09:00|韓国/中国|  ||新羅･建福40年10月|新羅真平王､使臣を唐へ遣わす
623年10月29日-09:00|韓国|  ||百済･法王25年10月|百済が新羅の勒弩県を襲う
623年11月14日-08:00|中国|  ||唐･武德6年10月17日|張大智が倍へ侵入/刺史の田世康等がこれを討つと､大智
  は衆を率いて降伏
623年11月17日-08:00|中国|  ||唐･武德6年10月20日|右虞候率の杜士遠が高満政を殺し､朔州をもってそむいた
623年11月22日-08:00|中国|  ||唐･武德6年10月25日|突厥は再び和親を請うて､馬邑を唐へ返した
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623年12月7日-08:00|中国|  ||唐･武德6年11月10日|張善安が黄州総管の周法明を襲って殺した
623年12月9日-08:00|中国|  ||唐･武德6年11月12日|舒州総管張鎮周等が､輔公ｾｷの将陳當世を猷州の黄沙にて
  攻撃し大いに破った
623年12月27日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･栄留王6年12月|高句麗､使臣を唐へ遣わす
623年12月27日-08:00|中国|  ||唐･武德6年12月1日|朔､日食があった
623年12月28日-08:00|中国|  ||唐･武德6年12月2日|張善安が降った
624年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾘｯﾁｬﾋﾞ朝国王｢Dhruvadeva｣(~625年)
624年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝君主｢Kubja･ｳﾞｨｼｭﾇｳﾞｧﾙﾀﾞﾅ｣建国(~641年)
624年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<復位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Aggabodhi3世｣(~640年)
624年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ﾛｼｭﾍﾞﾊﾝ｣ﾎｽﾗｳ2世によって指名されたｲﾗﾝ貴族(~627年)
624年-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙは西ｺﾞｰﾄ王国の一部(~711年)
624年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢ﾚﾄﾞﾜﾙﾄﾞ｣
624年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Eorpwald Raedwaldes sunu｣(~06271004Ricberhtに暗殺される)
624年1月23日-08:00|中国|  ||唐･武德6年12月28日|突厥が定州へ来寇したが､州兵が撃退した
624年1月26日-08:00|中国|  ||高昌･延寿1年|高昌国王｢高昌光武王｣が延寿(-640年)と改元
624年1月26日-09:00|韓国/中国|  ||百済･法王26年1月|百済の武王､大臣を唐に派遣し､朝貢
624年2月5日-08:00|中国|  ||唐･武德7年1月11日|趙郡王孝恭が輔公石の別将を樅陽にて撃破
624年2月13日-08:00|中国|  ||唐･武德7年1月19日|鄒州の人の鄧同穎がその刺史の李士衡を殺した
624年3月6日-08:00|中国|  ||唐･武德7年2月12日|行軍副総管権文誕が輔公ｾｷの党を猷州にて破りその枚回等四
  鎮を抜いた
624年3月13日-08:00|中国|  ||唐･武德7年2月19日|漁陽の部将の張金樹が高開道を殺して降った
624年3月17日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ﾊﾟﾄﾞﾙの戦いでﾏﾎﾒｯﾄがﾒｯｶのｸﾗｲｼｭ族軍を破る
624年4月9日-08:00|中国|  ||唐･武德7年3月16日|趙郡王孝恭が蕪湖にて輔公ｾｷを破り､梁山など三鎮を抜いた
624年4月14日-08:00|中国|  ||唐･武德7年3月21日|安撫使任壊が揚子城を抜いた/廣陵城主龍龕が降伏
624年4月20日-08:00|中国|  ||唐･武德7年3月27日|突厥が原州へ来寇
624年4月21日-08:00|中国|  ||唐･武德7年3月28日|趙郡王李孝恭がそむいた淮南道行台左僕射の輔公ｾｷを破り､
  これを捕らえた
624年4月23日-08:00|中国|  ||唐･武徳7年4月|唐が新律令(武徳律)を発布し､均田制･租庸調制を定める
624年5月24日-08:00|中国|  ||唐･武德7年5月2日|突厥が朔州へ来寇
624年5月27日-08:00|中国|  ||唐･武德7年5月5日|ｷｮｳと吐谷渾が連合して松州へ来寇/益州行台左僕射竇軌､扶
  州刺史蒋善合を派遣してこれを撃たせる
624年6月21日-08:00|中国|  ||唐･武徳7年6月|突厥が代州の武周城へ来寇したが､州兵が撃破
624年7月8日-08:00|中国|  ||唐･武德7年6月18日|吐谷渾が扶州へ来寇したが､蒋善合が撃退
624年7月14日-08:00|中国|  ||唐･武德7年6月24日|慶州都督の楊文幹がそむいた
624年7月21日-09:00|韓国/中国|  ||百済･法王26年7月|百済､使臣を唐に遣わして朝貢
624年7月21日-08:00|中国|  ||唐･武徳7年7月|吐谷渾が岷州へ来寇
624年7月21日-08:00|中国|  ||唐･武德7年7月1日|苑君璋が突厥を率いて朔州へ来寇､総管の秦武通が撃退
624年7月25日-08:00|中国|  ||唐･武德7年7月5日|造反した慶州都督楊文幹が麾下から殺された
624年7月30日-08:00|中国|  ||唐･武德7年7月10日|突厥が原州へ来寇
624年8月1日-08:00|中国|  ||唐･武德7年7月12日|突厥が隴州へ来寇し護軍尉遅敬徳へ迎撃させる
624年8月2日-08:00|中国|  ||唐･武德7年7月13日|吐谷渾と党項が松州へ来寇
624年8月4日-08:00|中国|  ||唐･武德7年7月15日|突厥が陰盤へ来寇
624年8月5日-08:00|中国|  ||唐･武德7年7月16日|蒋善合が松州の赤磨鎮にて吐谷渾を撃ち破った
624年8月10日-08:00|中国|  ||唐･武德7年7月21日|突厥の吐利設と苑君璋が､并州へ来寇
624年9月18日-08:00|中国|  ||唐･武徳7年8月|突厥が大挙して押し寄せ､長安にて戒厳令が布かれたが､李世民
  が撃退
624年9月18日-08:00|中国|  ||唐･武德7年8月1日|突厥が原州へ来寇
624年9月19日-08:00|中国|  ||唐･武德7年8月2日|吐谷渾がｾﾞﾝ州へ来寇
624年9月28日-08:00|中国|  ||唐･武德7年8月11日|突厥が綏州へ来寇､刺史の劉大倶がこれを撃退
624年10月10日-08:00|中国|  ||唐･武德7年8月23日|岐州刺史柴紹が杜陽谷にて突厥を破った
624年10月23日-08:00|中国|  ||唐･武德7年9月6日|突厥が綏州へ来寇し都督劉大倶がこれを破る
624年10月23日-08:00|中国|  ||唐･武德7年9月6日|癸卯､日南の住民姜子路が造反/交州都督王志遠がこれを撃
  破
624年11月16日-09:00|韓国|  ||百済･法王26年10月|百済､新羅の6城を攻めとる/この際､新羅の訥催戦死
624年11月16日-08:00|中国|  ||唐･武徳7年10月|吐谷渾及びｷｮｳが畳州へ来寇して､合川を落とした
624年11月18日-08:00|中国|  ||唐･武德7年10月3日|突厥が甘州へ来寇
625年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｱﾅﾄﾘｳｽ｣(~638年死去)
625年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢Cadfan ap Iago｣
625年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢Cadwallon ap Cadfan｣(~634年死去)
625年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞｲﾌｪﾄﾞ王｢Nowy Hen｣
625年1月14日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･栄留王7年12月|高句麗､使臣を唐へ遣わす
625年2月13日-08:00|中国|  ||唐･武德8年1月|吐谷渾が畳州へ来寇
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625年3月23日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ﾒﾃﾞｨﾅ北方でｲｽﾗﾑ軍とﾒｯｶ軍が交戦し､ﾏﾎﾒｯﾄが負傷
625年7月1日-08:00|中国|  ||唐･武德8年5月21日|涼州胡の睦伽陀が突厥を率いて都督府を襲撃し子城へ入った
  /長史の劉君傑がこれを撃破
625年8月2日-08:00|中国|  ||唐･武德8年6月24日|突厥の頡利可汗が霊州へ来寇
625年8月25日-08:00|中国|  ||唐･武德8年7月17日|突厥の頡利可汗が相州へ来寇
625年9月7日-08:00|中国|  ||唐･武徳8年8月|左武候大将軍安修仁が､且渠川にて睦伽陀を撃破
625年9月7日-08:00|中国|  ||唐･武德8年8月1日|突厥が石嶺を越えて并州へ来寇
625年9月8日-08:00|中国|  ||唐･武德8年8月2日|突厥が霊州へ来寇
625年9月12日-08:00|中国|  ||唐･武德8年8月6日|突厥が丁卯､ﾛ､沁､韓三州へ来寇
625年9月17日-08:00|中国|  ||唐･武德8年8月11日|并州道行軍総管張瑾が突厥と太谷にて戦い､全滅
625年9月25日-08:00|中国|  ||唐･武德8年8月19日|突厥が霊武へ来寇
625年9月29日-08:00|中国|  ||唐･武德8年8月23日|任城郡王李道宗が突厥と霊州で戦い､これを破った
625年10月1日-08:00|中国|  ||唐･武德8年8月25日|突厥が綏州へ来寇
625年10月2日-08:00|中国|  ||唐･武德8年8月26日|頡利可汗が使者を派遣して､講和を請い退却
625年10月8日-08:00|中国|  ||唐･武德8年9月2日|突厥の没賀咄設が并州の一県を落とした
625年10月11日-08:00|中国|  ||唐･武德8年9月5日|代州都督藺が突厥の没賀咄設を撃破
625年10月21日-08:00|中国|  ||唐･武德8年9月15日|右領軍将軍王君廓が幽州にて突厥を破り､二千余人を捕斬
625年10月25日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第69代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾞﾆﾌｧﾃｨｳｽ5世｣
625年10月27日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第70代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾉﾘｳｽ1世｣(~06381012死去)
625年11月16日-08:00|中国|  ||唐･武德8年10月11日|吐谷渾が畳州へ来寇/扶州刺史蒋善合がこれを救う
625年11月22日-08:00|中国|  ||唐･武德8年10月17日|突厥がｾﾞﾝ州へ来寇
625年12月5日-09:00|韓国/中国|  |||百済､使臣を唐に遣わして朝貢
625年12月12日-08:00|中国|  ||唐･武德8年11月8日|突厥が彭州へ来寇
625年12月20日-08:00|中国|  ||唐･武德8年11月16日|吐谷渾が岷へ来寇
626年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ﾍﾗｸﾚｲｵｽ帝と突厥可汗､同盟を結ぶ｡突厥･ﾊｻﾞｰﾙ軍､裏ｺｰｶｻｽに侵入する
626年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｱｳﾞｧｰﾙ人とｽﾗﾌﾞ人､ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｰﾌﾟﾙ攻撃
626年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾍﾟﾙｼｱ軍､ｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｰﾌﾟﾙ付近に迫り､ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ反撃
626年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｱﾘｵｱﾙﾄﾞ｣諸公爵の一人.ｱﾀﾞﾛｱﾙﾄﾞの妹ｸﾞﾝﾃﾞﾍﾞﾙｶﾞの夫とし
  て即位(~636年)
626年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<廃位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｱﾀﾞﾛｱﾙﾄﾞ｣
626年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｰｼｱ王｢ﾁｪﾙﾙ｣
626年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾏｰｼｱ王｢ﾍﾟﾝﾀﾞ･Pybban sunu｣(~06551115戦死)
626年2月2日-09:00|韓国/朝鮮|  ||百済･武王27年;高句麗･栄留王9年|百済が高句麗と和親を結ぶ
626年3月31日-08:00|中国|  ||唐･武德9年2月28日|突厥が原州へ来寇
626年4月6日-08:00|中国|  ||唐･武德9年3月5日|吐谷渾､党項が岷州へ来寇
626年4月15日-08:00|中国|  ||唐･武德9年3月14日|梁師都が辺域へ来寇し静難鎮を陥す
626年4月24日-08:00|中国|  ||唐･武德9年3月23日|突厥が霊州へ来寇
626年4月30日-08:00|中国|  ||唐･武德9年3月29日|突厥が涼州へ来寇し,都督の長楽王幼良が､これを撃退
626年5月10日-08:00|中国|  ||唐･武德9年4月9日|突厥が朔州へ来寇
626年5月16日-08:00|中国|  ||唐･武德9年4月15日|突厥がｹｲ州へ来寇
626年5月21日-08:00|中国|  ||唐･武德9年4月20日|安州大都督李靖が､突厥の頡利可汗と､霊州の夾石にて戦い､
  突厥は退却
626年5月24日-08:00|中国|  ||唐･武德9年4月23日|浮屠(仏陀)･老子の法を廃した
626年5月26日-08:00|中国|  ||唐･武德9年4月25日|突厥が西倉州へ来寇
626年5月31日-08:00|中国|  ||唐･武德9年5月|突厥が蘭州へ来寇
626年6月10日-08:00|中国|  ||唐･武德9年5月11日|突厥が秦州へ来寇
626年6月18日-08:00|中国|  ||唐･武德9年5月19日|吐谷渾と党項が河州へ来寇
626年6月19日-09:00|日本|  ||推古34年5月20日|<死去>大臣｢蘇我馬子｣76歳(誕生:(欽明)12(551))息子の蘇我
  蝦夷大臣就任
626年6月29日-08:00|中国|  ||唐･武德9年6月|吐谷渾が岷州へ来寇
626年7月2日-08:00|中国|  ||唐･武德9年6月4日|唐を創始した李淵の次男の李世民が､兄の建武と弟の元吉を殺
  す(玄武門の変)
626年7月2日-08:00|中国|  ||唐･武德9年6月4日|浮屠･老子の法を復した
626年7月22日-08:00|中国|  ||唐･武德9年6月24日|幽州都督･廬江郡王の李ｴﾝがそむき､処刑された
626年7月31日-08:00|中国|  ||唐･武德9年7月3日|柴紹が秦州にて突厥を破った
626年8月27日-09:00|韓国|  ||百済･法王28年8月|百済､新羅の主在城を攻める/主在城主の東所､捕らえられ殺
  害される
626年9月4日-08:00|中国|  ||唐･武德9年8月9日|<即位>唐第2代皇帝｢太宗李世民｣(~貞観23年5月26日(649年7月
  10日)死去)
626年9月4日-08:00|中国|  ||唐･武德9年8月9日|<退位>唐初代皇帝｢高祖李淵｣譲位
626年9月21日-08:00|中国|  ||唐･武德9年8月26日|ｹｲ陽にて､ｹｲ州道行軍総管尉遅敬徳が突厥と戦い､大いに破
  った/頡利がやって来て和平を請うたので､詔してこれを許した
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626年9月23日-08:00|中国|  ||唐･武德9年8月28日|突厥が便橋を寇した
626年9月25日-08:00|中国|  ||唐･武德9年8月30日|突厥の頡利可汗と便橋で会盟した
626年10月26日-08:00|中国|  ||唐･武德9年10月1日|朔､日食があった
627年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾃﾞｶﾝのﾁｬｰﾙｷｱ朝が北ｲﾝﾄﾞのﾊﾙｼｱ軍を撃破
627年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｲﾍﾞﾘｱ公｢ｱﾀﾞﾙﾅｰｾﾞ1世｣(~637年)
627年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||突厥軍･ﾋﾞｻﾞﾝﾂ軍､ﾄﾋﾞﾘｼを包囲する
627年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｱﾙﾒﾆｱの大部分はﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ支配に戻った(~628年)
627年1月23日-08:00|中国/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  ||唐･貞觀1年|訶陵(古代ｼﾞｬﾜ島にあった仏教国)唐に最初の朝貢
627年1月23日-08:00|中国|  ||唐･貞觀1年1月2日|唐･太宗が貞観(-649年)と改元
627年2月8日-08:00|中国|  ||唐･貞觀1年1月18日|燕郡王李芸が涇州でそむいたので､処刑した
627年4月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ﾊﾝﾀﾞｸの戦いで､ﾒｯｶ軍がﾒﾃﾞｨﾅを包囲
627年4月21日-08:00|中国|  ||唐･貞觀1年閏3月1日|朔､日食があった
627年6月19日-08:00|中国|  ||唐･貞観1年5月|苑君璋が突厥を引き入れて馬邑を陥し､高満政を殺して､恒安ま
  で退却してここを保ったが､降伏
627年7月19日-09:00|韓国/中国|  ||新羅･建福44年6月|新羅真平王､使臣を唐へ遣わす
627年8月17日-09:00|韓国/朝鮮|  ||百済･武王28年7月|百済･武王が沙乞将軍に命じて新羅の西鄙2城を攻撃さ
  せ､陥落させる
627年10月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Eorpwald Raedwaldes sunu｣Ricberhtに暗殺される
627年10月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Ricberht｣(~630年死去)
627年10月15日-08:00|中国|  ||唐･貞觀1年9月1日|朔､日食があった
627年12月12日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||ﾆﾈｳﾞｪの戦い/ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ帝国皇帝ﾍﾗｸﾚｲｵｽ1世が､ﾆﾈｳﾞｪでｻｻﾝ朝ﾍﾟﾙｼｬ軍を
  破る
627年12月13日-09:00|韓国/中国|  ||新羅･建福44年11月|新羅真平王､使臣を唐へ遣わす
628年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ｳﾞｧﾗｽﾞﾃｨﾛﾂ2世ﾊﾞｸﾞﾗﾄｩｰﾆ｣ｶｳﾞｧﾄﾞ2世によって指名
628年-04:00|ｵﾏｰﾝ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｵﾏｰﾝはｲｽﾗﾑ教ｶﾘﾌの一部(~661年)
628年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||ﾄﾋﾞﾘｼ､占領され､ｱﾙﾊﾞﾆｱ(現在のｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ)､征服される
628年-02:00|ﾖﾙﾀﾞﾝ|  |||<即位>ｶﾞｯｻｰﾝ王｢ｱﾑﾙ4世ｲﾋﾞﾝ･ﾔﾊﾞﾗｰ｣⇒｢ﾔﾊﾞﾗｰ5世ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙ=ﾊｰﾘｽ｣(~632年)
628年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｱﾙﾒﾆｱ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄ､ｼﾘｱ､ｱﾙﾒﾆｱが再びﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ領となる
628年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<即位>ﾐﾌﾗﾆｰ朝(ｱﾙﾊﾞﾆｱ)大公｢Varaz Grigor｣(~638年死去)
628年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾄﾞﾑﾈｲﾙ･ﾏｯｸ･ｱｴﾄﾞ｣(~642年没)
628年2月8日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<即位>ｺﾊﾟﾝ王｢煙ｲﾐｼｭ｣(~06950618)
628年2月10日-08:00|中国|  ||西突厥･肆葉護1年|<死去>西突厥第5代可汗｢統葉護可汗(ﾄﾝﾔﾌﾞｸﾞｶｶﾞﾝ)｣伯父(諸
  父)の莫賀咄(ﾊﾞｶﾞﾃｭﾙ)に殺される
628年2月10日-08:00|中国|  ||西突厥･肆葉護1年|<即位>西突厥可汗｢乙毘沙鉢羅肆葉護可汗(咥力特勤)｣統葉護
  可汗の子(~632年秋死去)
628年2月10日-08:00|中国|  ||西突厥･肆葉護1年|<即位>西突厥第6代可汗｢莫賀咄侯屈利俟ﾋ可汗｣統葉護可汗の
  伯父(~630年泥孰に殺された)
628年2月10日-08:00|中国|  ||唐･貞觀1年12月30日|利州都督の李孝常と右武衛将軍の劉徳裕が反乱を計画し､
  処刑した
628年2月11日-09:00|日本|  ||推古36年|<死去>泊瀬王(不明)聖徳太子の皇子
628年2月11日-09:00|日本|東京都台東区|推古36年|土師中知,浅草寺(浅草観音)創建<聖観音宗総本山>
628年2月11日-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･貞觀2年|<即位>薛延陀可汗｢真珠可汗｣建国(~645.9死去)
628年2月15日-08:00|中国|  ||唐･貞觀2年1月5日|吐谷渾が岷州へ来寇,都督の李道彦がこれを撃退
628年2月25日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻｻｰﾝ朝第31代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ｶﾜｰﾄﾞ2世｣(~9.6死去)
628年2月25日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<廃位>ｻｻｰﾝ朝第29代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾎｽﾛｰ2世｣長子に背かれ(~2.28暗殺される)
628年3月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ﾏﾎﾒｯﾄとﾒｯｶ市民がﾌﾀﾞｲﾋﾞﾔの和議
628年3月11日-09:00|韓国|  ||百済･法王30年2月|百済､新羅のｶｼﾞｬﾑ城を攻める
628年4月10日-08:00|中国|  ||唐･貞觀2年3月|唐･李世民(太宗)がが東突厥を破り全中国の統一が成る
628年4月10日-08:00|中国/日本|  ||唐･貞觀2年;推古36年3月1日|朔､日食があった
628年4月15日-09:00|日本|  ||推古36年3月7日|<死去>第33代｢推古天皇｣/75歳(誕生:(欽明)15(554))女帝
628年6月3日-08:00|中国|  ||唐･貞觀2年4月26日|朔方の人の梁洛仁が梁師都を殺して降った
628年9月6日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<死去>ｻｻｰﾝ朝第31代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ｶﾜｰﾄﾞ2世｣
628年9月6日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻｻｰﾝ朝第32代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ｱﾙﾀﾞｼｰﾙ3世｣(~06300427死去)
628年10月3日-09:00|日本|  ||推古36年9月|境部摩理勢(不明)豪族.蘇我蝦夷に攻められ､殺害された
628年10月4日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･栄留王11年9月|高句麗､唐が東突厥の頡利可汗を捕らえたことを賀
  する使を派遣
629年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范梵志｣
629年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范頭黎｣(~640年死去)
629年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾀﾆｱ王(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ｶﾘﾍﾞﾙﾄ2世(~632年)
629年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Connadh cerr mac Conaill｣
629年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Eochaidh buidhe mac Aedhain｣(~同年死去)⇒｢Domhnall brecc mac 
  Echdhaigh｣(~642.12死去)
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629年1月30日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･真平王50年|高句麗と娘臂城で戦い陥落させる
629年1月30日-09:00|日本|奈良県奈良市|舒明1年|高句麗の僧･慧灌,般若寺創建
629年1月30日-08:00|中国|  ||唐･貞觀3年|<死去>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ﾅﾑﾘ･ｿﾝﾂｪﾝ(嚢日論賛)｣
629年1月30日-08:00|中国|  ||唐･貞觀3年|<即位>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ｿﾝﾂｪﾝ･ｶﾞﾝﾎﾟ(松賛干布)｣(~641年退位)
629年2月2日-09:00|日本|  ||舒明1年1月4日|<即位>第34代｢舒明天皇｣(~06411009)
629年4月28日-09:00|日本|  ||舒明1年4月1日|大和朝廷から田部連を掖玖(屋久島)に派遣
629年8月24日-09:00|朝鮮/韓国|  ||新羅･建福46年8月|新羅､高句麗の娘臂城を破る
629年8月24日-08:00|中国|  ||唐･貞観3年8月|玄奘が仏典を求めてｲﾝﾄﾞへ出発(～645)
629年8月24日-08:00|中国|  ||唐･貞觀3年8月1日|朔､日食があった
629年9月-03:30|ｲﾗﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ﾍﾗｸﾚｲｵｽ帝､ｸﾃｼﾌｫﾝで和議
629年9月23日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･栄留王12年9月|高句麗､使臣を唐へ遣わす
629年9月23日-09:00|韓国/中国|  ||新羅･建福46年9月|新羅､使臣を唐へ遣わす
629年9月23日-09:00|韓国/中国|  ||百済･法王31年9月|百済､使臣を唐へ遣わす
629年10月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱｷﾀﾆｱ王(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)｢ｸﾛﾀｰﾙ2世｣
629年10月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾈｳｽﾄﾘｱ･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾃﾞｨｱ王ｸﾛﾀｰﾙ2世→ｱｳｽﾄﾗｼ
  ｱ王ﾀﾞｺﾞﾍﾞﾙﾄ1世が領土継承(~06390119)
629年10月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾀﾆｱ王(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)｢ｶﾘﾍﾞﾙﾄ2世｣(~6320408死去)
629年11月24日-08:00|中国|  ||唐･貞觀3年11月4日|突厥が河西へ来寇/粛州刺史公孫武達と甘州刺史成仁重が
  これと戦って､撃破
629年12月18日-08:00|中国|  ||唐･貞觀3年11月28日|任城王道宗が霊州にて突厥を攻撃し､破った
630年-08:00|中国|  |||<即位>西突厥第7代可汗｢肆葉護可汗(咥力特勤)｣(~632年)統葉護可汗の子
630年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗｳﾞｧ朝君主｢ﾅﾗｼﾝﾊｳﾞｧﾙﾏﾝ1世｣(~668年)
630年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾁｬｰﾙｷｱ朝がｳﾞｨｼｭﾝﾇｸﾝﾃﾞｨﾝ朝を滅ぼす
630年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ﾐｪｼﾞ2世ｸﾞﾇﾆ｣ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ皇帝ﾍﾗｸﾚｲｵｽによってｱﾙﾒﾆｱ総督に任命さ
  れたｱﾙﾒﾆｱの貴族(~635年)
630年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ｶﾞﾘｳﾞｧﾙﾄﾞ2世｣
630年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ｾｵﾄﾞｱ1世｣(~680年)
630年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Ricberht｣
630年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Sigeberht｣(~634年退位)､｢Ecgric｣(~06361029戦死)
630年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾚﾃﾞｨｷﾞｵﾝ王｢ｸﾘﾄﾞｯｸﾞ1世｣(~665年)
630年1月11日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ﾏﾎﾒｯﾄ､ﾒｯｶを無血占領(帰還)
630年2月18日-08:00|中国|  ||西突厥･肆葉護3年|<死去>西突厥第6代可汗｢莫賀咄侯屈利俟ﾋ可汗｣泥孰に殺され
  た
630年2月18日-08:00|中国|  ||唐･貞観4年1月|李靖が驍騎三千を率いて白邑から悪陽嶺へ進軍,定襄を夜襲しこ
  れを破る/康蘇密が､隋の蕭后と煬帝の孫の政道を連れて来降/李世勣は雲中を出て､白道にて突厥と戦い､大い
  にこれを破った
630年2月18日-08:00|中国|  ||唐･貞觀4年1月1日|朔､日食があった
630年3月27日-08:00|中国|  ||唐･貞觀4年2月8日|李靖が突厥と陰山で戦い､これを破った
630年4月18日-09:00|朝鮮/韓国/中国|  ||高句麗･栄留王13年;百済･法王32年3月1日|高句麗大使宴子抜･小使若
  徳､百済大使恩率素子･小使徳率武徳､ともに朝貢
630年4月27日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<死去>ｻｻｰﾝ朝第32代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ｱﾙﾀﾞｼｰﾙ3世｣
630年4月27日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻｻｰﾝ朝第33代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ｼｬﾌﾙﾊﾞﾗｰｽﾞ｣(~6.9死去)
630年5月16日-08:00|中国|  ||唐･貞觀4年3月29日|<退位>東突厥第4代可汗｢頡利可汗(ｲﾘｸﾞｶｶﾞﾝ､咄ﾋﾂ)｣唐に降
  伏し､東突厥は一時滅ぶ
630年6月9日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<死去>ｻｻｰﾝ朝第33代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ｼｬﾌﾙﾊﾞﾗｰｽﾞ｣
630年6月9日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻｻｰﾝ朝第34代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾎｽﾛｰ3世｣(~同年死去)⇒第35代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾎﾞｰﾗｰ
  ﾝ(女帝)｣⇒第36代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ｼｬﾌﾟｰﾙ｣⇒第37代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾍﾟｰﾛｰｽﾞ2世｣⇒第38代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ｱｰｻﾞﾙﾐｰﾄﾞｩﾌﾄ(女帝)｣(
  ~631年死去);第39代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾌｧﾙｰｸ･ﾎﾙﾐｽﾞﾄﾞ｣(~631年死去);第40代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾎﾙﾐｽﾞﾄﾞ6世｣(~632年死去);第41
  代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾎｽﾛｰ4世｣(~636年)
630年8月14日-08:00|中国|  ||唐･貞觀4年7月1日|朔､日食があった
630年9月16日-08:00|中国/日本|  ||舒明2年8月5日|第1回遣唐使として犬上御田鍬･藥師惠日を唐に派遣
630年11月11日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|舒明2年10月2日|舒明天皇が岡本宮に遷都
631年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾘｯﾁｬﾋﾞ朝国王｢Bhimarjunadeva｣(~633年)
631年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<死去>ｻｻｰﾝ朝第38代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ｱｰｻﾞﾙﾐｰﾄﾞｩﾌﾄ(女帝)｣
631年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<死去>ｻｻｰﾝ朝第39代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾌｧﾙｰｸ･ﾎﾙﾐｽﾞﾄﾞ｣
631年-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||ﾌﾗﾝｸ商人ｻﾓがﾎﾞﾍﾐｱで西南ｽﾗﾌﾞ族のｻﾓ王国を建設
631年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｸﾄ王｢Cinaedh mac Lugthreine(Kenneth1世)｣)
631年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Gartnaidh mac Foith(Gartnait3世)｣(~635年死去)
631年1月8日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･貞観4年12月|肆葉護が兵を率いて莫賀咄を攻撃､莫賀咄は敗北､泥熟設
  がこれを殺す/肆葉護が大可汗となる
631年3月-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻｻｰﾝ朝第42代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾎｽﾛｰ5世｣(~4月)
631年3月9日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･栄留王14年2月|高句麗､唐に備え長城築造
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631年3月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｼｾﾅﾝﾄﾞ｣(~6360312死去)
631年3月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<廃位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｽｳｨﾝﾃｨﾗ｣
631年4月7日-09:00|韓国/日本|  ||百済･法王33年3月1日|百済王義慈が､王子豊璋を質として貢上し､日本に到
  る
631年5月19日-08:00|中国|  ||唐･貞觀5年4月13日|霊州の斛薛が造反し,任城王道宗が追撃してこれを破る
631年6月-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<復位>ｻｻｰﾝ朝第43代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾎﾞｰﾗｰﾝ(女帝)｣(~632.6死去)
631年6月5日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･真平王52年5月|伊ｻﾝのｼﾁ宿と阿ｻﾝの石品とが反逆を起こした
631年10月1日-09:00|韓国/中国|  ||百済･法王33年9月|百済､使臣を唐へ遣わす
632年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<死去>ｻｻｰﾝ朝第40代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾎﾙﾐｽﾞﾄﾞ6世｣
632年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>大ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ･ﾊｰﾝ｢ｸﾌﾞﾗﾄ｣建国(~665年死去)
632年-02:00|ﾖﾙﾀﾞﾝ|  |||<即位>ｶﾞｯｻｰﾝ王｢ﾔﾊﾞﾗｰ6世ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙ=ｱｲﾊﾑ｣(~638年)
632年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ公｢ﾗﾄﾞﾙﾌ1世｣(~642年)
632年1月27日-08:00|中国|  ||唐･貞觀6年|ﾎｰﾀﾝ､中国の威光に服して属国になる
632年1月27日-09:00|韓国|  ||新羅･真平王53年1月|<死去>新羅王｢真平王｣
632年1月27日-09:00|韓国|  ||新羅･真平王53年1月|<即位>新羅王｢善徳女王｣(~647年2月17日(旧暦1月8日)死去
  )
632年1月27日-08:00|中国|  ||唐･貞觀6年1月1日|朔､日食があった
632年2月14日-08:00|中国|  ||唐･貞觀6年1月19日|静州山謀反､右武衛将軍李子和がこれを破った
632年4月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱｷﾀﾆｱ王(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)｢ｶﾘﾍﾞﾙﾄ2世｣
632年4月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾀﾆｱ王(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)｢ｷﾙﾍﾟﾘｸ｣⇒｢ﾎﾞｷﾞｽ｣(~660年)
632年4月11日-08:00|中国|  ||唐･貞觀6年3月17日|吐谷渾が蘭州へ来寇したが､州兵が撃退
632年6月-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<死去>ｻｻｰﾝ朝第43代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾎﾞｰﾗｰﾝ(女帝)｣
632年6月8日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<死去>ｲｽﾗﾑ教の租ﾏﾎﾒｯﾄ/62歳(誕生05700123)
632年6月8日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ｲｽﾗﾑ教初代正統ｶﾘﾌ｢ｱﾌﾞｰ･ﾊﾞｸﾙ｣(~06340822死去)
632年6月16日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻｻｰﾝ朝第44代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾔｽﾞﾃﾞｷﾞﾙﾄﾞ3世｣(~651年死去)
632年7月23日-09:00|韓国|  ||百済･法王34年7月|百済､兵を発して新羅を攻める
632年7月23日-08:00|中国|  ||西突厥･肆葉護5年7月|<死去>西突厥第7代可汗｢肆葉護可汗(咥力特勤)｣肆葉護可
  汗が出兵して薛延陀を攻撃したが敗北/設卑達官と弩失畢の二部の攻撃で肆葉護は康居へ亡命客死
632年7月23日-08:00|中国|  ||西突厥･咄陸1年7月|<即位>西突厥可汗｢咄陸可汗(ﾃｭﾙｸ･ｶｶﾞﾝ､泥孰､莫賀設)｣莫賀
  設の子､族人により擁立される(~634年病死)
632年11月21日-09:00|日本|  ||舒明4年10月4日|遣唐使犬上御田鍬らが唐使高表仁を伴い帰国
633年-03:00|ｸｳｪｰﾄ/ｵﾏｰﾝ/ｶﾀｰﾙ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/UAE|  |||初代ｶﾘﾌのｱﾌﾞｰ･ﾊﾞｸﾙがｱﾗﾋﾞｱ半島を平定
633年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｱﾝﾄﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||西ｺﾞｰﾄ王国選挙王政の導入
633年1月16日-09:00|韓国/中国|  ||新羅･建福49年12月|新羅､使臣を唐へ遣わす
633年8月10日-09:00|韓国/中国|  ||新羅･建福50年7月|新羅､使臣を唐へ遣わして朝貢
633年9月9日-09:00|韓国|  ||百済･法王35年;新羅･建福50年8月|百濟､新羅の西谷城を攻め､陥落させる
633年10月4日-08:00|中国|  ||唐･貞觀7年8月26日|東西の洞が辺境を寇し､右屯衛大将軍の張士貴がこれを討っ
  た
633年10月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｲﾗ王｢ｴﾄﾞｳｨﾝ･Allan sunu｣戦死
633年10月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞｲﾗ王｢Eanfrith Athelfrithes sunu｣(~634年死去)
633年11月-03:00|ｲﾗｸ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｱﾗﾌﾞ人によりﾑｻﾞﾔ陥落
633年11月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞｲﾗ王｢Osric Alfrices sunu(反乱側)｣(~634年死去)
634年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)国王ﾀﾞｺﾞﾍﾞﾙﾄ1世がｱｳｽﾄﾗｼｱを分
  割→<即位>ｱｳｽﾄﾗｼｱ王ｼｷﾞﾍﾞﾙﾄ3世(~06560201)
634年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢Cadwallon ap Cadfan｣
634年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｲﾗ王｢Eanfrith Athelfrithes sunu｣
634年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｲﾗ王｢Osric Alfrices sunu(反乱側)｣
634年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢Cadafael Cadomedd ap Cynfeddw｣(~655年死去)
634年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞｲﾗ王｢ｵｽﾞﾜﾙﾄﾞ･Athelfrithes sunu｣(~06420805ﾏｰｼｱ王ﾍﾟﾝﾀﾞに殺される)
634年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<退位>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Sigeberht｣
634年2月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||ｲｽﾗﾑ､ｼﾘｱ･ﾊﾟﾚｽﾁﾅの征服を開始/ﾀﾞﾃｨﾝの戦い:ｶﾞｻﾞ近郊のﾀﾞﾃｨﾝでｱﾗﾌﾞ
  軍が勝利
634年2月4日-09:00|韓国|  ||新羅･仁平1年|新羅･芬皇寺が創建
634年2月4日-08:00|中国|  ||西突厥･咄陸3年|<死去>西突厥可汗｢咄陸可汗(ﾃｭﾙｸ･ｶｶﾞﾝ､泥孰､莫賀設)｣病死
634年2月4日-08:00|中国|  ||西突厥･沙鉢1年|<即位>西突厥第9代可汗｢沙鉢羅咥利失可汗(同娥設､ｲｼｭﾊﾞﾗﾃｨﾘｼｭ
  ｶｶﾞﾝ)｣泥孰の弟(~639年死去)
634年2月4日-08:00|中国|  ||唐･貞観8年|ﾁﾍﾞｯﾄが唐に帰順し､唐へ遣使･朝貢
634年2月4日-09:00|韓国|  ||新羅･仁平1年1月|新羅･第27代善徳女王が仁平(-647年7月)と改元
634年3月3日-08:00|中国|  ||唐･貞觀8年1月28日|張士貴が?と戦い､これを破った
634年3月5日-09:00|韓国|  ||百済･武王35年2月|百済･王興寺が完成
634年6月1日-08:00|中国|  ||唐･貞觀8年5月1日|朔､日食があった
634年8月-03:00|ｸｳｪｰﾄ/ｵﾏｰﾝ/ｶﾀｰﾙ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/UAE|  |||ｱﾌﾞｰ･ﾊﾞｸﾙが死去､ｳﾏﾙ1世が第二代ｶﾘﾌとなる(～644)
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634年8月22日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<死去>ｲｽﾗﾑ教初代正統ｶﾘﾌ｢ｱﾌﾞｰ･ﾊﾞｸﾙ｣
634年8月23日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ｲｽﾗﾑ教第2代正統ｶﾘﾌ｢ｳﾏﾙ｣(~06441103死去)
634年8月29日-09:00|日本|  ||舒明6年8月|長星南方に現れる/時の人これを彗星という
634年9月19日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｱﾗﾌﾞがﾀﾞﾏｽｶｽ征服(637.10､ｱﾚｯﾎﾟ),ｲｽﾗﾑ教ｱﾗﾌﾞ･ｶﾘﾌ国の一部と
  なる(634~661､ﾗｯｼｭﾃﾞﾝ;661~750､ｳﾏｲﾔ朝;750~909､ｱｯﾊﾞｰｽ朝;909^1076､ﾌｧｰﾃｨﾏ朝)
634年10月29日-08:00|中国|  ||唐･貞觀8年10月2日|段志玄が吐谷渾を攻撃し､これを撃破
634年11月-03:00|ｲﾗｸ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｱﾗﾌﾞ人によりﾌﾞﾜｲﾌﾞ陥落
634年12月16日-08:00|中国|  ||唐･貞觀8年11月21日|吐谷渾が涼州を寇し､行人で鴻臚丞の趙徳楷を捕らえた
635年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾘｯﾁｬﾋﾞ朝国王｢Visnugupta｣
635年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ﾃﾞﾋﾞｯﾄﾞ･ｻﾊﾙﾆ｣ｱﾙﾒﾆｱの貴族､ﾐｪｼﾞ2世を殺害し､自分自身を総督
  と宣言(~638年)
635年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｱﾙﾒﾆｱは東ﾛｰﾏ(ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ)帝国に編入(~697年)
635年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｲｽﾗﾑ軍､ﾀﾞﾏｽｶｽ占領
635年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｸﾄ王｢Gartnaidh mac Foith(Gartnait3世)｣
635年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Bruide mac Foith(Bridei2世)｣(~641年死去)
635年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾏｰｼｱ王｢ｴｵﾜ･Pybban sunu｣共同統治(~06420805戦死)
635年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾘﾝﾃﾞｨｽﾌｧｰﾝ島に修道院が建設
635年1月24日-08:00|中国|  ||吐谷渾･甘豆1年|<死去>吐谷渾第19代可汗｢伏允｣
635年1月24日-08:00|中国|  ||吐谷渾･甘豆1年|<即位>吐谷渾第20代可汗｢ｸﾂ故呂烏甘豆可汗(順)｣第19代可汗｢
  伏允｣の子(~同年死去)
635年1月24日-08:00|中国|  ||唐･貞観9年|ﾈｽﾄﾘｳｽ派ｷﾘｽﾄ教が中国へ伝播
635年1月24日-09:00|日本|  ||舒明7年1月|彗星東に見える
635年1月24日-08:00|中国|  ||唐･貞觀9年1月|党項羌が叛いて吐谷渾へ帰順
635年4月11日-08:00|中国|  ||唐･貞觀9年3月19日|高甑生が羌人と戦い､これを破った
635年5月22日-08:00|中国|  ||唐･貞觀9年閏4月1日|朔､日食があった
635年5月29日-08:00|中国|  ||唐･貞觀9年閏4月8日|任城王道宗が庫山にて吐谷渾を敗った/吐谷渾可汗の伏允
  は軽騎で磧へ逃げ込んだ
635年6月13日-08:00|中国|  ||唐･貞觀9年閏4月23日|靖の部将薛孤児が､曼頭山で吐谷渾を敗りその名王を斬っ
  た
635年6月18日-08:00|中国|  ||唐･貞觀9年閏4月28日|靖等が牛心堆にて吐谷渾を敗り､また､諸赤水源を敗る
635年6月20日-08:00|中国|  ||唐･貞観9年5月|伏允を烏海へ追い詰め､これと戦って大いに破り､その名王を捕
  らえる/薛萬均､薛萬徹もまた､赤海で天柱王を敗る/将軍執失思力は居茹川にて吐谷渾を敗った/伏允は左右に
  殺され国人は､順を可汗へ立てた
635年6月21日-08:00|中国|  ||唐･貞観9年閏5月|癸酉,任城王道宗が庫山にて吐谷渾を敗った/戊子､靖の部将薛
  孤児が､曼頭山で吐谷渾を敗り､その名王を斬った/癸巳､靖等が牛心堆にて吐谷渾を敗り､諸赤水源を敗る
635年6月25日-08:00|中国|  ||唐･貞觀9年5月6日|<死去>唐初代唐皇帝｢高祖李淵｣[0566年生～](享年69)
635年7月7日-08:00|中国|  ||唐･貞觀9年5月18日|李靖が吐谷渾と戦い､これを破った
635年7月29日-09:00|韓国/中国|  ||百済･法王37年6月10日|百濟使､達率柔ら､朝貢
635年8月24日-08:00|中国|  ||唐･貞觀9年7月7日|塩沢道行軍副総管の劉徳敏が羌人と戦い､これを破った
635年9月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｱﾗﾌﾞ･ｲｽﾗﾑ軍がﾀﾞﾏｽｸｽ市民と和約
636年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｱﾘｵｱﾙﾄﾞ｣
636年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ﾛｰﾀﾘ｣諸公爵の一人.ｱﾘｵｱﾙﾄﾞ死後に権力を掌握(~652年)
636年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Ecgric｣戦死
636年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾞｳｨｾ王｢Cwichelm｣
636年2月12日-08:00|中国|  ||吐谷渾･勒豆1年|<死去>吐谷渾第20代可汗｢ｸﾂ故呂烏甘豆可汗(順)｣臣下から殺さ
  れる
636年2月12日-08:00|中国|  ||吐谷渾･勒豆1年|<即位>吐谷渾第21代可汗｢烏地也抜勒豆可汗(諾曷ﾊﾂ)｣第20代可
  汗｢ｸﾂ故呂烏甘豆可汗(順)｣の子(~666年唐へ亡命)
636年3月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｼｾﾅﾝﾄﾞ｣
636年3月12日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｷﾝﾃｨﾗ｣(~6391220死去)
636年3月12日-09:00|韓国/中国|  ||百済･法王38年2月|百済､使臣を唐へ遣わす
636年4月17日-08:00|中国|  ||唐･貞觀10年3月7日|吐谷渾王の諾曷鉢が使者を派遣し中国の暦を奉じ年号を使
  用し子弟を入侍させたいと請うてきた/全て許す
636年6月9日-09:00|韓国|  ||新羅･仁平3年;百済･法王38年5月|百済が独山城を襲撃しようとして潜んでいたと
  ころを角干の閼川を派遣して殲滅させることに成功
636年7月18日-09:00|日本|奈良県橿原市|舒明8年6月10日|岡本宮が火災に遭う/田村宮に遷る
636年8月20日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||ｲｽﾗﾑ軍と東ﾛｰﾏ軍がﾖﾙﾀﾞﾝ川の支流のﾔﾙﾑｰｸ川で戦い､ｲｽﾗﾑ軍
  が勝利(ｼﾘｱを奪う)
636年9月-03:30|ｲﾗﾝ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｶｰﾃﾞｨｼｰﾔの戦いでｱﾗﾌﾞ軍がｻｻﾝ朝ﾍﾟﾙｼｬ軍を破る
636年10月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Ecgric｣戦死
636年10月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Anna (Onna) Enan sunu｣(1期目~651年)
636年11月-03:00|ｲﾗｸ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｱﾗﾌﾞ人によりﾊﾞﾋﾞｵﾝ陥落



0700迄(2145件)

636年11月19日-03:00|ｲﾗｸ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<ｱﾙ･ｶﾃﾞｨｼｰﾔの戦い>(16日~)ﾊﾘﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｱﾙ･ﾜﾘｰﾄﾞ率いるｱﾗﾌﾞ人がﾛｽﾀﾑ
  ･ﾌｧﾛﾌｻﾞﾄﾞ率いるｻｻﾝ人を破る
637年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｲﾍﾞﾘｱ公｢ｽﾃﾌｧﾝ2世｣(~650年)
637年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||ｲｽﾗﾑ教徒､ｴﾙｻﾚﾑを征服
637年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<即位>ﾐﾌﾗﾆｰ朝(ｱﾙﾊﾞﾆｱ)大公｢Javanshir｣(~6800101死去)
637年1月31日-09:00|日本|  ||舒明9年|蝦夷が反乱したため上毛野形名を将軍として討たせる
637年2月1日-08:00|中国|  ||唐･貞観11年|唐で房玄齢らが武貞観律令を選定
637年3月-03:00|ｲﾗｸ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｱﾗﾌﾞ人によりｸﾃｼﾌｫﾝ陥落/ｱﾗﾌﾞ人によるﾒｿﾎﾟﾀﾐｱ征服(ｲｽﾗﾑ教ｱﾗﾌﾞの一部/ｶ
  ﾘﾌ制､ｲﾗｸの州として)
637年4月-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ｲﾗｸ/ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ｲｽﾗｴﾙはｲｽﾗﾑ教ｱﾗﾌﾞ･ｶﾘﾌ(ﾗｼﾄﾞｩﾝ637-661､ｳﾏｲﾔ朝6
  61-750､ｱｯﾊﾞｰｽ朝750-909､ﾌｧｰﾃｨﾏ朝 909-1099)の一部(~10990715)
637年4月1日-08:00|中国|  ||唐･貞觀11年3月1日|朔､日食があった
637年7月27日-08:00|中国|  ||唐･貞観11年7月|庚未,大雨が降り洪水,六千余人が溺死
638年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||ｲﾗｸ地方の征服基地としてﾊﾟｽﾗの町が建設される/ｲｽﾗﾑ最初の軍営都市
638年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｱﾅﾄﾘｳｽ｣
638年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<死去>ﾐﾌﾗﾆｰ朝(ｱﾙﾊﾞﾆｱ)大公｢Varaz Grigor｣
638年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢Warinus｣(~677年死去)
638年1月1日-09:00|韓国/中国|  ||百済･法王39年12月11日|百済､使臣を唐に遣わし鉄甲と雕斧を献上
638年1月21日-09:00|日本|奈良県生駒郡斑鳩町|舒明10年|福亮僧正が聖徳太子のために法起寺創建<聖徳宗>
638年1月21日-08:00|中国|  ||西突厥･沙鉢5年|<即位>西突厥可汗｢乙毘咄陸可汗(ｲﾋﾞﾙ･ﾃｭﾙｸ･ｶｶﾞﾝ､欲谷設､ﾕｸｸｼ
  ｬﾄﾞ)｣(~642年)
638年1月21日-08:00|中国|  ||唐･貞観12年|この年､景教寺院波斯寺が長安に建立
638年1月21日-08:00|中国|  ||唐･貞観12年|處月､處密と高昌が､西域･焉耆を攻撃して､五城を抜き､男女千五百
  人を掠め､その盧舎を焼いて去った
638年3月5日-08:00|中国|  ||唐･貞觀12年2月14日|巫州のﾘｮｳがそむき､ｷ州都督の斉善行がこれを破った
638年3月21日-08:00|中国|  ||唐･貞觀12年閏2月1日|朔､日食があった
638年10月12日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第70代ﾛｰﾏ教皇｢ﾎﾉﾘｳｽ1世｣
638年10月18日-08:00|中国|  ||唐･貞觀12年9月6日|闊水道行軍総管の牛進達が吐蕃と松州で戦い､これを破っ
  た
638年12月1日-08:00|中国|  ||唐･貞觀12年10月21日|鈞州の山ﾘｮｳがそむき､桂州都督の張宝徳がこれを破った
638年12月11日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･仁平5年;高句麗･栄留王21年11月|高句麗が七重城に攻め入ったとき
  には閼川が高句麗兵を撃退
639年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ﾁｪﾝﾗ王｢ﾊﾞｳﾞｧｳﾞｧﾙﾏﾝ2世｣(~657年)
639年-03:30|ｲﾗﾝ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ﾌｧｰﾙｽをｱﾗﾌﾞ･ｲｽﾗﾑ教が支配(ｲｽﾗﾑ教ｶﾘﾌ制の一部)
639年1月4日-08:00|中国|  ||唐･貞觀12年11月25日|明州の山ﾘｮｳがそむき､交州都督の李道彦がこれを破った
639年1月16日-08:00|中国|  ||唐･貞觀12年12月7日|壁州の山ﾘｮｳがそむき､右武候将軍の上官懐仁がこれを討っ
  た
639年1月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ﾈｳｽﾄﾘｱ･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾃﾞｨｱ王｢ﾀﾞｺﾞﾍﾞﾙﾄ1世｣
639年1月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ﾈｳｽﾄﾘｱ･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾃﾞｨｱ王｢ｸﾛｳﾞｨｽ2世｣(~655年)
639年2月9日-09:00|日本|奈良県奈良市|舒明11年|舒明天皇,百済川のほとりに百済大寺(→大安寺)【日本最古
  の官寺】
639年2月9日-08:00|中国|  ||西突厥･沙鉢6年|<死去>西突厥第9代可汗｢沙鉢羅咥利失可汗(同娥設､ｲｼｭﾊﾞﾗﾃｨﾘｼｭ
  ｶｶﾞﾝ)｣
639年2月9日-08:00|中国|  ||西突厥･乙屈利1年|<即位>西突厥第10代可汗｢乙屈利失乙毘可汗(莫賀咄乙毘可汗､
  ﾊﾞｶﾞﾃｭﾙ･ｲﾋﾞﾙ･ｶｶﾞﾝ)｣沙鉢羅咥利失可汗の子(~640年)
639年2月9日-09:00|日本|  ||舒明11年1月|長星西北に現れる
639年5月19日-08:00|中国|  ||唐･貞觀13年4月11日|中郎将の阿史那結社率がそむき､処刑
639年9月3日-08:00|中国|  ||唐･貞觀13年8月1日|朔､日食があった
639年11月1日-09:00|韓国/中国|  ||百済･法王41年10月|百済､使臣を唐に遣わし金甲と雕斧を献上
639年12月12日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲｽﾗｴﾙ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｱﾗﾌﾞ･ｲｽﾗﾑ軍がｴﾙｻﾚﾑから国境を越えてｴｼﾞﾌﾟﾄに侵入
639年12月20日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｷﾝﾃｨﾗ｣
639年12月20日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾄｩﾙｶﾞ｣(~6420417死去)
639年12月30日-09:00|日本|奈良県奈良市|舒明11年12月|百済大寺に九重塔が建つ
640年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范頭黎｣
640年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范鎮龍｣(~645年臣下のﾏﾊｰ･ﾏﾝﾄﾗﾃﾞｨｸﾙﾀに殺害された)
640年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾘｯﾁｬﾋﾞ朝国王｢Bhimarjunadeva｣(~641年)
640年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Dathopa Tissa1世(Hatthadpatha)｣(~652年)
640年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾌﾞｲﾄﾞ朝｢Gil Gavbara｣(~660年死去)
640年-03:00|ｸｳｪｰﾄ/ｵﾏｰﾝ/ｶﾀｰﾙ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/UAE|  |||ｱﾗﾌﾞ戦士への俸給支給のためにﾒﾃﾞｨﾅに国家財政の記録書ﾃ
  ﾞｨｰﾜｰﾝが創設される｡行政機構の整備が始まる
640年-02:00|ｲｽﾗｴﾙ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||東ﾛｰﾏ帝国のｶｲｻﾘｱがｲｽﾗﾑ軍によって陥落
640年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ君主｢Alain2世Hir｣(~690年)
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640年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<退位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ君主｢ﾕﾃﾞｨｶｴﾙ｣
640年1月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾄ王｢Eadbald Athelberhtes sunu｣
640年1月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｹﾝﾄ王｢Eorcenberht Eadbaldes sunu｣(~06640714死去)
640年1月29日-08:00|中国|  ||高昌･延寿17年|<死去>高昌国王｢高昌光武王麹文泰｣病死
640年1月29日-08:00|中国|  ||西突厥･乙屈利2年|<死去>西突厥第10代可汗｢乙屈利失乙毘可汗(莫賀咄乙ﾋ可汗)
  ｣
640年1月29日-08:00|中国|  ||西突厥･乙毘沙1年|<即位>西突厥第11代可汗｢乙毘沙鉢羅葉護可汗(ｲﾋﾞﾙ･ｲｼｭﾊﾞﾗ･
  ﾔﾌﾞｸﾞ･ｶｶﾞﾝ､薄布特勤､畢賀咄葉護)｣咥利失可汗の弟(伽那)の子(~641年)
640年1月29日-08:00|中国|  ||唐･貞観14年|中郎将辛ﾘｮｳ児を前鋒とし都城へ迫らせ､西域･高昌は迎撃したが敗
  北/智盛は癸酉､開門して降伏/高昌国は滅んだ
640年3月28日-08:00|中国|  ||唐･貞觀14年3月|羅･竇二州のﾘｮｳがそむき､広州総管の党仁弘がこれを破った
640年4月26日-09:00|日本|奈良県橿原市|舒明12年4月|厩坂宮に遷都
640年5月28日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第71代ﾛｰﾏ教皇｢ｾｳｪﾘﾇｽ｣(~8.2死去)
640年8月2日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第71代ﾛｰﾏ教皇｢ｾｳｪﾘﾇｽ｣
640年8月23日-08:00|中国|  ||高昌･延寿17年8月|<即位>高昌国王｢高昌王麹智盛｣麹文泰の子(~同月唐に帰属)
640年8月30日-08:00|中国|  ||唐･貞觀14年;高昌･延寿17年8月8日|<降伏>高昌国王｢高昌王麹智盛｣唐侯君集に
  敗れ高昌国は滅びる/唐は西州を置く
640年9月21日-08:00|中国|  ||唐･貞觀14年9月|唐が安西都護府を設置し､西域経営の拠点とする
640年10月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄ総主教がｲｽﾗﾑ軍に降伏し､ｲｽﾗﾑ軍がｴｼﾞﾌﾟﾄを制服
640年10月21日-09:00|日本|奈良県北葛城郡広陵町|舒明12年10月|百済宮に遷る
640年10月31日-08:00|中国/日本|  ||舒明12年10月11日|学問僧南淵請安･学生高向玄理ら唐より帰る
640年12月24日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第72代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ4世｣(~06421012死去)
641年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝君主｢Jayasimha1世｣(~673年)
641年-03:00|ｲﾗｸ/ｸｳｪｰﾄ/ｵﾏｰﾝ/ｶﾀｰﾙ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｲｽﾗﾑ軍がﾍﾟﾙｼｱ軍を破る
641年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｶﾘﾌのｳﾏﾙ1世が俸給支払いを管轄するﾃﾞｨｰﾜｰﾝ庁を創設
641年-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||ｴﾙｻﾚﾑのﾏﾎﾒｯﾄ故地にｱﾙ･ｱｸｻ寺院を建設
641年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公｢ｱﾚｰｷ1世｣
641年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公｢ｱｲｵｰﾈ1世｣(~646年死去)
641年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｸﾄ王｢Bruide mac Foith(Bridei2世)｣
641年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Talorcan mac Foith(Talorc3世)｣(~653年死去)
641年2月8日-09:00|朝鮮/中国|  |||高句麗王､太子の桓権を唐に遣わして朝貢
641年2月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾍﾗｸﾚｲｵｽ朝)｢ﾍﾗｸﾚｲｵｽ｣
641年2月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾍﾗｸﾚｲｵｽ朝)｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ3世｣ﾍﾗｸﾚｲｵｽの長男(~5.24死去),｢ﾍ
  ﾗｸﾛﾅｽ｣ﾍﾗｸﾚｲｵｽの4人目の子,ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ3世の異母弟(~9月)共同統治
641年2月16日-08:00|中国|  ||西突厥･乙毘沙2年|<死去>西突厥第11代可汗｢乙毘沙鉢羅葉護可汗(薄布特勤､畢
  賀咄葉護､ｲﾋﾞﾙｲｼｭﾊﾞﾗﾔﾌﾞｸﾞｶｶﾞﾝ)｣
641年2月16日-08:00|中国|  ||唐･貞觀15年|<即位>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ｸﾞﾝｿﾝ･ｸﾞﾝﾂｪﾝ(共日共賛)｣(~646年)
641年2月16日-08:00|中国|  ||唐･貞觀15年|<退位>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ｿﾝﾂｪﾝ･ｶﾞﾝﾎﾟ(松賛干布)｣
641年3月6日-08:00|中国|  ||唐･貞觀15年1月19日|衛士の崔卿･ﾁｮｳ文懿が反乱を計画し､処刑
641年4月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄのﾊﾞﾋﾞﾛﾝ城が開場
641年4月16日-09:00|韓国|  ||百済･武王42年3月|<死去>百済王｢武王｣
641年4月16日-09:00|韓国|  ||百済･義慈王1年3月|<即位>百済王｢義慈王｣(~660年)
641年5月24日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国共同皇帝(ﾍﾗｸﾚｲｵｽ朝)ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ3世→ﾍﾗｸﾛﾅｽの単独統治となる(
  ~9月)
641年6月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｱﾗﾌﾞ･ｲｽﾗﾑ軍がｱﾚｷｻﾝﾄﾞﾘｱを攻略
641年6月10日-08:00|中国|  ||唐･貞觀15年4月27日|丁巳,果毅都尉席君買が吐谷渾丞相の宣王を襲撃し､これを
  破って､その兄弟三人を斬る
641年9月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国共同皇帝(ﾍﾗｸﾚｲｵｽ朝)｢ｺﾝｽﾀﾝｽ2世ﾎﾟｺﾞﾅﾄｽ｣ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ3世の子(~06680
  915死去)
641年9月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<廃位>東ﾛｰﾏ帝国共同皇帝(ﾍﾗｸﾚｲｵｽ朝)｢ﾍﾗｸﾛﾅｽ｣追放
641年9月10日-09:00|韓国/中国|  ||百済･義慈王1年8月|百済王､使臣を唐に遣わして､表文をもって感謝を述べ
  ､あわせて方物を献上
641年11月17日-09:00|日本|  ||舒明13年10月9日|<死去>第34代｢舒明天皇｣/49歳(誕生:(推古)1(593))
642年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾟﾙﾗｳﾞｧ朝ﾅﾗｼﾝﾊｳﾞｧﾙﾏﾝ1世､ﾁｬｰﾙｸﾔ朝ﾌﾞﾗｹｰｼﾝ2世を破り､ﾊﾞｰﾀﾞｰﾐを占領
642年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ公｢ﾍﾃﾞﾝ1世｣(~687年)
642年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｪｾｯｸｽ王｢ｷｭﾈｲﾙｽ｣
642年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Beli map Neithon｣
642年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾎﾟｲｽ王｢Eiludd ap Cynan｣戦死
642年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ｺﾈｲﾙ･ｺｴﾙ･ﾏｯｸ･ﾏｴﾚ･ｺﾊﾞ｣(~654年没)､｢ｾﾗｰｸ･ﾏｯｸ･ﾏｴﾚ･ｺﾊﾞ｣(~658
  年)
642年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｳｪｾｯｸｽ王｢ﾁｪﾝﾜﾙﾌ｣(~645年)
642年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Eugein map Beli(Hoan)｣⇒｢Guret｣(~658年死去)
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642年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾎﾟｲｽ王｢Manwgan ap Selyf｣(~655年死去)
642年1月23日-08:00|中国|  ||唐･貞觀15年12月17日|李世勣が諾真水にて薛延陀を敗った
642年2月5日-08:00|中国|  ||唐･貞觀16年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢伏闍信｣(~23年)
642年2月5日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･栄留王25年1月|高句麗､使臣を唐に遣わして朝貢
642年2月5日-09:00|韓国/中国|  ||新羅･仁平9年1月|新羅､使臣を唐に遣わして方物を献上する
642年2月5日-09:00|韓国/中国|  ||百済･義慈王2年1月|百済､使臣を唐に遣わして朝貢
642年2月19日-09:00|日本|  ||皇極1年1月15日|<就任>執政｢蘇我入鹿｣
642年2月19日-09:00|日本|  ||皇極1年1月15日|<即位>第35代｢皇極天皇｣(~06450614)
642年3月12日-09:00|日本/朝鮮|  ||高句麗･栄留王25年;皇極1年2月6日|高句麗使節が来日
642年4月10日-09:00|日本/韓国|  ||皇極1年;新羅･仁平9年3月6日|新羅の賀騰極使･弔喪使来朝(15日､帰国)
642年4月17日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王｢ﾄｩﾙｶﾞ｣
642年4月17日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｷﾝﾀﾞｽｳｨﾝﾄ｣(~6530930死去)
642年5月12日-09:00|日本/韓国|  ||皇極1年;百済･義慈王2年4月8日|百済大使翹岐､従者を率いて拝朝
642年8月1日-09:00|韓国|  ||百済･義慈王2年;新羅･仁平9年7月|百済の義慈王は単独で新羅に親征し西部の40
  余城を攻略
642年8月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｲﾗ王｢ｵｽﾞﾜﾙﾄﾞ･Athelfrithes sunu｣ﾏｰｼｱ王ﾍﾟﾝﾀﾞに殺される
642年8月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｰｼｱ王｢ｴｵﾜ･Pybban sunu｣戦死
642年8月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞｲﾗ王｢Oswine Osrices sunu(反乱側)｣(~06510820殺害される)
642年8月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞｲﾗ王｢ｵｽﾞｳｨ･Athelfrithes sunu｣(⇒655.11ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王)
642年8月31日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･仁平9;高句麗･栄留王25年;百済･義慈王2年年8月|高句麗と百済とが
  連合して新羅の党項城を奪取
642年8月31日-09:00|韓国|  ||新羅･仁平9年;百済･義慈王2年8月|百済の将軍允忠､新羅の大耶城を攻め､城主の
  品釈らを殺害
642年9月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ軍がｴｼﾞﾌﾟﾄから撤退し､ｲｽﾗﾑがｴｼﾞﾌﾟﾄを征服
642年9月29日-08:00|中国|  ||西突厥･乙毘射1年9月|<即位>西突厥第12代可汗｢乙毘射匱可汗｣莫賀咄乙毘可汗
  の子(~651年)
642年10月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｱﾗﾌﾞ･ｲｽﾗﾑがﾅｲﾙ川東岸にﾌｽﾀｰﾄを建設
642年10月12日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第72代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ4世｣
642年10月19日-09:00|日本|新潟県|皇極1年9月21日|越の国の辺境に住む蝦夷数千人が大和政権に帰順
642年10月29日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･宝蔵王1年10月|<死去>高句麗王｢栄留王｣大臣､蓋蘇文(ﾖﾝｹﾞｿﾑﾝ)に殺さ
  れる
642年10月29日-09:00|朝鮮|  ||高句麗･宝蔵王1年10月|<即位>高句麗王｢宝蔵王｣(~668年)蓋蘇文(ﾖﾝｹﾞｿﾑﾝ)が擁
  立
642年11月24日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第73代ﾛｰﾏ教皇｢ﾃｵﾄﾞﾙｽ1世｣(~06490514死去)
642年12月-03:30|ｲﾗﾝ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ﾅﾊｳﾞｧﾝﾄﾞをｱﾗﾌﾞ･ｲｽﾗﾑ教が支配(ｲｽﾗﾑ教ｶﾘﾌ制の一部)
642年12月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Domhnall brecc mac Echdhaigh｣
642年12月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Ferchar mac Connaidh｣(~649年死去)
642年12月2日-08:00|中国|  ||唐･貞觀16年11月5日|高麗東部の大人泉蓋蘇文が､その王の武を弑逆,王の弟の子
  を立てて王とする
642年12月20日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｲﾗﾝに進んだﾑｽﾘﾑ軍がﾆﾊｰｳﾞｧﾝﾄﾞの戦いに勝利しｻｻﾝ朝を壊滅状
  態に追い込む
643年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾘｯﾁｬﾋﾞ朝国王｢ﾅﾚｰﾝﾄﾞﾗ王｣(~679年)
643年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬｰﾙｷｱ朝国王｢Adityavarman｣(~645年)
643年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ｾｵﾄﾞｱ･ﾙｼｭﾄｩﾆ｣(~645年)
643年-03:30|ｲﾗﾝ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ﾍﾟﾙｾﾎﾟﾘｽをｱﾗﾌﾞ･ｲｽﾗﾑ教が支配(ｲｽﾗﾑ教ｶﾘﾌ制の一部)
643年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾞｳｨｾ王｢ｷｭﾈｲﾙｽ｣
643年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾞｳｨｾ王｢Cenwealh Cynegilses sunu｣(1期目~645年)
643年1月8日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|皇極1年12月13日|皇極はこの日に豊浦宮から小墾田宮に移る
643年1月26日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･宝蔵王2年1月|高句麗､使臣を唐に遣わして朝貢
643年1月26日-09:00|韓国/中国|  ||新羅･仁平10年1月|新羅､使臣を唐に遣わして方物を献上
643年1月26日-09:00|韓国/中国|  ||百済･義慈王3年1月|百済､使臣を唐に遣わして朝貢
643年2月11日-08:00|中国|  ||唐･貞觀17年1月17日|代州都督の劉蘭が反乱を計画し､処刑
643年3月31日-08:00|中国|  ||唐･貞觀17年3月6日|斉王李祐がそむき､李世勣がこれを討った
643年5月14日-09:00|日本/韓国|  ||百済･義慈王3年4月21日|翹岐弟王子､来朝/翹岐弟王子は百済王王子
643年5月21日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|皇極2年4月28日|皇極天皇が飛鳥板蓋宮に都を移す/新宮完成
  までの間､小墾田宮を仮宮として利用
643年6月8日-09:00|日本|  ||皇極2年5月16日|日本最古の｢月食記録｣(日本書紀)
643年6月22日-09:00|朝鮮/日本|  ||高句麗･宝蔵王2年6月|高麗使が来朝
643年6月22日-08:00|中国|  ||唐･貞觀17年6月1日|朔､日食があった
643年10月28日-09:00|日本|  ||皇極2年9月11日|<死去>吉備嶋皇祖母命(皇極天皇生母)
643年12月16日-09:00|日本|奈良県生駒郡斑鳩町|皇極2年11月1日|蘇我入鹿,山背大兄王らを斑鳩宮に襲う
643年12月26日-09:00|日本|奈良県生駒郡斑鳩町|皇極2年11月11日|<死去>茨田皇子(65歳)用明天皇の皇子.蘇我
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  入鹿らに攻められ､山背大兄王らと共に自害
643年12月26日-09:00|日本|奈良県生駒郡斑鳩町|皇極2年11月11日|<死去>山背大兄王(不明)聖徳太子の皇子.蘇
  我入鹿らに攻められ斑鳩寺で一族とともに自害
644年2月13日-09:00|日本|長野県長野市|皇極3年|皇極天皇,善光寺本堂創建<無宗派>
644年2月13日-09:00|韓国/朝鮮/中国|  ||百済･義慈王4年;新羅･仁平11年;高句麗･宝蔵王3年1月|新羅･高句麗･
  百済､使臣を唐に遣わして方物を献上
644年8月30日-08:00|中国/朝鮮|  ||唐･貞觀18年7月23日;高句麗･宝蔵王3年7月22日|営州都督の張倹が幽州･営
  州の兵と契丹･奚を率いて高麗を討伐した
644年9月17日-08:00|中国|  ||唐･貞觀18年8月11日|安西都護の郭孝恪が西州道行軍総管となり､焉耆を討伐し
  た
644年10月7日-09:00|韓国|  ||百済･義慈王4年;新羅･仁平11年9月|新羅王､金ﾕ信を大将軍に任じ､百済の7城を
  取る
644年10月26日-08:00|中国|  ||唐･貞觀18年9月21日|郭孝恪が焉耆と戦い､これを破った
644年11月3日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<死去>ｲｽﾗﾑ教第2代正統ｶﾘﾌ｢ｳﾏﾙ｣ﾒﾃﾞｨﾅで暗殺される(誕生581年)
644年11月5日-08:00|中国|  ||唐･貞觀18年10月1日|朔､日食があった
644年11月7日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ｲｽﾗﾑ教第3代正統ｶﾘﾌ｢ｳｽﾏｰﾝ｣(~06560617死去)
644年12月28日-08:00|中国/朝鮮|  ||唐･貞觀18年11月24日|唐･太宗が10万の兵を出し高句麗を攻撃(第1次高句
  麗遠征)
645年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢范鎮龍｣臣下のﾏﾊｰ･ﾏﾝﾄﾗﾃﾞｨｸﾙﾀに殺害された
645年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ﾊﾞﾄﾞﾚｰｼｭｳﾞｧﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ｣(~同年廃位)⇒｢ｲｼｬｰﾅｳﾞｧﾙﾏﾝ女王｣(~653年)
645年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||このころ､真臘が扶南を併合
645年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬｰﾙｷｱ朝国王｢Abhinavaditya｣(~646年)
645年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢Jayantavarman｣(~670年)
645年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<就任>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ｳﾞｧﾗｽﾞﾃｨﾛﾂ2世ﾊﾞｸﾞﾗﾄｩｰﾆ｣ｲﾗﾝの完全な崩壊後､ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝによって
  ｱﾙﾒﾆｱ公に指名された(~翌年､正式就任前に亡くなった)
645年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<設立>ﾆｳﾞｪﾙのﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄ会修道院(ｽﾃｨﾌﾄ･ﾆｳﾞｪﾙ)
645年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公国ｻﾚﾙﾉを取得
645年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｻｾｯｸｽ王｢Athelwealh｣(~685年死去)
645年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｹﾞｳｨｾをﾏｰｼｱが統治(~648年)
645年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏｰｼｱの介入によってｳｪｾｯｸｽからｻｳｽｻｸｿﾝ(ｻｾｯｸｽ)王国分離
645年1月21日-08:00|中国|  ||唐･貞觀18年12月18日|李思摩の部落が叛いた
645年2月2日-09:00|日本|奈良県桜井市|皇極3年|安倍倉梯麻呂,安倍文殊院創建<華厳宗>
645年2月2日-09:00|韓国|  ||新羅･仁平12年1月|新羅の蒋･金ﾕ信､百済より帰還するも百済の大軍がまた辺境を
  攻めたので､これを防ぐ
645年2月2日-09:00|韓国/中国|  ||新羅･仁平12年1月|新羅､唐に使臣を遣わして方物を献上
645年2月2日-09:00|韓国/中国|  ||百済･義慈王5年1月|百済､太子扶余康信を派遣して朝貢
645年2月2日-08:00|中国/韓国|  ||新羅･仁平12年1月1日|新羅､唐に遣使朝貢
645年2月26日-09:00|朝鮮/中国|  ||唐･貞觀19年1月25日|唐･太宗が再び高句麗攻撃を開始(第2次高句麗攻撃)
645年4月2日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･仁平12年3月|新羅･皇龍寺の9層の木塔が完成
645年4月2日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||高句麗･宝蔵王4年;唐･貞観19年3月|高句麗が安市城の戦いで唐に勝利
645年5月5日-09:00|朝鮮/中国|  ||唐･貞觀19年4月5日|営州都督の張倹､高句麗の建安城を陥落させる
645年5月26日-09:00|朝鮮/中国|  ||唐･貞觀19年4月26日|唐､高句麗の蓋牟城を抜く/また､平壌道行軍大摠管の
  張亮､海路から卑沙城を攻める
645年6月1日-09:00|朝鮮/中国|  ||唐･貞觀19年5月2日|平壌道行軍総管の程名振が沙卑城を落とした
645年6月16日-09:00|朝鮮/中国/韓国|  ||唐･貞觀19年5月17日|李世勣･太宗､高句麗の遼東城を抜き､この地を
  遼州とする/新羅､唐を助けて5万の兵を率い､高句麗の水口城を攻める/百済､隙に乗じて新羅の7城を奪回
645年6月27日-09:00|朝鮮/中国|  ||唐･貞觀19年5月28日|李世勣等は白巖城へ進軍し高麗軍を破った
645年6月29日-09:00|朝鮮/中国|  ||唐･貞觀19年6月1日|李世勣､進軍して高句麗の白巌城を攻め､白巌城､降伏
645年7月10日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|皇極4年6月12日|乙巳の変/蘇我入鹿が､中大兄皇子､中臣鎌足
  らにより宮中で暗殺される(大化の改新の始り)
645年7月11日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|皇極4年6月13日|<死去>大臣蘇我蝦夷､甘檀岡の自邸で自害/
  蘇我本宗家滅びる
645年7月12日-09:00|日本|  ||皇極4年6月14日|<譲位>第35代｢皇極天皇｣
645年7月12日-09:00|日本|  ||皇極4年6月14日|<即位>第36代｢孝徳天皇｣(~06541010)
645年7月12日-09:00|日本|  ||皇極4年6月14日|中臣鎌足､内臣就任
645年7月17日-09:00|日本|  ||大化1年6月19日以降|常陸国(常州)我姫国から分立/現在の茨城県の大部分(西南
  部を除く)と､福島県から宮城県南部にまで至る辺境
645年7月17日-09:00|日本|  ||大化1年6月19日|初めて｢大化｣と元号をたてる
645年7月19日-09:00|朝鮮/中国|  ||唐･貞觀19年6月21日|安市城救援のため､高句麗の別将､高延壽･高恵真､援
  軍15万を率いて､唐軍に抵抗するも､これを大いに敗る
645年8月7日-09:00|韓国/朝鮮/中国|  ||高句麗･宝蔵王4年;百済･義慈王5年;新羅･仁平12年7月10日|高句麗･百
  済･新羅使ともに朝貢
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645年8月31日-09:00|日本|  ||大化1年8月5日|鐘匱の制/朝廷が､国民の直訴を受附ける投書箱を設置
645年8月31日-09:00|日本|  ||大化1年8月5日|良民と奴婢の子の別を定めた
645年9月-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<死去>薛延陀可汗｢真珠可汗｣
645年9月-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<即位>薛延陀可汗｢多弥可汗｣(~646年死去)
645年9月28日-09:00|日本|  ||大化1年9月3日|古人皇子が謀反を企んだ
645年10月7日-09:00|日本|奈良県吉野郡吉野町|大化1年9月12日|中大兄が吉野で出家した古人大兄王を謀反の
  罪で討つ
645年10月13日-09:00|朝鮮/中国|  ||唐･貞観19年;高句麗･宝蔵王4年9月18日|唐軍､安市城を攻め克たず､寒さ
  と兵糧不足のため退却
645年10月14日-09:00|日本|  ||大化1年9月19日|土地の貸借を禁止
645年10月26日-09:00|朝鮮/中国|  ||唐･貞観19年;高句麗･宝蔵王4年10月1日|唐軍､渤錯水を渡る際､風雪のた
  めに死ぬ者が続出
646年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<死去>薛延陀可汗｢多弥可汗｣
646年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<即位>薛延陀可汗｢伊特勿失可汗｣(~同年7月死去滅亡)
646年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬｰﾙｷｱ朝国王｢Chandraditya｣(~649年)
646年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<死去>ｱﾙﾒﾆｱのﾏﾙﾂﾊﾞﾝ｢ｳﾞｧﾗｽﾞﾃｨﾛﾂ2世ﾊﾞｸﾞﾗﾄｩｰﾆ｣
646年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公｢ｱｲｵｰﾈ1世｣
646年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公｢ﾛﾄﾞｱﾙﾄﾞ｣(~647年)
646年1月1日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|大化1年12月9日|孝徳天皇:都を難波長柄豊碕に移す
646年1月17日-08:00|中国|  ||唐･貞觀19年12月25日|薛延陀が夏州を寇すると､左領軍大将軍の執失思力がこれ
  を破った
646年1月22日-09:00|日本|京都府宇治市|大化2年|道登､宇治川に架橋
646年1月22日-08:00|中国|  ||唐･貞觀20年|<死去>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ｸﾞﾝｿﾝ･ｸﾞﾝﾂｪﾝ(共日共賛)｣落馬死
646年1月22日-08:00|中国|  ||唐･貞觀20年|<復位>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ｿﾝﾂｪﾝ･ｶﾞﾝﾎﾟ(松賛干布)｣(~649年死去)
646年1月22日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･宝蔵王5年1月|高句麗､朝貢
646年1月22日-09:00|日本|  ||大化2年1月1日|賀正の儀式終了時に孝徳天皇により国政大改革の詔勅が宣布さ
  れる(大化の改新発詔)
646年1月29日-08:00|中国|  ||唐･貞觀20年1月8日|夏州都督喬師望と右領軍大将軍執失思力等が薛延陀を撃ち､
  大勝利/多彌可汗は逃げた/回乞の酋長吐迷度が僕骨､同羅と共に多彌可汗を攻撃し多彌は大敗
646年3月7日-09:00|朝鮮/韓国/中国|  ||高句麗･宝蔵王5年;百済･義慈王6年;新羅･仁平13年2月15日|高句麗･百
  済･任那･新羅使来朝し､調賦を献ずる
646年4月12日-09:00|日本|  ||大化2年3月22日|｢薄葬令｣発布/大規模な墓の建設や家来等を殉死させることを
  禁止
646年4月17日-08:00|中国|  ||唐･貞觀20年3月27日|張亮が反乱を計画し､処刑された
646年4月21日-08:00|中国|  ||唐･貞觀20年閏3月1日|朔､日食があった
646年7月-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<死去>薛延陀可汗｢伊特勿失可汗｣滅亡
646年8月1日-08:00|中国|  ||唐･貞觀20年6月15日|校尉の宇文法が薛延陀の東境で薛延陀を撃破/多彌は阿史徳
  時健の部落へ逃げたが回乞はこれを攻めて多彌を殺した/薛延陀の余衆は真珠可汗の兄の子の咄摩支を立てて
  伊特勿失可汗としその故地へ帰った
646年9月6日-08:00|中国|  ||唐･貞觀20年7月21日|江夏王道宗の兵が薛延陀の阿波の達官数万を撃破
646年9月28日-09:00|日本|  ||大化2年8月14日|品部を廃止し､旧職を廃して百官を設け､官位を叙する方針を詔
  した
646年10月15日-09:00|日本/韓国|  ||大化2年9月|小徳高向黒麻呂(玄理)を新羅に派遣し､人質を貢進させ､任那
  調の貢進を廃止
646年10月15日-08:00|中国|  ||唐･貞観20年9月|薛延陀を滅ぼした
647年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｳﾞｧﾙﾀﾞﾅ朝君主｢ﾊﾙｼｬ･ｳﾞｧﾙﾀﾞﾅ｣王国瓦解する
647年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公｢ｸﾞﾘﾓｱﾙﾄﾞ1世｣(~662年)
647年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｶﾙﾀｺﾞが東ﾛｰﾏ帝国に反乱
647年2月10日-09:00|韓国|  ||新羅･仁平14年|この年､新羅が贍星台を築造
647年2月10日-09:00|日本|  ||大化3年|有位の人の出仕の礼法を定めた
647年2月10日-09:00|日本|新潟県新潟市|大化3年|越後国に渟足柵造営
647年2月17日-09:00|韓国|  ||新羅･仁平14年1月8日|<死去>新羅王｢善徳女王｣上大等の毘曇らの反乱で陣中に
  没
647年2月17日-09:00|韓国|  ||新羅･仁平14年1月8日|<即位>新羅王｢真徳女王｣(~654.3死去)
647年2月18日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･貞觀21年1月9日|回乞部を瀚海府､僕骨を金微府､多監葛を燕然府､抜野
  古を幽陵府､同羅を亀林賦､思結を盧山府､渾を皋蘭州､解薛を高闕州､奚結を鶏鹿州､阿跌を鶏田州､契必を楡渓
  州､思結別部をﾀｲ林州､白習をｼﾝ顔州とした
647年2月24日-09:00|日本/朝鮮/韓国|  ||大化3年;高句麗･宝蔵王6年;新羅･仁平14年1月15日|高句麗･新羅使来
  朝して調賦を貢する
647年2月26日-09:00|韓国|  ||新羅･仁平14年1月17日|新羅で乱を鎮圧して毘曇ら20余名を誅殺
647年3月20日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･貞觀21年2月9日|鉄勤諸部が唐に降服､唐は燕然都護府(のちに安北都
  護府)を置きﾓﾝｺﾞﾘｱを支配
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647年4月10日-09:00|日本|  ||大化3年3月|七色十三階の冠位を制定
647年4月11日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||唐･貞觀21年3月2日|唐がみたび高句麗を攻撃(第3次高句麗遠征)
647年6月4日-09:00|日本|  ||大化3年4月26日|公地公民とする
647年7月2日-08:00|中国/朝鮮|  ||唐･貞觀21年5月25日|李世勣が南蘇･木底城を落とした
647年8月6日-09:00|韓国|  ||新羅･太和1年7月|新羅･第28代真徳女王が太和(-650年)と改元
647年8月16日-09:00|朝鮮/中国|  ||唐･貞觀21年7月11日|牛進達が高句麗の石城･積利城を陥落する
647年10月4日-08:00|中国|  ||唐･貞観21年9月|西域ｸﾁｬ王伐畳が卒し,弟の訶黎布失畢が立った
647年11月3日-09:00|韓国|  ||新羅･太和1年;百済･義慈王7年10月|百済､将軍の義直に命じて新羅の3城を攻め
  させる｡新羅の将軍金ﾕ信､これを破る/この時､ﾕ信の部下丕寧子とその子､挙真が戦死
647年11月29日-08:00|中国|  ||唐･貞觀21年10月27日|奴刺の啜匐俟友が､その部落万余人を率いて帰順
647年12月2日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･貞觀21年11月|突厥の車鼻可汗が使者を派遣して入貢
648年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｷﾌﾟﾛｽはｱﾗﾌﾞのｶﾘﾌによって占領された(ｼﾘｱ州属州となる)
648年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<設立>ﾏﾙﾒﾃﾞｨのﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄ会修道院
648年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<復位>ｹﾞｳｨｾ王｢ﾁｪﾝﾜﾙﾌ･Cynegilses sunu｣(2期目~674年死去)
648年1月26日-08:00|中国/朝鮮|  ||唐･貞觀21年12月26日|左驍衛大将軍の契?何力が崑丘道行軍大総管となり､
  三総管の兵を率いて亀茲を討伐
648年1月30日-09:00|日本|新潟県村上市|大化4年|越後国に磐舟柵造営
648年1月30日-08:00|中国/朝鮮|  ||高句麗･宝蔵王7年1月1日|高句麗､使臣を唐に遣わして朝貢
648年2月23日-08:00|中国/朝鮮|  ||唐･貞觀22年1月25日|左武衛大将軍の薛万徹が青丘道行軍大総管となり､高
  麗を討伐
648年3月29日-09:00|韓国|  ||新羅･太和2年;百済･義慈王8年3月|腰車城など10余城が陥落させられたが金?信
  の活躍で撃退
648年3月29日-09:00|韓国|  ||百済･義慈王8年3月|百済の将軍義直､新羅の腰車城など10城を取る
648年4月6日-08:00|中国|  ||唐･貞觀22年3月9日|瀚海都督倶羅勃部を二つに分け､燭龍州を設置
648年4月28日-09:00|韓国|  ||百済･義慈王8年4月|百済兵､玉門谷へ進軍/新羅の将軍金ﾕ信､これを迎え､破る
648年4月28日-09:00|日本|  ||大化4年4月1日|古い冠を廃した/左右大臣はなお古い冠をかぶった
648年5月4日-08:00|中国|  ||唐･貞觀22年4月7日|松州蛮が叛き､右武候将軍梁建方がこれを破った
648年5月11日-09:00|朝鮮/中国|  ||唐･貞觀22年4月14日|烏胡の鎮将古神感が兵を率いて海路から高麗を攻撃/
  高麗の歩騎五千と易山にて遭遇し破る/その夜､高麗兵萬余人が神感の船を襲撃したがこれも撃破
648年5月22日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･貞觀22年4月25日|賀魯はその余衆数千帳を率いて､唐へ帰順
648年7月22日-09:00|朝鮮/中国|  ||唐･貞觀22年6月27日|薛万徹が高麗と泊灼城で戦い､これを破った
648年8月24日-09:00|韓国|  ||新羅･太和3年;百済･義慈王9年8月|新羅軍に道薩城付近で大敗
648年8月24日-08:00|中国|  ||唐･貞觀22年8月1日|朔､日食があった
648年9月15日-08:00|中国|  ||唐･貞觀22年8月23日|執失思力が薛延陀の余部を金山で討伐
648年9月24日-08:00|中国|  ||唐･貞觀22年9月2日|崑丘道行軍大総管阿史那社爾が處月､處密を撃ち破った/多
  褐城でｸﾁｬ王訶利布失畢が拒戦､ｸﾁｬ軍は大敗/布失畢は都城へ逃げ込んだが､阿史那社爾がその城を抜く/布失
  畢は西へ逃げた
648年10月16日-08:00|中国|  ||唐･貞觀22年9月24日|眉･?･雅三州のﾘｮｳがそむき､茂州都督の張士貴がこれを討
  った
648年11月12日-08:00|中国|  ||唐･貞觀22年10月22日|阿史那社爾が亀茲と戦い､これを破った
648年12月13日-08:00|中国|  ||唐･貞観22年11月23日|契丹の地に唐によって松漠都督府が置かれる/窟哥､使持
  節十州諸軍事･左領軍将軍･松漠都督を拝し､無極県男に封じられ､唐･国姓李氏を賜われる
649年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｼﾘｱ総督ﾑｱｰｳｨｱがｷﾌﾟﾛｽを占領
649年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Ferchar mac Connaidh｣
649年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Dunchad mac Conain｣(~654年死去)
649年1月19日-08:00|中国|  ||唐･貞觀22年閏12月1日|社爾は撥換城を抜き布失畢と羯猟顛を捕らえられ､孝恪
  は戦死/旬余日後,那利は北ｸﾁｬの兵を率いて再び国都へ攻め寄せたが継叔が迎撃して大いに破る/阿史那社爾
  はｸﾁｬ王の弟の葉護を王に立てた
649年1月20日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾚｹｽｳｨﾝﾄ｣(~6720901死去)
649年2月17日-09:00|日本|  ||大化5年|このころ､道奥国を常陸国から分離して置く
649年2月17日-08:00|中国|  ||唐･貞觀23年|<死去>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ｿﾝﾂｪﾝ･ｶﾞﾝﾎﾟ(松賛干布)｣
649年2月17日-08:00|中国|  ||唐･貞觀23年|<即位>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ﾏﾝｿﾝ･ﾏﾝﾂｪﾝ(芒松芒賛)｣(~677年死去)
649年2月17日-09:00|韓国|  ||新羅･太和3年1月|新羅が唐･衣冠制採用
649年2月17日-08:00|中国|  ||唐･貞観23年1月|上は､右驍衞郎将高侃へ回乞､僕骨等の兵を徴発させて､これを
  攻撃させ､諸部落が相継いで降伏/抜悉密の吐屯肥羅察が降伏したので､その地へ新黎州を設置
649年2月22日-08:00|中国|  ||唐･貞觀23年1月6日|阿史那社爾が亀茲王を捕らえて献上
649年3月19日-09:00|日本|  ||大化5年2月|冠位十九階制定
649年3月19日-09:00|日本|  ||大化5年2月|高向玄理と釈僧旻に命じて､八省百官を置いた
649年3月29日-08:00|中国|  ||唐･貞觀23年2月11日|瑶池都督府を設置し､安西都護へ隷属させた
649年4月28日-08:00|中国|  ||唐･貞觀23年3月12日|豊州都督府を設置
649年5月10日-09:00|日本|  ||大化5年3月24日|蘇我日向が皇太子に蘇我石川麻呂を讒言/天皇が軍兵を起こし
  たため､石川麻呂は逃げた
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649年5月11日-09:00|日本|奈良県桜井市|大化5年3月25日|謀叛の疑いをかけられた右大臣蘇我石川麻呂が､中大
  兄皇子(天智天皇)に攻められ難波から大和へ脱出､氏寺である山田寺で自害
649年5月14日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第73代ﾛｰﾏ教皇｢ﾃｵﾄﾞﾙｽ1世｣
649年6月15日-09:00|日本/韓国|  ||大化5年;新羅･太和3年5月1日|小華下三輪色夫･大山上掃部角麻呂らを新羅
  に派遣
649年7月5日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第74代ﾛｰﾏ教皇｢ﾏﾙﾃｨﾇｽ1世｣(~06550916死去)
649年7月10日-08:00|中国|  ||唐･貞觀23年5月26日|<死去>唐第2代皇帝｢太宗李世民｣
649年7月15日-08:00|中国|  ||唐･貞觀23年6月1日|<即位>唐第3代皇帝｢高宗李治｣(~弘道元年12月4日(683年12
  月27日)死去)
649年9月12日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･太和3年;百済･義慈王9年8月|百済将軍殷相､新羅の石吐など7城を取
  る/新羅､金ﾕ信らを派遣し､道薩城にて百済を破る
649年9月12日-08:00|中国|  ||唐･貞観23年8月|癸酉､夜､地震が起こった/晋州が最も激しく､五千余人が死んだ
649年11月10日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･貞觀23年10月|突厥の諸部を州とする/新設された舎利等五州を雲中
  都督府に隷属させ､蘇農等六州を定襄都督府へ隷属させた
650年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬｰﾙｷｱ朝国王代理｢Vijaya-Bhattarika｣(~655年)
650年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｲﾍﾞﾘｱ公｢ｱﾀﾞﾙﾅｰｾﾞ2世｣(~684年)
650年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾄﾙｺ系のﾊｻﾞｰﾙ･ﾊﾝ国が黒海･ｶｽﾋﾟ海北部に成立
650年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||ｻﾄｳｷﾋﾞがﾒｿﾎﾟﾀﾐｱへ伝搬
650年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞｲﾌｪﾄﾞ王｢Cloten ap Nowy｣
650年1月2日-08:00|中国|  ||唐･貞觀23年11月24日|左翊衛郎将の高?が突厥を討伐
650年2月7日-09:00|韓国|  ||唐･永徽1年|新羅で唐･年号である永徽を用いることとなった
650年2月7日-08:00|中国|  ||唐･永徽1年1月1日|唐･高宗李治が永徽(-655年)と改元
650年3月22日-09:00|日本|  ||白雉1年2月15日|白雉に改元
650年5月6日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･永徽1年4月|新羅､貢調
650年7月4日-08:00|中国|  ||唐･永徽1年6月|高侃が突厥を攻撃して阿息山へ至った/車鼻可汗は捕らえられそ
  の民は全て降伏
650年9月16日-08:00|中国|  ||唐･永徽1年8月16日|高宗は布失畢をｸﾁｬ王に復位させる
650年10月4日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･永徽1年9月4日|高侃が車鼻可汗を捕らえた/その余衆は鬱督軍山へ住
  ませ､狼山都督府を設置して､これを統治させ突厥は全て唐の領土となった/単于､瀚海の二都護府を分置
651年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<死去>ｻｻｰﾝ朝第44代ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾔｽﾞﾃﾞｷﾞﾙﾄﾞ3世｣逃亡先ﾎﾗｰｻｰﾝで暗殺される
651年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻｻｰﾝ朝ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾍﾟｰﾛｰｽﾞ3世｣(~679年唐に亡命ｻｻﾝ朝滅亡)
651年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Farrukhzad｣(~665年死去)
651年-03:30|ｲﾗﾝ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ﾎﾗｻﾝとｻｶｽﾀﾝをｱﾗﾌﾞ･ｲｽﾗﾑ教が支配(ｲｽﾗﾑ教ｶﾘﾌ制の一部)
651年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾘｳｰﾘ領主｢ｱｺﾞ｣(~663年)
651年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<設立>ｽﾀｳﾞﾛ修道院
651年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱをﾏｰｼｱが統治(~653年)
651年1月2日-08:00|中国|  ||唐･永徽1年12月5日|ｴﾝ州のﾘｮｳが辺境を寇し､梓州都督の謝万歳がここに死んだ
651年1月27日-09:00|韓国|  ||新羅･真徳女王5年|新羅が執事部の設置と官制を整備し､中央集権化を図る
651年1月27日-09:00|日本|茨城県笠間市|白雉2年|笠間稲荷神社創建
651年1月27日-08:00|中国|  ||西突厥･沙鉢羅1年|<即位>西突厥第13代可汗｢沙鉢羅可汗(阿史那賀魯､ｲｼｭﾊﾞﾗｶｶﾞ
  ﾝ)｣曳歩利設射匱特勤の子(~657年)
651年1月27日-08:00|中国|  ||西突厥･沙鉢羅1年|<廃位>西突厥第12代可汗｢乙毘射匱可汗｣
651年1月27日-08:00|中国/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  ||唐･永徽2年|ｳﾏｲｱ朝から唐へ通商使節が派遣
651年2月16日-08:00|中国|  ||唐･永徽2年1月21日|瑤池都督の阿史那賀魯が叛いた
651年2月26日-09:00|韓国/中国|  ||白雉2年2月|新羅､波珍ｻﾝの金仁問を唐に遣わし朝貢
651年6月24日-09:00|韓国/日本|  ||百済･義慈王11年;新羅･永徽2年6月|百済･新羅使が調を貢ぎ､物を献上
651年8月7日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･永徽2年;西突厥･沙鉢羅1年7月16日|沙鉢羅可汗が庭州へ来寇し､金嶺城
  と蒲類県を攻め落とし､数千人を殺略
651年8月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｲﾗ王｢Oswine Osrices sunu(反乱側)｣殺害される
651年8月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞｲﾗ王｢Athelwald Oswaldes sunu｣共同統治者(~655.11死去)
651年9月8日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･永徽2年8月18日|白水蛮が辺境を寇し､左領軍将軍の趙孝祖が郎州道行
  軍総管となってこれを討伐
651年10月30日-08:00|中国|  ||唐･永徽2年閏9月11日|唐で､永徽律令格式が制定される
651年12月18日-09:00|韓国/中国|  ||百済･義慈王11年11月|百済､使臣を唐に遣わし､朝貢
651年12月18日-08:00|中国|  ||唐･永徽2年11月|この月､竇州･義州の蛮が辺境を寇し､桂州都督の劉伯英がこれ
  を破った/趙孝祖が白水蛮と羅ｺﾞ候山で戦い､これを破った
652年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Kassapa2世｣Aggabodhi3世の兄弟(~661年)
652年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||裏ｺｰｶｻｽ諸国にｱﾗﾌﾟ(ｻﾗｾﾝ)帝国支配確立する
652年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||3代目ｶﾘﾌのｳｽﾏｰﾝによって｢ｺｰﾗﾝ｣が成立
652年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｽｰﾀﾞﾝ|  |||ｴｼﾞﾌﾟﾄのｲｽﾗｰﾑ勢力とﾇﾋﾞｱのﾏｸﾘｱ国が停戦協定
652年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ﾛｰﾀﾘ｣
652年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾃｵﾃﾞﾗｯﾌﾟ｣
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652年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ﾛﾄﾞｱﾙﾄﾞ｣ﾛｰﾀﾘの子(~653年,愛人の夫により僅か即位半年で
  暗殺される)
652年2月8日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･永徽2年12月24日|處月の朱邪孤注が招慰使の単道恵を殺し､突厥の沙鉢
  羅と結託
652年2月14日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|白雉2年12月30日|孝徳天皇:難波長柄豊碕宮に移る
652年2月15日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･真徳女王6年|理方府(立法)を新設
652年2月15日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||唐･永徽3年1月1日|朔､吐谷渾､新羅､高麗､百済が使者を派遣して唐へ
  入貢
652年2月19日-08:00|中国|  ||唐･永徽3年1月5日|梁建方､契必何力等が牢山にて處月の朱邪孤注を大いに破り､
  孤注を生け捕った
652年5月14日-09:00|日本|  ||白雉3年4月|戸籍をつくり50戸を里とする
652年5月14日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･永徽3年;百済･義慈王12年4月|新羅･百済､遣使して調を貢ぎ､物を献
  じる
652年5月16日-08:00|中国|  ||唐･永徽3年4月3日|趙孝祖が白水蛮と戦い､これを破った
652年6月2日-09:00|日本|  ||白雉3年4月20日|<白雉3年難波の大洪水>(～28日)9日間にわたって連日雨が降り､
  (洪水によって)宅屋は損壊し､(ｲﾈの)田や苗は傷つけられた/人や牛馬の溺死多い
652年10月8日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|白雉3年9月|難波長柄豊崎宮完成
653年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ｳﾞｨｸﾗﾝﾀｳﾞｧﾙﾏﾝ1世｣(~686年死去)
653年-04:00|ﾛｼｱ/ｲﾗｸ|  |||ｱﾗﾌﾞ軍のﾊｻﾞｰﾙ国第一回遠征(～654)｡ｻﾗｾﾝ軍､撃破される
653年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ﾛﾄﾞｱﾙﾄﾞ｣愛人の夫により僅か即位半年で暗殺される
653年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｱﾘﾍﾟﾙﾄ1世｣ﾃｵﾃﾞﾘﾝﾀﾞの甥.ﾛｰﾀﾘ暗殺後にﾊﾞｲｴﾙﾝ人の支援でﾊ
  ﾞｳﾞｧﾘｱ朝を復古(~661年)
653年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｱｯﾄｰ｣(~663年死去)
653年-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||この頃､ﾊｳｻの初期国家形成
653年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｾｯｸｽ王｢ｼｹﾞﾍﾞﾙﾄ1世(ｼｹﾞﾍﾞﾙﾄ小王)｣
653年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｸﾄ王｢Talorcan mac Foith(Talorc3世)｣
653年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Anna Enan sunu｣(2期目~同年)⇒｢Athelhere Enan sunu｣(~06551
  115死去)､｢Athelwald Enan sunu｣(~664年死去)
653年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｴｾｯｸｽ王｢ｼｹﾞﾍﾞﾙﾄ2世(ｼｹﾞﾍﾞﾙﾄ良王)｣(~06600829死去)
653年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Talorcan mac Ainfrith(Talorgan1世)｣(~657年死去)
653年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾏｰｼｱ王｢ﾍﾟｰﾀﾞ･Pendan sunu｣共同統治(~06560417死去)
653年2月3日-09:00|日本|茨城県|白雉4年|朝廷が東国前線基地となる石城評を設置
653年2月3日-08:00|中国|  ||西突厥･沙鉢羅3年|<死去>西突厥可汗｢乙毘咄陸可汗(欲谷設､ｲﾋﾞﾙﾃｭﾙｸｶｶﾞﾝ)｣
653年2月3日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･永徽4年|眞珠葉護が沙鉢羅可汗と仲が悪くなり､五弩失畢と共に沙鉢羅
  を攻撃して､これを破る
653年3月6日-08:00|中国|  ||唐･永徽4年2月2日|ﾌ馬都尉の房遺愛と薛万徹･柴令武･高陽公主および巴陵公主が
  反乱を計画し､処刑された
653年6月12日-09:00|日本/中国|  ||白雉4年5月12日|第2回遣唐使を送った/一船の大使は吉士長丹､副使は吉士
  駒/別の一船の大使は高田根麻呂､副使は掃守小麻呂
653年7月1日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･永徽4年;百済･義慈王13年6月|百済､新羅の使い､調を貢し､物を献じる
653年7月30日-09:00|日本|鹿児島県|白雉4年7月|遣唐使高田根麻呂ら乗船の船が薩摩の曲･竹島間で遭難.5人の
  み助かる
653年8月29日-09:00|韓国/日本|  ||百済･義慈王13年8月|百済王､倭国と通好する
653年9月17日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<廃位>第74代ﾛｰﾏ教皇｢ﾏﾙﾃｨﾇｽ1世｣ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｰﾌﾞﾙへ連行され追放(~0655091
  6死去)
653年9月17日-08:00|中国|  ||唐･永徽4年8月20日|馮翊に十八個の隕石があった
653年9月30日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｷﾝﾀﾞｽｳｨﾝﾄ｣→ﾚｹｽｳｨﾝﾄの単独統治とな
  る(~672年)
653年10月12日-08:00|中国|  ||唐･永徽4年9月15日|夜､造反した章叔胤が衆を率いて桐廬を攻め陥した/造反し
  た碩眞は睦州及び於潜を攻め落とした
653年11月25日-08:00|中国|  ||唐･永徽4年10月30日|睦州の女子の陳碩真がそむき､ﾌﾞ州刺史の崔義玄がこれを
  討った
653年11月26日-09:00|韓国/中国|  ||新羅･永徽4年11月|新羅､唐に使臣を遣わし､金総布を献上
653年11月27日-08:00|中国|  ||唐･永徽4年11月2日|庚戌,義玄は房仁裕軍と合流し碩眞と叔胤を捕らえ斬った
654年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗｸ|  |||ｱﾗﾌﾞ軍､ｿｸﾞﾃﾞｨｱﾅ地方を略奪
654年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｱﾗﾌﾞによるﾛｰﾄﾞｽ占領(~654年)
654年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｷﾌﾟﾛｽはｱﾗﾌﾞ人(661年からｳﾏｲﾔ朝)ｶﾘﾌに占領される(~680年)
654年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||西ｺﾞｰﾄ王国ﾘﾍﾞﾙ法典が発布され､同時に属人法の廃止､すなわち人種によって法令の使
  い分けがなされなくなった
654年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Dunchad mac Conaing｣
654年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Athelhere｣Annaの兄弟(~6551115死去),｢Athelwold｣Annaの兄弟(
  ~664年死去)
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654年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｪﾝﾄ王｢Anthres ap Morcant｣(~663年)
654年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Conall mac Echdhaigh｣(~660年死去)
654年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Oswiu｣(~06700215)
654年1月24日-09:00|日本|埼玉県飯能市|白雉5年|高山不動尊(高貴山常楽院)開山
654年2月22日-09:00|日本/中国|  ||白雉5年2月|遣唐使を送った/押使は高向玄理､大使に河辺麻呂､副使に薬師
  恵日
654年3月24日-09:00|韓国|  ||新羅･永徽5年3月|<死去>新羅王｢真徳女王｣
654年3月24日-09:00|韓国|  ||新羅･武烈王1年3月|<即位>新羅王｢武烈王｣真骨の金春秋が推戴されて(~661.6陣
  中で病死)
654年5月22日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･武烈王1年5月|理法府格60余条を制定
654年8月10日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第75代ﾛｰﾏ教皇｢ｴｳｹﾞﾆｳｽ1世｣(~06570602死去)
654年9月10日-09:00|日本/韓国|  ||白雉5年7月24日|第2回遣唐大使吉士長丹ら百済･新羅･送使とともに筑紫に
  帰着
654年11月15日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||唐･永徽5年;高句麗･宝蔵王13年10月|高麗がその将安固へ高麗､靺鞨
  の兵を率いて契丹を攻撃させた/松漠都督李窟哥が防ぎ､新城にて高麗軍を大いに敗った
654年11月24日-09:00|日本|  ||白雉5年10月10日|<死去>第36代孝徳天皇/59歳(誕生(推古)4(596))これ以降元
  号の使用を中断
655年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬｰﾙｷｱ朝国王｢ｳﾞｨｸﾗﾏｰﾃﾞｨﾃｨﾔ1世｣(~680年)
655年-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｸﾘﾐｱの1部､ﾊｻﾞｰﾙ軍に占領される
655年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Paduspan1世｣(~694年)
655年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||東ﾛｰﾏ帝国が小ｱｼﾞｱ南岸のﾘｭｷｱ沖の海戦でｲｽﾗﾑ帝国に敗れる
655年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ﾈｳｽﾄﾘｱ･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾃﾞｨｱ王ｸﾛｳﾞｨｽ2世→<即位>ｸﾛﾀｰﾙ3世(~673年
  春)
655年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢Cadafael Cadomedd ap Cynfeddw｣
655年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾎﾟｲｽ王｢Manwgan ap Selyf｣
655年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢Cadwaladr Fendigaid ap Cadwallon｣(~682年死去)
655年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾎﾟｲｽ王｢Beli ab Eiludd｣(~656年死去)
655年2月12日-09:00|日本|  ||斉明1年|蝦夷と隼人が衆を率いて内属し､朝献
655年2月12日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･宝蔵王14年;百済･義慈王15年;新羅･武烈王2年1月|高句麗と百済､
  靺鞨が連合して新羅･北境を侵略し､三十三城を取った
655年2月14日-09:00|日本|  ||斉明1年1月3日|<再位>第37代｢斉明天皇｣(皇極天皇)板蓋宮で(~06610724)
655年2月14日-09:00|日本|  ||斉明1年1月3日|<就任>摂政:葛城皇子(~斉明天皇7年7月24日)斉明天皇の皇太子
655年4月6日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||唐･永徽6年2月25日|営州都督の程名振と左衛中郎将の蘇定方が高麗を
  討った
655年6月22日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||唐･永徽6年5月13日|営州都督程名振､左衞中郎将蘇定方が遼水で高麗
  軍を破り千余人を殺獲
655年6月23日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･永徽6年5月14日|右屯衞大将軍程知節を葱山道行軍大総管として､沙鉢
  羅可汗を討伐させた
655年9月6日-09:00|日本|  ||斉明1年8月1日|第3回遣唐大使河辺臣麻呂唐より帰る
655年9月16日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||74代ﾛｰﾏ教皇聖ﾏﾙﾃｨﾇｽ1世死去
655年10月6日-09:00|韓国|  ||新羅･武烈王2年9月|新羅の金ﾕ信､百済の刀比川城を攻め､これを破る
655年11月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞｲﾗ王｢Athelwald Oswaldes sunu｣
655年11月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Osweo Athelfrithes sunu｣(~06700215死去)､｢Ealhfrith Osw
  eowes sunu｣(~664年死去)
655年11月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾞｰﾆｼｱとﾃﾞｲﾗの統一(ﾉｰｻﾝﾌﾞﾘｱ王国)
655年11月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Athelhere Enan sunu｣
655年11月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｰｼｱ王｢ﾍﾟﾝﾀﾞ･Pybban sunu｣戦死
656年-03:00|ｲﾗｸ|  |||ｱﾘｰが第四代ｶﾘﾌ(在位～661)となる
656年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾎﾟｲｽ王｢Beli ab Eiludd｣
656年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾏｰｼｱ王｢ｵｽｳｨ｣(~658年)
656年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾟｲｽをﾏｰｼｱが占領(~717年)
656年1月2日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|斉明1年12月|飛鳥板蓋宮が火災にあったため､飛鳥川原宮に遷
  った
656年2月1日-09:00|日本|  ||斉明2年|飛鳥の岡本に宮を造りそこに遷って後飛鳥岡本宮と名付けた
656年2月1日-09:00|日本|京都府京都市東山区|斉明2年|八坂郷に牛頭天王が祀られ祇園社(八坂神社)創建
656年2月1日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ｱｳｽﾄﾗｼｱ王｢ｼｷﾞﾍﾞﾙﾄ
  3世｣
656年2月1日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ｱｳｽﾄﾗｼｱ王｢ﾋﾙﾃﾞﾍﾞﾙ
  ﾄ｣(~661年)
656年2月7日-08:00|中国|  ||唐･顯慶1年1月7日|唐･高宗李治が顕慶(-661年)と改元
656年4月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏｰｼｱはﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱに占領される(~658年)
656年4月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｰｼｱ王｢ﾍﾟｰﾀﾞ･Pendan sunu｣



0700迄(2145件)

656年6月17日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<死去>ｲｽﾗﾑ教第3代正統ｶﾘﾌ｢ｳｽﾏｰﾝ｣ﾒﾃﾞｨﾅの自宅で刺殺される/82歳(誕生5
  74年)
656年6月20日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ｲｽﾗﾑ教第4代正統ｶﾘﾌ｢ｱﾘｰ｣(~06610127死去)
656年7月27日-09:00|韓国/中国|  ||新羅･武烈王3年7月|新羅､文王を唐に派遣し､朝貢
656年9月2日-09:00|朝鮮/日本|  ||高句麗･宝蔵王15年8月8日|高麗国より使者来朝(大使:達沙以下81名)
656年9月3日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･顯慶1年8月9日|程知節が楡慕谷にて西突厥の沙鉢羅可汗の部の歌邏禄･
  處月と戦いこれを破った/副総管周智度が咽城にて突騎施､處木昆等を攻めて､これを抜き､三万の首級を挙げ
  る
656年9月24日-09:00|日本/朝鮮|  ||斉明2年;高句麗･栄留王39年9月|遣高麗大使膳臣葉積ら出発
656年10月15日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･顯慶1年9月22日|程知節が西突厥の沙鉢羅可汗と怛篤城で戦い､これ
  を破った
656年12月-03:00|ｲﾗｸ|  |||ﾗｸﾀﾞの戦い､ｱﾘｰがｱｰｲｼｬらのﾊﾞｽﾗ軍を破る
656年12月22日-09:00|朝鮮/中国|  ||斉明2年;高句麗･栄留王39年9月;高句麗･宝蔵王15年12月|高句麗､唐に使
  臣を遣わし､皇太子の冊立を祝賀する
656年12月22日-08:00|中国|  ||唐･顕慶1年12月|程知節は鷹婆川で西突厥を攻撃､西突厥は大敗
657年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ﾁｪﾝﾗ王｢ｼﾞｬﾔｳﾞｧﾙﾏﾝ1世｣(~681年)
657年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｸﾄ王｢Talorcan mac Ainfrith(Talorgan1世)｣
657年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Gartnaidh mac Domhnaill(Gartnait4世)｣(~663年死去)
657年3月11日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･顯慶2年閏1月21日|蘇定方は､金山の北にて､まず處木昆部を撃ち､大い
  にこれを破る/定方は唐兵と回乞万余人を率いて沙鉢羅を攻撃/沙鉢羅は大敗
657年6月2日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第75代ﾛｰﾏ教皇｢ｴｳｹﾞﾆｳｽ1世｣
657年7月26日-03:00|ｲﾗｸ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  ||旧暦6/11|第4代ｶﾘﾌのｱﾘｰが､ｼﾘｱ総督ﾑｱｰｳｨﾔとｼｯﾌｨｰﾝで戦う
657年7月30日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第76代ﾛｰﾏ教皇｢ｳｨﾀﾘｱﾇｽ｣(~06720127死去)
657年9月22日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･顯慶2年8月9日|西突厥の土地を二分して濠池と崑陵の二都護府を設置
658年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｳﾏｲﾔ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ初代ｱﾐｰﾙ:ｱﾐﾙ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙｱｽ(~664死去)
658年-01:00|ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||ｻﾓ王国崩壊
658年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Guret｣
658年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾀﾞｰﾏｯﾄ･ﾏｯｸ･ｱｴﾄﾞ･ｽﾚｲﾝ｣(~665年)､｢ﾌﾞﾗｽﾏｯｸ･ﾏｯｸ･ｱｴﾄﾞ･ｽﾚｲﾝ｣(~6
  65年)
658年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Alpin｣(~693年死去)
658年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾏｰｼｱ王｢ｳﾙﾌﾍﾚ･Pendan sunu｣(~675年死去)
658年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏｰｼｱがﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱの属国として復元(~679年)
658年1月12日-08:00|中国|  ||唐･顯慶2年12月3日|<廃位>西突厥第13代可汗｢沙鉢羅可汗(阿史那賀魯､ｲｼｭﾊﾞﾗｶｶ
  ﾞﾝ)｣蘇定方に金牙山で破れ捕らえられた/西突厥､滅亡
658年2月8日-09:00|日本|新潟県|斉明4年|越後国に都岐沙羅柵造営
658年3月4日-08:00|中国|  ||唐･顯慶3年1月25日|布失畢の子息素稽を立ててｸﾁｬ王とし､総督を兼任させた
658年3月4日-08:00|中国|  ||唐･顯慶3年1月25日|楊冑が亀茲の羯獵顛と泥師城で戦い､これを破った
658年5月8日-09:00|日本|  ||斉明4年4月|阿倍比羅夫が蝦夷に遠征/降伏した蝦夷の恩荷を渟代､津軽二郡の郡
  領に定めた
658年6月6日-09:00|日本|  ||斉明4年5月|<死去>建皇子(8歳)天智天皇の皇子
658年7月6日-09:00|朝鮮/中国|  ||唐･顕慶3年;高句麗･宝蔵王17年6月1日|営州都督兼東夷都護程名振､右領軍
  忠郎将薛仁貴が高麗の赤烽鎮を攻撃し抜く/高麗の大将豆方婁を派遣し拒戦､名振は契丹を以て迎撃し大いに
  破る
658年12月10日-09:00|日本|愛知県|斉明4年11月10日|有馬皇子の変に連座して､坂合部薬が尾張国に流された
658年12月11日-09:00|日本|和歌山県海南市|斉明4年11月11日|<死去>有間皇子(19歳)孝徳天皇の皇子.謀反を企
  てたとして紀伊･藤白坂で絞首刑/有間皇子の舎人の塩屋小戈(不明)､新田部米麻呂(不明)も斬首刑
659年3月29日-09:00|日本|  ||斉明5年3月|阿倍比羅夫が蝦夷を討つ
659年4月2日-08:00|中国|  ||唐･顯慶4年3月5日|西突厥の興昔亡可汗が真珠葉護(頡必達度設)と雙河にて戦い､
  真珠葉護を斬った
659年4月27日-09:00|韓国|  ||百済･義慈王19年4月|百済､新羅の独山･桐岑の2城を攻める
659年7月27日-09:00|日本|  ||斉明5年7月3日|坂合部石布､津守吉祥を第4回遣唐使として派遣
659年12月19日-08:00|中国/朝鮮|  ||唐･顕慶4年;高句麗･宝蔵王18年11月|高句麗､唐の薛仁貴と横山で戦い､敗
  れる
660年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾀﾞﾌﾞｲﾄﾞ朝｢Gil Gavbara｣
660年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾌﾞｲﾄﾞ朝｢Dabuya｣(~712年死去)
660年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ｱｽﾊﾟﾙﾌ汗､部民を引き連れﾄﾞﾅｳに移動する(ﾌﾞﾙｶﾞｰﾙ族)
660年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ﾌｪﾘｯｸｽ｣(~670年)
660年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Conall mac Echdhaigh｣
660年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Domangart mac Domhnaill brecc｣(~673年死去)
660年1月8日-08:00|中国|  ||唐･顯慶4年11月21日|阿史那賀魯の部の悉結闕俟斤都曼が辺境を寇したので､左驍
  衛大将軍の蘇定方が安撫大使となり､これを討伐
660年1月18日-08:00|中国/朝鮮|  ||唐･顕慶4年;高句麗･宝蔵王18年12月|右領軍中郎将節仁貴等が横山にて高
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  麗の将軍温沙門と戦い破った
660年4月16日-09:00|日本|  ||斉明6年3月|阿倍比羅夫比羅夫は渡島の蝦夷に助けを求められ粛慎を幣賄弁島ま
  で追って彼らと戦い､破った
660年4月25日-08:00|中国/韓国|  ||唐･顕慶5年;百済･義慈王20年3月10日|唐と新羅･連合軍が水陸13万の兵で
  百済を攻撃開始
660年6月14日-09:00|日本|  ||斉明6年5月|中大兄皇子が漏刻(水時計)をつくる
660年7月11日-08:00|中国|  ||唐･顯慶5年5月28日|定襄都督阿史那徳樞賓､左武候将軍延陀梯眞､居延州都督李
  合珠に叛奚を討伐させ,奚は降伏/樞賓等を沙磚道行軍総管とし､契丹を討伐,契丹の松漠都督阿卜固を捕らえ
  て東都へ送る
660年7月13日-09:00|韓国/中国|  ||百済･義慈王20年6月1日|百済義慈王は熊津城に逃亡､太子隆が降伏
660年7月13日-08:00|中国|  ||唐･顯慶5年6月1日|朔､日食があった
660年8月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｾｯｸｽ王｢ｼｹﾞﾍﾞﾙﾄ2世(ｼｹﾞﾍﾞﾙﾄ良王)｣
660年8月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｴｾｯｸｽ王｢Swithhelm Seaxbaldes sunu｣(~664年死去)
660年8月29日-09:00|韓国/中国|  ||百済･義慈王20年7月18日|唐･新羅軍が百済の王城に迫り､百済の義慈王､太
  子以下を率いて城を出て唐軍に降伏.百済滅亡
660年9月23日-08:00|中国|  ||唐･顯慶5年8月14日|左武衛大将軍の鄭仁泰が悉結･抜也固･僕骨･同羅と戦い､こ
  れを破った
660年10月5日-09:00|韓国|  |||百済残党が新羅軍から任存(現在の忠南礼山郡大興面)を防衛
660年11月1日-09:00|韓国/中国|  ||唐･顯慶5年9月23日|高宗､百濟に五都督府を設置
660年11月1日-09:00|韓国/中国|  ||唐･顯慶5年9月23日|百濟の残兵､泗ﾋﾞ城で反乱/これに呼応し､叛いたもの
  は20余城に達する
660年11月25日-09:00|韓国|  ||新羅･武烈王7年;百済･義慈王20年10月18日|新羅軍金法敏らの軍が尓礼城を陥
  落させて残りの20余城の百済残党軍もすべて降伏し百済旧地はいったん平定
660年12月7日-09:00|韓国|  ||新羅･武烈王7年10月30日|新羅軍が泗ﾋの南の山の百済駐屯軍を殲滅し､1500人を
  斬首
660年12月8日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･宝蔵王19年11月1日|高句麗､新羅の七重城を攻める/新羅の軍主､匹
  夫戦死する
660年12月8日-08:00|中国/韓国|  ||唐･顯慶5年11月1日|百済の義慈王､唐に到着後､数日で病死
660年12月14日-09:00|韓国|  ||新羅･武烈王7年11月7日|新羅王､王興寺岑城に攻め勝って700人を斬首
661年-07:00|ﾀｲ|  |||ﾀｲでﾊﾘﾌﾞﾝｼﾞｬﾔ王朝が創始
661年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Dappula1世｣Silimeghavannaの義理の息子(~664年)
661年-04:00|ｵﾏｰﾝ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｵﾏｰﾝはｳﾏｲﾔ朝の一部(~749年)
661年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王(ﾊﾞｳﾞｧﾘｱ朝)｢ｱﾘﾍﾟﾙﾄ1世｣
661年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ｱｳｽﾄﾗｼｱ王ﾋﾙﾃﾞﾍﾞﾙﾄ→ﾈｳｽﾄ
  ﾘｱ･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾃﾞｨｱ王ｸﾛﾀｰﾙ3世が領土継承
661年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ﾍﾞﾙﾀﾘｰﾄﾞ｣｢ｺﾞﾃﾞﾍﾞﾙﾄ｣ｱﾘﾍﾟﾙﾄ1世の子(~662年王位を巡る兄
  弟争いの末にｺﾞﾃﾞﾍﾞﾙﾄは暗殺され､ﾍﾞﾙﾀﾘｰﾄﾞも追放された)
661年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ﾊﾞｼﾙ｣(~666年)
661年1月21日-08:00|中国|  ||唐･顯慶5年12月16日|阿史徳枢賓が奚･契丹と戦い､これを破った
661年1月21日-08:00|中国/朝鮮|  ||唐･顯慶5年12月16日|左驍衛大将軍の契ﾋﾂ何力がﾊｲ江道行軍大総管となり､
  蘇定方が遼東道行軍大総管となり､左驍衛将軍の劉伯英が平壤道行軍大総管となり､高麗を討伐
661年1月27日-03:00|ｲﾗｸ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<死去>ｲｽﾗﾑ教第4代正統ｶﾘﾌ｢ｱﾘｰ｣ｸｰﾌｧでﾊﾜｰﾘｼﾞｭ派に殺される
661年2月5日-09:00|韓国|  ||唐･龍朔1年|<即位>百済王｢扶余豊璋｣(~6631013高句麗に逃亡)
661年2月26日-08:00|中国/朝鮮|  ||唐･顯慶6年1月22日|鴻臚卿の蕭嗣業が扶余道行軍総管となり､高麗を討伐
661年3月6日-09:00|韓国/中国|  |||百済の残賊(鬼室福信･僧道ﾁﾝ)､反乱し､泗ﾋﾞ城を攻め､倭国に質として滞在
  していた余豊璋を王となす/新羅王､救援のため､諸将を派遣/唐の高宗､劉仁軌を救将として派遣
661年4月5日-09:00|韓国/中国|  ||唐･龍朔1年3月|百済の鬼室福信ら､2つの柵を熊津江に立て､唐･新羅連合軍
  と戦うも､敗れる｡このため､泗ﾋﾞ城の包囲を解き､任存城に退いて守備を固める
661年4月5日-08:00|中国|  ||唐･龍朔1年3月1日|唐･高宗李治が龍朔(-663年)と改元
661年4月9日-09:00|韓国/中国|  ||唐･龍朔1年3月5日|泗ﾋﾞ城救援の将軍品日､麾下の軍を先発させ､豆良尹(伊)
  城の南で営地を調べさせる.百済人これを攻め､破る
661年4月16日-09:00|韓国|  ||新羅･武烈王8年3月12日|新羅軍､豆良尹城を攻めるも､1ヶ月6日経っても勝てず
661年5月19日-08:00|中国/朝鮮|  ||唐･龍朔1年;高句麗･宝蔵王20年4月16日|任雅相､契ﾋﾂ何力､蘇定方､蕭嗣業､
  程名振､ﾎｳ孝泰が高麗を討伐
661年5月22日-09:00|韓国|  ||新羅･武烈王8年4月19日|新羅軍､食糧が尽きたため､百済より引き返す｡還る途中
  ､下州軍は賓骨壌で百済軍と遭遇し敗退/上州軍は角山において百済軍と遭遇し､これを破る
661年6月2日-08:00|中国|  ||唐･龍朔1年4月30日|晦､日食があった
661年6月3日-09:00|日本/韓国|  ||斉明7年5月|耽羅が王子の阿波伎らを派遣して日本に対して初めて朝貢
661年6月11日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高句麗･宝蔵王20年5月9日|高句麗･靺鞨連合軍､新羅の述川城､次いで北漢
  山城をを攻めるも勝てず
661年6月11日-09:00|日本|福岡県朝倉市|斉明7年5月9日|朝倉橘広庭宮に遷った
661年7月2日-09:00|韓国|  ||新羅･文武王1年6月|<死去>新羅王｢武烈王｣陣中で病死
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661年7月2日-09:00|韓国|  ||新羅･文武王1年6月|<即位>新羅王｢文武王｣(~6810701死去)
661年8月9日-09:00|韓国|  ||新羅･文武王1年7月9日|新羅の将軍金ﾕ信､黄山の原に至り､百済軍を破る/新羅将
  軍官昌･百濟の将軍階伯ら､戦死/蘇定方は金仁問と共に伎伐浦にて百済軍を大破
661年8月24日-09:00|日本|  ||斉明7年7月24日|<死去>第37代｢斉明天皇｣(第35代皇極天皇)が朝倉宮で/68歳(誕
  生(推古)2(594))
661年8月24日-09:00|日本|  ||斉明7年7月24日|<称制>第38代｢天智天皇｣(中大兄皇子)(⇒天智7年1月3日即位)
661年8月31日-09:00|韓国/日本|  ||斉明7年8月|百済に救援として､前将軍として大華下阿曇比羅夫･小華下河
  辺百枝ら､後将軍に大華下阿倍比羅夫･大山上物部熊･大山上守大石らを任命して派遣｡また武器･食料なども送
  る
661年9月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<就任>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ﾑｱｰｳｨﾔ(1世)｣ｼﾘｱ総督(~06800418死去)
661年9月10日-09:00|朝鮮/中国|  ||唐･龍朔1年8月11日|唐の将軍蘇定方､高句麗軍をﾊｲ江で破り､馬邑山を奪っ
  て平壌城を包囲
661年9月29日-09:00|朝鮮/中国|  ||唐･龍朔1年9月|蓋蘇文の子男生､唐の将軍契ﾋﾂ何力軍に潰走/唐軍､撤退の
  詔により､還る
661年10月25日-09:00|朝鮮/韓国|  ||新羅･文武王1年9月27日|新羅王､金仁問･金ﾕ信らを率いて高句麗討伐のた
  めに進軍するも､百済の残賊が路を塞ぎ､前進できなかったがこれを破り降伏させる
661年11月8日-08:00|中国|  ||唐･龍朔1年10月11日|鄭仁泰､蕭嗣業､左驍衛大将軍の阿史那忠が鉄勒を討伐
662年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｺﾞﾃﾞﾍﾞﾙﾄ｣王位を巡る兄弟争いの末に暗殺される
662年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｸﾞﾘﾓｱﾙﾄﾞ｣諸公爵の一人.南部ｲﾀﾘｱを支配するﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公国
  を率いてﾍﾞﾙﾀﾘｰﾄﾞとｺﾞﾃﾞﾍﾞﾙﾄの内乱に介入､最終的に王位を簒奪(~671年死去)
662年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公｢ﾛﾑｱﾙﾄﾞ1世｣(~687年)
662年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<追放>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ﾍﾞﾙﾀﾘｰﾄﾞ｣
662年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ｸﾛﾀｰﾙ3世がｱｳｽﾄﾗｼｱを分割→<即
  位>ｱｳｽﾄﾗｼｱ王ｷﾙﾃﾞﾘｸ2世[ﾌﾗﾝｸ王ｸﾛﾀｰﾙ3世の弟](~675年)
662年1月25日-08:00|中国|  ||唐･龍朔2年|この年､右衛将軍の蘇海政が亀茲を討伐
662年1月25日-09:00|日本|  ||天智1年1月1日|朝廷が｢(天智)｣と改元
662年2月24日-09:00|韓国|  ||新羅･文武王2年2月|耽羅が新羅･文武王に来降し以後は新羅･属国となった
662年3月13日-09:00|朝鮮/中国|  ||高句麗･宝蔵王21年;唐･龍朔2年2月18日|左驍衞将軍白州刺史沃沮道総管龍
  孝泰が蛇水の上で高麗と戦い､敗北
662年3月25日-08:00|中国/日本/韓国/朝鮮|  ||天智1年;唐･龍朔2年;高句麗･宝蔵王21年3月|唐･新羅､高麗を討
  つ/軍将を派遣しこれを防がせる
662年3月25日-08:00|中国|  ||唐･龍朔2年3月1日|鄭仁泰が鉄勒と天山で戦い､これを破り平定
662年5月23日-09:00|日本/韓国|  ||天智1年;百済･豊璋1年5月|倭が朝鮮出兵の本隊を派遣し､豊璋帰国､豊璋は
  百済王に推戴された
662年7月19日-09:00|日本/韓国|  ||天智1年;百済･豊璋1年6月28日|百済､達率万智らを遣わし､調を進め物を献
  じる
662年8月19日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||唐･龍朔2年;百済･豊璋1年7月30日|熊津都督劉仁願､帯方州刺史劉仁
  軌が熊津にて百済を大破し眞見城を抜く
663年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/中国|  |||ﾗﾀﾞｯｸ国はﾁﾍﾞｯﾄの一部(~842年頃)
663年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｱｯﾄｰ｣
663年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾘｳｰﾘ領主｢ﾙﾌﾟｽ｣(~666年)
663年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾄﾗﾝｽﾓﾝﾄﾞ1世｣(~703年)
663年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｸﾄ王｢Gartnaidh mac Domhnaill(Gartnait4世)｣
663年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Ealdwulf｣Annaの甥(~713年死去)
663年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Drest mac Domhnaill(Drest6世｣(~672年)
663年2月13日-08:00|中国|  ||唐･龍朔3年1月|左武衞大将軍鄭仁泰が造反した鐵勒の余種を討ち悉く平定
663年3月16日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･文武王3年2月2日|新羅人が､百済南部の4州を焼き討ちし､徳安(ﾄｸｱﾝ)
  等の要地を奪取したが､避城と接近していたため､州柔に退去
663年4月13日-09:00|韓国/日本|  ||天智2年;新羅･文武王3年3月|上毛野稚子ら兵2万7千を率いて新羅を討つ
663年7月10日-08:00|中国|  ||唐･龍朔3年5月30日|柳州蛮が叛き､冀州都督長史の劉伯英が嶺南の兵をもってこ
  れを討伐
663年7月11日-09:00|韓国/日本|  ||天智2年;新羅･文武王3年6月|上毛野稚子､新羅の沙鼻･岐奴江の2城を奪取
663年7月11日-08:00|中国|  ||唐･龍朔3年6月|吐蕃は兵を発して吐谷渾を撃ち､大いにこれを破る
663年9月29日-08:00|中国|  ||唐･龍朔3年8月22日|彗星が左攝提に出現
663年10月5日-09:00|韓国/中国/日本/朝鮮|  ||唐･龍朔3年;天智2年8月28日|百済と日本水軍の連合軍が､唐･新
  羅･連合軍に白村江で大敗する(白村江の戦い)
663年10月13日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||唐･龍朔3年9月7日|百済州柔城唐に降る/百済王｢扶余豊璋｣は高麗へ
  逃げ､百済は悉く平定
663年11月26日-09:00|韓国/中国/朝鮮|  ||唐･龍朔3年10月21日|新羅と唐､仁存城を攻めるも勝てず/11月4日､
  兵を返す
664年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Dathopa Tissa2世｣Dathopa Tissa1世の甥(~673年)
664年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｱﾗﾌﾞ･ｲｽﾗﾑ軍がｲﾝﾀﾞｽ川流域のﾑﾙﾀｰﾝに侵攻
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664年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Khur-zad｣(~723年)
664年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｳﾏｲﾔ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第2代ｱﾐｰﾙ:ｳﾄﾊﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾋﾞ･ｻﾌﾔﾝ(~665死去)
664年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Athelwald Enan sunu｣
664年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｾｯｸｽ王｢Swithhelm Seaxbaldes sunu｣
664年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Ealhfrith Osweowes sunu｣
664年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Ealdwulf Athelrices sunu｣(~713年死去)
664年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｴｾｯｸｽ王｢Sigehere Sigebeorhtes sunu｣(~683年死去)､｢Saebbi Sigebeorhtes s
  unu｣(~694年譲位)
664年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Ecgfrith Osweowes sunu｣共同統治者(~06700215)
664年1月26日-08:00|中国/日本/韓国/朝鮮|  ||唐･龍朔3年12月23日|安西都護の高賢が行軍総管となり､弓月を
  討伐
664年2月2日-09:00|日本|  ||天智3年|対馬,壱岐,筑紫に防人狼煙を置き,太宰府防衛のための水城を築く
664年2月2日-08:00|中国|  ||唐･麟德1年1月1日|唐･高宗李治が麟徳(-665年)と改元
664年3月7日-08:00|中国|  ||唐･麟徳1年2月5日|<死去>玄奘/63歳(誕生:0602)西遊記の三蔵法師のﾓﾃﾞﾙで中国
  に膨大な仏典をもたらした
664年3月11日-09:00|日本|  ||天智3年2月9日|26階の新しい冠位を制定(甲子の改革令)
664年4月2日-09:00|日本|  ||天智3年3月|京北に星隕あり
664年4月2日-09:00|韓国/中国|  ||唐･麟德1年3月|百済の残兵､泗ﾋﾞ山城に拠って叛乱.熊津都督､兵を発しこれ
  を破る
664年6月29日-09:00|日本|  ||天智3年6月|<死去>糠手姫皇女(不明)敏達天皇の皇女､押坂彦人大兄皇子の妃
664年7月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾄ王｢Eorcenberht Eadbaldes sunu｣
664年7月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Ecgberht Eorcenberhtes sunu(Ecgberht1世)｣(~06730704死去)､
  摂政｢Seaxburh｣(~699年死去)
664年7月29日-09:00|朝鮮/中国|  ||唐･麟德1年7月|新羅､(熊津)府城の兵とともに高句麗の突沙城を攻略
664年10月25日-08:00|中国/日本|  ||天智3年10月1日|中臣鎌足､沙門智祥物を遣わし郭務ｿｳに賜物す
665年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Farrukhzad｣
665年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Valash｣(~673年殺される)
665年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>大ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ･ﾊｰﾝ｢ｸﾌﾞﾗﾄ｣
665年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｳﾏｲﾔ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第3代ｱﾐｰﾙ:ｳﾄﾊﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾐｰﾙ(~667廃任)
665年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>大ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ･ﾊｰﾝ｢ﾊﾞﾄﾊﾞﾔﾝ｣(~668年)
665年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ｾﾞｸﾅｯﾊ･ﾏｯｸ･ﾌﾞﾗｽﾏｲｸ｣(~671年)
665年1月22日-08:00|中国|  ||唐･麟德2年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢伏闍雄｣(~690年)
665年1月22日-08:00|中国|  ||唐･麟德2年春|疏勒･弓月･吐蕃が于ﾛｳを攻め､西州都督の崔智弁と左武衛将軍の
  曹継叔がこれを救援
665年2月20日-09:00|日本|滋賀県|天智4年2月|百済･男女4百余人を近江国神前郡に置く
665年3月16日-09:00|日本|  ||天智4年2月25日|<死去>間人皇女(不明)孝徳天皇の皇后.斉明天皇陵に合葬
665年4月21日-08:00|中国|  ||唐･麟德2年閏3月2日|日食があった
665年6月18日-09:00|日本/中国|  ||天智4年5月|坂合部連石積らを第5回遣唐使として派遣
665年6月19日-08:00|中国|  ||唐･麟徳2年5月|皇極暦を増損して麟徳暦を選定施行
665年9月15日-09:00|日本/韓国|  ||天智4年8月|耽羅が王子の始如らを日本に派遣して朝貢
665年11月3日-08:00|中国/日本|  ||天智4年9月20日|唐使の劉徳高らが来日し､日中国交が回復
665年11月13日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||唐･麟德2年10月|高句麗に唐･新羅両軍が侵攻を開始
666年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾘｳｰﾘ領主｢ｱﾙﾈﾌﾘﾄﾞ｣ﾙﾌﾟｽの子(~同年)⇒｢ｳｪｸﾀｰ｣(~678年)
666年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ﾃｵﾌｨﾗｸﾀｽ1世｣(~670年)
666年1月11日-08:00|中国/日本|  ||天智4年12月|唐からの使いが帰国するにあたり､守君大石らが唐に遣わさ
  れた(第5次遣唐使)
666年2月10日-08:00|中国|  ||吐谷渾･勒豆31年|<退位>吐谷渾第21代可汗｢烏地也抜勒豆可汗(諾曷ﾊﾂ)｣唐へ亡
  命
666年2月14日-08:00|中国|  ||唐･乾封1年1月5日|唐･高宗李治が乾封(-668年3月)と改元
666年2月20日-09:00|朝鮮/日本|  ||高句麗･宝蔵王25年1月11日|高句麗､前部能婁らを遣使して進調
666年7月2日-08:00|中国|  ||唐･乾封1年5月25日|乾封泉寶銭を鋳造
666年10月4日-08:00|中国/朝鮮|  ||唐･乾封1年;高句麗･宝蔵王25年9月|龍同善が高麗軍を大いに破った
666年11月3日-09:00|日本|  ||天智5年冬|百済･男女2千人を東国に置く
666年11月28日-09:00|朝鮮/日本|  ||高句麗･宝蔵王25年10月26日|高句麗､大使乙相奄鄒･副使達相遁･二位玄武
  若光らを遣使して進調
667年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｳﾏｲﾔ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第4代ｱﾐｰﾙ:ﾏｽﾗﾏ･ｲﾋﾞﾝ･ﾏｸﾊﾗﾄﾞ･ｱﾙｱﾝｻﾘ(~6820409死去)
667年1月17日-08:00|中国/朝鮮|  ||唐･乾封1年12月17日|唐が高句麗･内訌をついて高句麗遠征軍をおこす
667年1月18日-08:00|中国/朝鮮/韓国|  ||唐･乾封1年12月18日|唐､李勣を遼東行軍大総管として高句麗征討軍
  を派遣/高句麗の淵浄土､12城の民を率いて新羅に投降
667年1月30日-08:00|中国|  ||唐･乾封2年|この年､嶺南洞のﾘｮｳが瓊州を陥落させた
667年2月20日-08:00|中国|  ||唐･乾封2年1月22日|乾封泉寶銭を廃止
667年3月1日-09:00|日本|  ||天智6年2月|<死去>大田皇女(不明)天武天皇の妃､天智天皇の皇女
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667年4月17日-09:00|日本|滋賀県大津市|天智6年3月19日|中大兄皇子(後の天智天皇)が近江･大津京に遷都
667年7月27日-09:00|韓国/中国|  ||新羅･文武王7年7月|新羅､唐に汁恒世を派遣し､朝貢
667年8月6日-09:00|日本/韓国|  ||天智6年7月11日|耽羅が佐平の椽磨らを日本に派遣して朝貢
667年8月25日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||唐･乾封2年8月1日|朔､日食があった
667年10月6日-09:00|朝鮮/中国|  ||唐･乾封2年9月14日|李勣が高麗の新城を抜き､契必何力へ守らせた
667年11月21日-09:00|日本|  ||天智6年11月|大倭高安城･讃岐国屋嶋城･対馬国金田城を築く
667年11月21日-09:00|日本|  ||天智6年;唐･乾封2年11月|第5回遣唐使帰国
668年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗｳﾞｧ朝君主｢Mahendravarman2世｣(~672年)
668年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ｱｽﾊﾟﾙﾌ｣(~694年5月)
668年2月18日-08:00|中国/朝鮮|  ||唐･乾封3年1月|薛仁貴は高麗と戦ってこれを大いに破った
668年3月5日-09:00|日本|滋賀県大津市|天智7年1月17日|近江に崇福寺を建てる
668年4月14日-09:00|朝鮮/中国|  ||唐･乾封3年2月28日|李勣等は遂に扶餘城を抜いた/泉男建が扶餘城救援の
  ため派兵したが､薛賀水にて李勣等と合戦して大敗/李勣は大行城へ進軍し抜き鴨緑柵まで進軍し大勝利､辱夷
  城を抜く
668年4月22日-08:00|中国|  ||唐･總章1年3月6日|唐･高宗李治が総章(-670年)と改元
668年5月22日-09:00|日本/韓国|  ||天智7年4月6日|百済が､ﾏﾂｼﾌﾞ(末都師父)等を派遣し､調を献上(16日､帰国)
668年8月13日-09:00|日本/朝鮮|  ||天智7年7月|高句麗､越の路より遣使して進調/風浪高く帰国できず
668年8月28日-09:00|朝鮮/韓国|  |||新羅の文穎ら高句麗兵と蛇川之原で遭遇.対戦して大いに破った
668年9月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国共同皇帝(ﾍﾗｸﾚｲｵｽ朝)｢ｺﾝｽﾀﾝｽ2世｣重臣によって刺殺される
668年9月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国共同皇帝(ﾍﾗｸﾚｲｵｽ朝)｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ4世｣ｺﾝｽﾀﾝｽ2世の長男(~068509
  14死去)
668年10月22日-09:00|日本/韓国|  ||天智7年9月12日|新羅が､沙喙級伐ｷｭｳ(新羅の官位17等の六頭品･9位)のｺ
  金東巌等を派遣し､調を献上
668年10月31日-09:00|朝鮮/中国|  ||唐･總章1年;新羅･文武王8年;高句麗･宝蔵王27年9月21日|唐･新羅軍が高
  麗王高蔵を破り､これを捕らえ遂に高句麗が滅んだ
668年12月13日-09:00|日本/韓国|  ||天智7年11月5日|天智天皇が､新羅のｺﾄｳｹﾞﾝ等が帰国する際に､小山下の道
  守の臣麻呂･吉士の小鮪を､新羅に派遣
669年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Tarusbawa｣(~723年)
669年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｱﾗﾌﾞ軍がｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｰﾌﾞﾙを包囲
669年2月6日-09:00|日本/中国|  ||天智8年;唐･總章2年|第6回遣唐使(河内鯨)派遣
669年2月6日-09:00|日本|京都府京都市山科区|天智8年|藤原鎌足夫人の鏡王女,山階寺創建(→藤原京に移転･厩
  坂寺→平城京に移転･興福寺)
669年2月6日-09:00|日本|滋賀県|天智8年|この年百済･男女7百余人を近江蒲生郡に置く
669年3月8日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･文武王9年2月|高句麗王の庶子安勝､四千余戸を率いて新羅に投ずる
669年4月16日-09:00|日本/韓国|  ||天智8年3月11日|耽羅が王子の久麻伎らを送って日本に朝貢
669年6月4日-09:00|韓国/中国|  ||新羅･文武王9年5月|新羅､唐に祇珍山を派遣し､磁石を献上
669年7月4日-08:00|中国|  ||唐･總章2年6月1日|朔､日食があった
669年10月11日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･文武王9年9月11日|新羅が､沙ｻﾝ(六頭品･8位)のﾄｸｼﾞｭ(督儒)等を派
  遣し､調を献上
669年11月13日-09:00|日本|  ||天智8年10月15日|中臣鎌足に大織冠と大臣の位を授け､藤原の姓を与える
669年11月14日-09:00|日本|  ||天智8年10月16日|<死去>藤原鎌足/56歳(誕生:(推古)22(614))
669年11月29日-09:00|日本/中国|  ||天智8年11月|河内鯨が唐に派遣されている
669年11月29日-09:00|日本|  ||天智8年11月1日|日蝕
670年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗｳﾞｧ朝君主｢Paramesvaravarman1世｣(~695年)
670年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢ｱﾘｹｰｼｬﾘ･Maravarman Nindraseer Nedumaaran｣(~710年)
670年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ﾙｰ1世｣ｳﾞｧｽｺﾆｱ公(~676年)
670年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｺｽﾏｽ｣(~673年)
670年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ｲｽﾗﾑ勢力がﾁｭﾆｼﾞｱに軍営都市ｶｲﾗﾜｰﾝを建設
670年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞｲﾌｪﾄﾞ王｢Caten ap Cloten｣
670年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞｨｱﾗ王｢Alfwine｣兄弟のﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王Ecgfrithの副王(~679年戦死)
670年1月27日-08:00|中国|  ||唐･總章3年|<即位>報徳国王｢安勝｣(~683年)
670年1月27日-08:00|中国|  ||唐･咸亨1年|ﾁﾍﾞｯﾄ系の吐蕃王朝が侵入し､ﾎｰﾀﾝを含む唐の安西四鎮を征服/ﾎｰﾀﾝ
  は吐蕃王朝の属国となる(-673年)
670年2月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢ｵｽﾞｳｨ･Athelfrithes sunu｣
670年2月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Ecgfrith Osweowes sunu｣(~06850520戦死)､｢Alfwine Osw
  eowes sunu｣(~679年死去)
670年2月25日-09:00|日本|  ||天智9年2月|全国的に戸籍(庚午年籍)を作る
670年3月27日-08:00|中国|  ||唐･咸亨1年3月1日|唐･高宗李治が咸亨(-674年)と改元
670年4月25日-08:00|中国|  ||唐･咸亨1年4月|帝は安楽州を設置して､曷鉢を刺史とした
670年4月25日-08:00|中国|  ||唐･咸亨1年4月1日|安西四鎮を廃した
670年4月25日-08:00|中国|  ||唐･咸亨1年4月1日|吐蕃が亀茲の撥換城を陥落させた
670年4月28日-08:00|中国/朝鮮/韓国|  ||新羅･文武王10年4月4日|新羅の薛烏儒と高句麗の高延武とで､各兵1
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  万を率い鴨緑江を渡り靺鞨兵に対戦勝利/唐兵が続いて到ったため､軍を保白城に退く
670年5月3日-08:00|中国|  ||唐･咸亨1年4月9日|右威衞大将軍薛仁貴を邏婆道行軍大総管とし､左衞員外大将軍
  阿史那道眞､左衞将軍郭待封を副官として､吐蕃を討伐させたが､唐軍は大敗/吐谷渾の故地は全て吐蕃に併呑
  された
670年5月22日-08:00|中国/朝鮮|  ||唐･咸亨1年4月28日|高句麗の酋長鉗牟岑が謀叛､高蔵の外孫安舜を主とし
  辺境を寇すが､左監門大將軍高侃が東州道行軍総管となり､右領軍衛大将軍李謹行が燕山道行軍総管となり､こ
  れを討伐/安舜は鈕牟岑を殺し新羅に投降
670年5月24日-09:00|日本|奈良県生駒郡斑鳩町|天智9年4月30日|法隆寺が落雷により全焼
670年6月23日-08:00|中国|  ||唐･咸亨1年6月1日|朔､日食があった
670年7月23日-09:00|韓国|  ||新羅･文武王10年7月|新羅､百済の残党と戦いこれを破る
670年8月8日-08:00|中国|  ||唐･咸亨1年7月17日|薛仁貴が吐蕃と大非川で戦い､敗れた
670年9月20日-09:00|日本/韓国|  ||天智9年9月1日|天智天皇が､阿曇の連頬垂を新羅に派遣
670年11月2日-08:00|中国|  ||唐･咸亨1年閏9月14日|姜恪が涼州道行軍大総管となり､吐蕃を討伐
671年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||7世紀後半､ｽﾏﾄﾗ東部にｼｭﾘｰｳﾞｨｼﾞｬﾔ王国が興る
671年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｸﾞﾘﾓｱﾙﾄﾞ1世｣
671年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｶﾞﾘﾊﾞﾙﾄﾞ｣ｸﾞﾘﾓｱﾙﾄﾞの子(~同年,ﾌﾗﾝｸ王国に逃れていたﾍﾞﾙﾀ
  ﾘｰﾄﾞが帰還すると失脚)⇒<復位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ﾍﾞﾙﾀﾘｰﾄﾞ｣(~688年暗殺される)
671年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ｾﾝ･ﾌｧｴﾗﾄﾞ･ﾏｯｸ･ﾌﾞﾗｽﾏｲｸ｣(~675年)
671年1月16日-09:00|日本|  ||天智9年12月|国号を倭国から更新し日本とした/｢日の出る所に近いので､国名に
  した｣
671年2月15日-09:00|韓国/中国|  ||新羅･文武王11年1月|新羅軍､熊津で唐軍と戦う｡靺鞨兵が舌口城を囲むが､
  新羅軍300余人を斬殺/唐による百済救援を聞き､眞功らを派遣し甕浦を守らせる
671年2月19日-09:00|日本|  ||天智10年1月5日|大友皇子を太政大臣とする
671年2月20日-09:00|日本|  ||天智10年1月6日|冠位･法度のこと(近江令)を施行
671年2月23日-09:00|朝鮮/日本|  ||天智10年1月9日|高句麗､上部大相可婁を遣使して調を進める
671年4月7日-09:00|日本/韓国|  ||天智10年2月23日|百済が､ﾀﾞｲｸﾖｳｾﾞﾝ(台久用善)等を派遣し､調を献上
671年6月7日-09:00|日本|  ||天智10年4月25日|漏刻を新台に置き､初めて時を知らせる
671年6月13日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||唐･咸亨2年5月|新羅軍が石城で唐･軍と戦って5300を斬首し､2人の百
  済将軍と6人の唐･部隊長を捕虜に
671年7月12日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･文武王11年6月|新羅が､使者を派遣し､調を献上
671年7月12日-09:00|韓国/中国|  ||新羅･文武王11年6月|新羅､将軍竹旨らを派遣し百済の加林城を攻め､唐兵
  と石城で戦い斬首五千三百級｡百済将軍2人､唐果毅6人を捕える
671年7月26日-09:00|日本/韓国|  ||天智10年6月15日|百済が､ｹﾞｲｼﾝｼ(ｹﾞｲ真子)等を派遣し､調を献上/7･11帰国
671年8月11日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･文武王11年7月|新羅､泗ﾋ城を占領し､所夫里州を置く
671年8月11日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||唐･咸亨2年7月|左監門大将軍高侃が安市城にて高麗の残党を破った
671年9月4日-09:00|韓国/中国/日本|  ||新羅･文武王11年7月26日|ｿｳ管孫仁師､兵を領し､来りて府城を救う/新
  羅の兵馬､周留城下に至る/この時､倭国の船兵､来りて百済を助く/倭船1000艘が､停泊して白沙にいた.百済の
  精鋭の騎兵は､岸上で船を守護.新羅の勇猛な騎兵は､唐軍の先鋒となり､まず岸の陣地を撃破.周留城の兵士は
  ､気力喪失し､ついに降伏
671年11月12日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||新羅･文武王11年10月6日|新羅､唐の漕船70余艘を撃つ.郎将鉗耳大
  侯と士卒百余人とを捕える
671年11月13日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･文武王11年10月7日|新羅が､沙ｷｭｳのｺﾝﾏﾝﾓﾂ(金万物)等を派遣し､調
  を献上/12月17日､帰国
671年12月7日-08:00|中国|  ||唐･咸亨2年11月1日|朔､日食があった
672年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Bruide mac Bili(Bridei3世)｣(~693年死去)
672年1月6日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||唐･咸亨2年;新羅･文武王11年12月|高侃が白水山にて高麗の残党と戦
  い破る/新羅が派兵して高麗を救援したが､侃はこれを迎撃して破った
672年1月7日-09:00|日本|  ||天智10年12月3日|<死去>第38代｢天智天皇｣/46歳(誕生:(推古)34(626))
672年1月9日-09:00|日本|  ||天智10年12月5日|<即位>第39代｢弘文天皇｣(大友皇子~06720723)
672年1月27日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第76代ﾛｰﾏ教皇｢ｳｨﾀﾘｱﾇｽ｣
672年2月4日-09:00|韓国|  ||新羅･文武王12年1月|新羅､百済の古省城を攻め勝利
672年2月12日-08:00|中国|  ||唐･咸亨3年1月9日|姚州蛮が辺境を寇し､太子右衛副率の梁積寿が姚州道行軍総
  管となって､これを討伐
672年3月5日-09:00|韓国|  ||新羅･文武王12年2月|新羅､百済の加林城を攻めるも勝てず
672年4月11日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第77代ﾛｰﾏ教皇｢ｱﾃﾞｵﾀﾞﾄｩｽ2世｣(~06760617死去)
672年6月28日-09:00|朝鮮/日本|  ||弘文1年5月28日|高句麗､前部富加抃らを遣使して進調
672年7月24日-09:00|日本|  ||弘文1年6月24日|大海人皇子､吉野を発して東国に向かう(壬申の乱)
672年7月27日-09:00|日本|  ||弘文1年6月27日|尾張国守小子部さひちが二万の軍を率いて､大海人の側に加わ
  った
672年7月29日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|弘文1年6月29日|壬申の乱で大海人皇子側が飛鳥を制圧
672年7月30日-09:00|朝鮮/中国|  ||唐･咸亨3年7月1日|東州道総管の高侃､高麗余衆を安市城に破る
672年7月31日-09:00|日本|  ||弘文1年7月2日|<死去>山部王(不明)皇族.壬申の乱の際､蘇我果安･巨瀬人に殺害



0700迄(2145件)

  された
672年8月2日-09:00|日本|  ||弘文1年7月4日|<壬申の乱>衛我河での戦い:大海人皇子軍(坂本財)は高安城を大
  阪方面に下り､難波から攻めてきた壹伎史韓国を大将とする朝廷軍と衛我河で戦ったが味方の兵が少なく敗れ
  飛鳥に撤退;乃楽山の戦い:大海人皇子軍(大伴吹負)は奈良市の北にある乃楽山で大野君果安を将とする朝廷
  軍と戦ったが破れ,飛鳥から宇陀へ向かって敗走
672年8月3日-09:00|日本|  ||弘文1年7月5日|<壬申の乱>当麻の戦い:体勢を立て直した大海人皇子軍(大伴吹負
  )は壹伎史韓国を大将とする朝廷軍と当麻で戦って勝利し韓国は軍を離れて逃亡
672年8月4日-09:00|日本|  ||弘文1年7月6日|<壬申の乱>箸墓の戦い:箸墓の北で大海人皇子軍(大伴吹負,置始
  菟ら)が朝廷軍と戦って勝利し大和での戦いはこれで大海人皇子軍の勝利が決まった
672年8月20日-09:00|日本|  ||弘文1年7月22日|<壬申の乱>瀬田の合戦:瀬田で大海人皇子軍が近江朝廷軍に大
  勝;難波へ入った大海人皇子軍(大伴吹負)は朝廷軍と戦いここを制圧
672年8月21日-09:00|日本|  ||弘文1年7月23日|<死去>第39代｢弘文天皇｣壬申の乱で破れ自殺/25歳(誕生:大化4
  (648))
672年8月28日-09:00|朝鮮/中国/韓国|  ||唐･咸亨3年8月|高侃ら､韓始城･馬邑城を攻め勝利｡白水城付近に陣営
  を作る｡新羅軍､高句麗軍と共に反撃して斬首数千級｡高侃ら退却｡追って石門で戦い､新羅軍敗北
672年8月29日-09:00|日本|  ||弘文1年8月|左大臣蘇我赤兄､流罪となる
672年9月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾚｹｽｳｨﾝﾄ｣
672年9月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾜﾑﾊﾞ｣(~6801014退位)
672年10月8日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|弘文1年9月12日|大海人皇子､大津京から飛鳥古京へ還都/浄
  御原宮を造営
672年11月25日-08:00|中国|  ||唐･咸亨3年11月1日|朔､日食があった
672年12月25日-09:00|朝鮮/中国/韓国|  ||唐･咸亨3年12月|東州道行軍総管左監門大將軍高侃､高句麗餘衆と白
  水山にて戦い､これを大破｡新羅の救軍も橫水にて破る
673年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝君主｢Indra Bhattaraka｣(~7日間)⇒｢Vishnuvardhana2世｣(~682年)
673年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Aggabodhi4世｣Dathopa Tissaの弟(~689年)
673年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Valash｣殺される
673年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Surkhab1世｣(~717年死去)
673年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｱﾗﾌﾞによるﾛｰﾄﾞｽ占領(~679年)
673年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ1世｣(~677年)
673年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Domangart mac Domhnaill brecc｣
673年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Mael Duin mac Conaill｣(~689年死去)
673年3月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||春<死去>ﾈｳｽﾄﾘｱ･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾃﾞｨｱ王ｸﾛﾀｰﾙ3世→ｱｳｽﾄﾗｼｱ王
  ｷﾙﾃﾞﾘｸ2世が領土継承
673年3月20日-09:00|日本|  ||天武2年2月27日|<即位>第40代｢天武天皇｣(大海人皇子)飛鳥浄御原宮で(~068609
  09)
673年5月21日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||天武2年5月1日|天武天皇が官吏登用の法を制定
673年6月20日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||天武2年6月|耽羅が王子の久麻藝や都羅宇麻らを送って日本に朝貢
673年7月2日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||唐･咸亨4年閏5月13日|燕山道総管､右領軍大将軍李謹行が瓠ﾘｮ河の西
  にて､高麗の造反者を大いに破る
673年7月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾄ王｢Ecgberht Eorcenberhtes sunu(Ecgberht1世)｣
673年7月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｹﾝﾄをﾏｰｼｱが統治(~674年)
673年7月27日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･文武王13年閏6月8日|耽羅､王子久麻芸･都羅･宇麻らを遣使して来朝､
  朝貢
673年8月18日-09:00|日本|岐阜県不破郡関ヶ原町|天武2年7月|不破関を置く
673年8月18日-08:00|中国|  ||唐･咸亨4年7月|務州で大水が起こり､五千人が溺死
673年10月6日-09:00|韓国/日本/朝鮮|  ||新羅･文武王13年8月20日|高句麗使上部位頭大兄邯子･前部大兄碩干
  ら､新羅使韓奈末金利益に送られて筑紫に至り､朝貢
673年10月16日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･文武王13年9月|唐兵と靺鞨･契丹兵､新羅北辺を侵攻｡九戦して新羅
  勝利｡斬首二千余級
674年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼｬｲﾚﾝﾄﾞﾗ朝国王｢ｼﾏ女王｣(~703年)
674年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲﾝﾄﾞの東ﾁｬｰﾙｸﾔ朝がﾊﾟﾙﾗｳﾞｧ朝の首都を陥す
674年-02:00|ﾄﾙｺ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｲｽﾗﾑ軍がｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｰﾌﾟﾙを包囲し､攻撃を開始
674年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｪｾｯｸｽ王｢ｻｸｽﾌﾞﾙﾌ｣
674年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾞｳｨｾ王｢ﾁｪﾝﾜﾙﾌ･Cynegilses sunu｣
674年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｳｪｾｯｸｽ王｢ｴｼｭｳｨﾈ｣(~676年)
674年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｳｪｾｯｸｽ王｢ｻｸｽﾌﾞﾙﾌ｣ﾁｪﾝﾜﾙﾌの妻､夫の死後王位に(~674年死去)
674年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Hlothhere Eorcenberhtes sunu｣(~06850206死去)
674年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾞｳｨｾ王｢ｴｼｭｳｨﾈ･Cenfusing sunu｣(~676年死去)
674年2月12日-08:00|中国|  ||唐･咸亨5年|ﾎｰﾀﾝ王Fudu Xiongと一族がﾁﾍﾞｯﾄに反旗を翻すが失敗､中国に亡命
674年2月12日-08:00|中国/韓国|  ||唐･咸亨5年1月|新羅､唐･新暦法採用
674年3月13日-08:00|中国/韓国|  ||唐･咸亨5年2月|新羅が唐と対立し唐が出兵､武力抗争へ
674年4月12日-08:00|中国|  ||唐･咸亨5年3月1日|朔､日食があった
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674年4月17日-09:00|日本|  ||天武3年3月7日|対馬の国司が銀を献上する(国内産の銀の初め)
674年9月20日-08:00|中国|  ||唐･上元1年8月15日|中国唐･粛宗が上元(-676年11月)と改元/皇帝を天皇､皇后を
  天后と改称
675年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)ｷﾙﾃﾞﾘｸ2世→<即位>ﾈｳｽﾄﾘｱ
  ･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾃﾞｨｱ王ﾃｳﾃﾞﾘｸ3世(~691年),ｱｳｽﾄﾗｼｱ王ｸﾛｳﾞｨｽ3世(~676年)
675年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||ｱﾌﾞｰ･ｱﾙﾑﾊｰｼﾞﾙがﾄﾚﾑｾﾝを占領
675年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｰｼｱ王｢ｳﾙﾌﾍﾚ･Pendan sunu｣
675年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾌｨﾝｽｸﾈﾋﾄ･ﾌﾚﾀﾞｯﾊ･ﾏｯｸ･ﾄﾞｩﾝﾁｬﾀﾞ｣(~695年)
675年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾏｰｼｱ王｢ｴｾﾞﾙﾚｯﾄﾞ･Pendan sunu(ｴｾﾞﾙﾚｯﾄﾞ1世)｣(~704年死去)
675年2月1日-09:00|日本|石川県輪島市|天武4年|行基,諸嶽寺創建(→1321年總持寺)
675年2月5日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|天武4年1月5日|天武天皇が､天文を観察し､吉凶を占うために
  日本初の占星台を建設
675年2月22日-08:00|中国|  ||唐･上元2年1月22日|納州のﾘｮｳが辺境を寇した
675年3月2日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･文武王15年2月|新羅王子金忠元ら､送使金風那らと共に来朝し調を進
  める/8月25日帰国
675年3月2日-09:00|韓国/中国|  ||唐･上元2年2月|劉仁軌､新羅の民を七重城で大破｡李謹行､安東鎮撫大使とな
  り､新羅の買肖城を破る｡前後三戦して､新羅はいずれも敗北｡新羅は遣使入朝して伏罪し､方物を献ずる
675年3月16日-09:00|日本|  ||天武4年2月15日|諸氏に与えた部曲を廃止し王臣･諸寺に与えた山･島浦･林･池を
  収公
675年4月1日-09:00|日本/朝鮮|  ||天武4年3月|高句麗使大兄富干ら､来朝し朝貢
675年4月1日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･文武王15年3月|新羅が､級伐ｷｭｳ(級ｷｭｳ､六頭品･9位)のﾎﾞｸｺﾞﾝｼﾞｭ(朴勤
  修)･大奈末(五頭品･10位)のｺﾝﾐｶﾞ(金美賀)を派遣し､調を献上
675年5月8日-09:00|日本|  ||天武4年4月9日|諸国出挙･借貸の法を定める
675年8月3日-09:00|日本/韓国|  ||天武4年7月7日|天武天皇が､大使の小錦上の大伴の連国麻呂･副使の小錦下
  の三宅の吉士(渡来人の称号)入石を､新羅に派遣
675年9月25日-09:00|韓国/中国|  ||唐･上元2年9月|安北河沿いに関城を設け､また鉄関城を築く｡靺鞨が阿達城
  を劫掠し､城主素那戦死｡唐軍と契丹･靺鞨軍来攻して七重城を囲み勝てず｡小守の儒冬戦死｡靺鞨はまた赤木城
  を囲み滅ぼす｡県令脱起戦死｡唐兵はまた石城を囲みこれを抜く｡県令仙伯･悉毛等､戦死｡また新羅軍､唐軍と大
  小十八戦してみな勝つ
675年9月25日-09:00|韓国/中国|  ||唐･上元2年9月|唐将の薛仁貴､泉城に侵攻｡新羅の将軍文訓等迎え撃ってこ
  れに勝つ
675年10月23日-09:00|韓国/中国|  |||唐将の李謹行兵二十万を率いて買肖城に駐屯｡新羅軍､これを破る
676年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｱｳｽﾄﾗｼｱ王ｸﾛｳﾞｨｽ3世→<即位>ﾀﾞｺﾞﾍﾞﾙﾄ2世(~0679
  1223)
676年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾞｳｨｾ王｢ｴｼｭｳｨﾈ･Cenfusing sunu｣
676年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾞｳｨｾ王｢ﾁｪﾝﾄｳｨﾈ｣(~685年)
676年2月14日-09:00|日本|  ||天武5年1月25日|国司任命制度を制定
676年2月19日-09:00|韓国/中国/朝鮮|  ||唐･上元3年2月|新羅は百済人と高句麗人の協力を得て唐軍を撃破し
  、朝鮮半島のほぼ全域を統一/唐･勢力が朝鮮から撤退
676年2月24日-09:00|朝鮮/中国|  ||唐･上元3年2月|高句麗余民の叛乱により､安東都護府を遼東故城に移す
676年4月19日-08:00|中国|  ||唐･上元3年閏3月1日|吐蕃がｾﾞﾝ･廓･河･芳の四州を寇したので､左監門衛中郎将
  の令狐智通がこれを討伐
676年5月5日-08:00|中国|  ||唐･上元3年閏3月17日|周王李顕がﾄｳ河道行軍元帥となり､左衛大将軍の劉審礼ら
  十二総管を領して､相王李輪が涼州道行軍元帥となり､契ﾋﾂ何力らの軍を領して､吐蕃を討伐
676年6月3日-09:00|日本|  ||天武5年4月17日|鳥獣保護の最古の法律
676年6月17日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第77代ﾛｰﾏ教皇｢ｱﾃﾞｵﾀﾞﾄｩｽ2世｣
676年7月16日-09:00|日本|  ||天武5年6月|<死去>栗隈王(不明)皇族(敏達天皇の孫)
676年8月15日-09:00|朝鮮/中国|  ||唐･上元3年7月|唐軍､道臨城に来攻して之を抜き､県令の居尸知戦死
676年9月12日-08:00|中国|  ||唐･上元3年7月29日|吐蕃が疊州を寇した
676年10月13日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･文武王16年9月|新羅王金法敏､遣使して方物を献ずる
676年11月2日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第78代ﾛｰﾏ教皇｢ﾄﾞﾇｽ｣(~06780411死去)
676年11月13日-09:00|日本|  ||天武5年10月3日|神に新穀を捧げる相嘗祭を初めて挙行
676年11月20日-09:00|日本/韓国|  ||天武5年10月10日|天武天皇が､大使の大乙上の物部の連麻呂･小使の大乙
  中の山背の直百足を､新羅に派遣
676年12月11日-09:00|韓国/中国|  ||新羅･文武王16年11月|新羅､所夫里(百済の旧都泗ﾋﾞ)州の伎伐浦で唐軍と
  戦う/唐が､新羅に敗戦し､朝鮮半島から撤退
676年12月13日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･文武王16年11月3日|新羅が､沙ｷｭｳ(六頭品･8位)のｺﾝｼｮｳﾋﾞｮｳ(金清平
  )を派遣し､新羅の政治を報告､同時に､級伐ｷｭｳ(汲ｷｭｳ､六頭品･9位)のｺﾝｺｳﾇ(金好儒)･弟監大舎(四頭品･12位)
  のｺﾝｵﾝｷﾁ(金欽吉)等も派遣し､調を献上､その際に､奈末(五頭品･11位)のﾋﾁﾝﾅ(被珍奈)･奈末のｺｳﾌｸ(好福)が､
  筑紫まで送迎
676年12月18日-08:00|中国|  ||唐･儀鳳1年11月8日|唐･高宗李治が儀鳳(-679年)と改元
677年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢Warinus｣
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677年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｶｴｻﾘｳｽ1世｣(~684年)
677年1月2日-09:00|日本/朝鮮|  ||天武5年11月23日|高句麗が､大使の後部(北部)主簿のｱｳ･副使の前部(南部)
  大兄のﾄｸﾌを､大和政権に派遣･朝貢､新羅が､大奈末のｺﾝﾖｳｹﾞﾝを派遣し､高句麗の使者を､筑紫に送迎
677年2月8日-09:00|韓国|  ||唐･儀鳳2年|<即位>百済王｢扶余隆｣(~682年)
677年2月8日-08:00|中国|  ||唐･儀鳳2年|<死去>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ﾏﾝｿﾝ･ﾏﾝﾂｪﾝ(芒松芒賛)｣
677年2月8日-08:00|中国|  ||唐･儀鳳2年|<即位>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ﾃｨ･ﾄﾞｩｰｿﾝ(器弩悉弄)｣(~704年死去)
677年2月8日-08:00|中国|  ||唐･儀鳳2年|この年､西突厥と吐蕃が安西を寇した
677年3月9日-09:00|日本|京都府京都市北区|天武6年2月|天武天皇が賀茂別雷神社(上賀茂神社)社殿造営<賀茂
  別雷大神を祀る>
677年4月16日-08:00|中国|  ||唐･儀鳳2年3月9日|儀鳳令格式､成る
677年6月6日-08:00|中国|  ||唐･儀鳳2年5月|吐蕃が扶州を寇した
677年7月3日-09:00|日本|  ||天武6年5月28日|諸社の神税の処分法を定める
677年9月30日-09:00|日本/韓国|  ||天武6年8月28日|耽羅王子都羅､来朝し朝貢
677年10月8日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|天武6年9月7日|高市大寺を大官大寺と改める
678年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ帝国軍が｢ｷﾞﾘｼｱの炎｣を対ｲｽﾗﾑ戦で使用
678年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾘｳｰﾘ領主｢ﾗﾝﾀﾞｰ｣(~不詳)⇒｢ﾛﾄﾞｱﾙﾄﾞ｣(~694年死去)
678年1月25日-08:00|中国|  ||唐･儀鳳2年12月27日|関内･河東の猛士を募り､吐蕃を討伐させた
678年1月28日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･文武王18年|新羅･四天王寺が創建される
678年2月15日-08:00|中国|  ||唐･儀鳳3年1月19日|李敬玄がﾄｳ河道行軍大総管となり､吐蕃を討伐
678年2月22日-08:00|中国|  ||唐･儀鳳3年1月26日|使者を派遣して河南･河北の猛士を募り､吐蕃を討伐させた
678年4月11日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第78代ﾛｰﾏ教皇｢ﾄﾞﾇｽ｣
678年5月3日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|天武7年4月7日|<死去>十市皇女(26歳)弘文天皇の妃､天武天皇
  の皇女
678年6月27日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第79代ﾛｰﾏ教皇｢ｱｶﾞﾄ｣(~06810110死去)
678年9月22日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|天武7年9月|<死去>稚狭王(不明)皇族
678年10月3日-08:00|中国|  ||唐･儀鳳3年9月12日|李敬玄･劉審礼が吐蕃と青海で戦い､敗れ､劉審礼がここに死
  んだ
678年10月21日-09:00|日本|  ||天武7年10月|筑紫大地震､幅2丈､長3000余丈の亀裂生じ､家屋多数倒壊
678年11月15日-09:00|日本|  ||天武7年10月26日|文武官の位階が成績に従って上がる進階の制度が定められる
679年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾈﾊﾟｰﾗｰ王国ﾘｯﾁｬｳﾞｨ王朝｢ｼｳﾞｧ･ﾃﾞｰｳﾞｧ2世｣
679年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｻｻｰﾝ朝ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾅﾙｼｪﾌ｣
679年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<退位>ｻｻｰﾝ朝ｼｬｰﾊﾝｼｬｰ｢ﾍﾟｰﾛｰｽﾞ3世｣唐に亡命ｻｻﾝ朝滅亡
679年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾊｻﾞｰﾙ族がﾌﾞﾙｶﾞｰﾙ族を大破し､発展しはじめる｡ﾌﾞﾙｶﾞｰﾙ族は逃散し､ﾎﾞﾙｶﾞ･ﾌﾞﾙｶ
  ﾞｰﾙとﾄﾞﾅｳ･ﾌﾟﾙｶﾞｰﾙとなる
679年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｸﾆﾝﾊﾟｰﾄ｣共同支配(~700年)
679年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Alfwine Osweowes sunu｣
679年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Eadric Ecgberhtes sunu｣(~06860831死去)
679年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏｰｼｱが独立回復
679年1月18日-09:00|日本|  ||天武7年12月|<筑紫地震>筑紫国に大地震が起きて大地に幅6m,長さ10kmに及ぶ地
  割れが走った/村々の農家の多くが倒壊
679年1月21日-09:00|日本|奈良県桜井市|天武7年12月4日|山田寺の本尊･金銅丈六仏を鋳造(天武14(685)年3月2
  5日に仏眼を点じた)
679年2月16日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･文武王19年|新羅､東宮を創設
679年2月16日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||唐･儀鳳4年|唐が宗平(ﾊﾉｲ)に安南都護府を設置
679年3月18日-09:00|韓国/朝鮮/日本|  ||天武8年2月1日|高句麗が､上部大相のｶﾝﾌﾟ(桓父)･下部大相のｼｽﾞﾙ(師
  需婁)等を派遣し､調を献上､その際に､新羅が､奈末のｶﾝﾓﾂﾅ(甘勿那)を派遣し､高句麗の使者を筑紫まで送迎
679年4月24日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|天武8年3月9日|<死去>石川王(不明)皇族､吉備大宰
679年7月15日-08:00|中国|  ||唐･調露1年6月3日|唐･高宗李治が調露(-680年)と改元
679年7月15日-08:00|中国|  ||唐･調露1年6月3日|吏部侍郎の裴行倹が西突厥を討伐
679年8月28日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|天武8年7月17日|<死去>葛城王(不明)皇族
679年10月5日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|天武8年8月25日|<死去>大宅王(不明)皇族
679年10月14日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･調露1年9月5日|吏部侍郎の裴行倹が西突厥を破り､その可汗の都支を
  捕らえた
679年11月9日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･調露1年10月|突厥の温傅･奉職の二部が辺境を寇し､単于大都護府長史
  の蕭嗣業がこれを討伐
679年11月21日-09:00|日本|  ||天武8年10月13日|僧尼らの威儀･法服などを定める
679年11月25日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･文武王19年10月17日|新羅が､阿ｷｭｳ(六頭品･6位)のｺﾝｺｳﾅ(金項那)･
  沙ｷｭｳ(六頭品･8位)のｻﾁﾙｲｼｮｳ(薩ﾙｲ生)を派遣･朝貢､貢物多数
679年12月8日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|天武8年11月|難波宮に羅城を築く
679年12月8日-09:00|日本|奈良県生駒郡三郷町|天武8年11月|竜田山に関を置く
679年12月8日-09:00|日本|奈良県香芝市|天武8年11月|大坂山に関を置く
679年12月8日-09:00|日本|  ||天武8年11月1日|日蝕あり
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679年12月23日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｱｳｽﾄﾗｼｱ王ﾀﾞｺﾞﾍﾞﾙﾄ2世→ﾈｳｽﾄﾘｱ･ﾌﾞﾙｸﾞﾝ
  ﾃﾞｨｱ王ﾃｳﾃﾞﾘｸ3世が領土継承(全ﾌﾗﾝｸ人の王~06910412)
679年12月31日-09:00|日本/韓国|  ||天武8年11月23日|大乙下倭馬飼部連を大使に､小乙下上光父を小使に任じ
  ､多禰島に遣わす
680年-08:00|中国|  |||<即位>吐蕃国王ﾃｨﾃﾞ･ﾂｸﾞﾂｪﾝ(~743年)
680年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬｰﾙｷｱ朝国王｢ｳﾞｨﾅﾔｰﾃﾞｨﾃｨﾔ｣(~696年)
680年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<ｵﾝｸﾞﾛｽの戦い>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ｱｽﾊﾟﾙﾌ｣が東ﾛｰﾏ帝国ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ4世と闘い勝利
680年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||第三ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｰﾌﾟﾙ公会議､単意論弾劾
680年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||ｷﾌﾟﾛｽはﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ支配に戻る
680年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ﾃｵﾄﾞ｣(~07161211死去ﾃｵﾄﾞの息子間で公国は分割)
680年1月1日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<死去>ﾐﾌﾗﾆｰ朝(ｱﾙﾊﾞﾆｱ)大公｢Javanshir｣
680年1月1日-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<即位>ﾐﾌﾗﾆｰ朝(ｱﾙﾊﾞﾆｱ)大公｢Varaz-Tiridates1世｣(~705年)
680年1月4日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･調露1年11月27日|礼部尚書の裴行倹が定襄道行軍大総管となり､突厥を
  討伐
680年4月5日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･調露2年3月|裴行倹が突厥と黒山で戦い､これを破った
680年4月18日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ﾑｱｰｳｨﾔ(1世)｣
680年4月18日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ﾔｽﾞｨｰﾄﾞ1世｣(~06831111.36歳没)
680年5月14日-02:00|ﾄﾙｺ|  ||天武9年4月11日|橘寺焼ける
680年6月14日-09:00|朝鮮/日本|  ||天武9年5月13日|高句麗が､南部大使のﾓｳﾓﾝ(卯問)･西部大兄のｼｭﾝﾄｸ(俊徳)
  等を派遣･朝貢､その際に､新羅が､大奈末(五頭品･10位)のｺｳﾅ(考那)を派遣し､高句麗の使者を筑紫まで送迎
680年8月1日-09:00|日本|  ||天武9年7月|駿河国から伊豆国(豆州)(現在の静岡県の東部と､東京都の伊豆諸島)
  分立
680年8月1日-09:00|日本|三重県|天武9年7月|伊勢国から分かれて伊賀国(伊州)成立/現在の三重県西部の上野
  盆地一帯
680年8月6日-08:00|中国|  ||唐･調露2年7月7日|吐蕃が河源を寇した
680年8月8日-08:00|中国|  ||唐･調露2年7月9日|李敬玄が吐蕃と湟川で戦い､敗れた
680年8月23日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･調露2年7月24日|突厥の残党が雲州を包囲/代州都督竇懐折と右領軍中
  郎将程務挺が兵を率いてこれを撃破
680年8月25日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|天武9年7月26日|<死去>舎人王(不明)皇族
680年9月21日-08:00|中国|  ||唐･永隆1年8月23日|唐･高宗李治が永隆(-681年)と改元
680年10月10日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ﾏﾎﾒｯﾄの孫ﾌｻｲﾝが､ｲﾗｸ中部のｶﾙﾊﾞﾗｰの戦いでｳﾏｲﾔ朝の軍に包囲
  され敗死｡54歳(誕生:062601)
680年10月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<退位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ﾜﾑﾊﾞ｣
680年10月15日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｴﾙｳｨｸﾞ｣(~6871115死去)
680年10月24日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|天武9年9月27日|<死去>桑内王(不明)皇族
680年11月27日-08:00|中国|  ||唐･永隆1年11月1日|朔､日食があった
680年12月8日-09:00|日本|奈良県橿原市|天武9年11月12日|天武天皇,薬師寺創建(飛鳥→平城京に移転)<法相宗
  大本山>
680年12月20日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･文武王20年11月24日|新羅使沙ｻﾝ金若弼ら､来朝し調を進める
681年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ﾁｪﾝﾗ王｢ｼﾞｬﾔﾃﾞｳﾞｨ女王｣(~713年)
681年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾄﾞﾌﾞﾙｼﾞｬはﾌﾞﾙｶﾞﾘｱの一部(~968年)
681年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ｱｽﾊﾟﾙﾌ｣は東ﾛｰﾏ帝国のｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ4世と講和を結び､自治と植民
  を認められる
681年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾜﾗｷｱはﾌﾞﾙｶﾞﾘｱの一部(~900年以降)
681年1月10日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第79代ﾛｰﾏ教皇｢ｱｶﾞﾄ｣
681年1月29日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･永隆2年1月5日|突厥が原･慶の二州を寇した
681年2月16日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･永隆2年1月23日|裴行倹が定襄道行軍大総管となり､突厥を討伐
681年3月19日-09:00|日本|  ||斉明1年1月3日|<就任>摂政:草壁皇子(~朱鳥元年9月9日)天武天皇の皇太子
681年3月23日-09:00|日本|  ||天武10年2月29日|<死去>阿倍橘娘(阿倍夫人)(不明)阿倍内麻呂の娘､天智天皇の
  夫人
681年4月24日-09:00|日本|  ||天武10年4月2日|禁式九十二条を立て親王より庶民に至るまでの服色を定める
681年5月9日-09:00|朝鮮/日本|  ||天武10年4月17日|高句麗から外交使節が来朝/卯問が筑紫に来朝/5月26日､
  帰国
681年6月2日-09:00|日本|  ||天武10年5月11日|詔勅が出され､朝廷の女官に対する賄賂が禁止される
681年6月8日-08:00|中国|  ||唐･永隆2年5月17日|常州の人の劉龍子が反乱を計画し､処刑された大敗
681年6月9日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･永隆2年5月18日|曹懐舜と裨将竇義昭は前軍を率いて突厥を攻撃/唐軍
  は大敗
681年6月12日-08:00|中国|  ||唐･永隆2年5月21日|黒歯常之が吐蕃と良非川で戦い､これを破った
681年6月26日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･文武王21年6月5日|新羅から外交使節が来朝/若弼が筑紫に来朝/9月2
  0日､帰国
681年7月21日-09:00|韓国|  ||新羅･文武王21年7月1日|<死去>新羅王｢文武王｣
681年7月24日-09:00|日本/韓国/朝鮮|  ||天武10年7月4日|外交使節団を派遣/遣新羅使として､大使に采女竹羅
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  ､小使に当麻公楯を起用/遣高麗使(遣高句麗使)には､大使に佐伯広足､小使に小墾田麻呂が､それぞれ起用され
  た/9月3日に帰朝
681年7月27日-09:00|韓国|  ||新羅･文武王21年7月7日|<即位>新羅王｢神文王｣(~692.7死去)
681年9月11日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･永隆2年閏7月23日|裴行倹が突厥と戦い､これを破った
681年10月18日-09:00|日本|  ||天武10年9月|彗星現れる
681年11月15日-08:00|中国|  ||唐･開耀1年9月29日|唐･高宗李治が開耀(-682年)と改元
681年11月16日-08:00|中国|  ||唐･開耀1年9月29日|朔､日食があった
681年12月5日-09:00|日本/韓国|  ||天武10年;新羅･神文王1年10月20日|新羅から外交使節が来朝/金忠平と金
  壱世が来朝｡金･銀･銅･鉄･錦などが献上され､天武天皇･菟野皇后･草壁皇太子にも､別に金･銀･霞錦などが献上
  される/翌天武天皇11(682)年2月12日帰国
682年-08:00|中国|  |||<即位>突厥第二可汗国第1代可汗｢阿史那骨咄禄(ｸﾄｩﾙｸﾞ､ｲﾙﾃｨﾘｼｭｶｶﾞﾝ)｣(~690年頃)頡利
  可汗の疏属､唐から独立して東突厥を再興させる
682年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｼｭﾘｰｳﾞｨｼﾞｬﾔ王国(ｽﾏﾄﾗ島のﾊﾟﾚﾝﾊﾞﾝを中心に栄えた通商国家)周辺各地に遠征軍を派
  遣
682年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝君主｢Mangi Yuvaraja｣(~706年)
682年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢Cadwaladr Fendigaid ap Cadwallon｣
682年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢Idwal Iwrch ap Cadwaladr｣(~720年)
682年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||<即位>ﾃｨｶﾙ王｢ﾊｻｳ･ﾁｬﾝ･ｶｳｨｰﾙ1世｣(~734年)
682年2月13日-09:00|韓国|  ||新羅･神文王2年|新羅神文王､父文武王の遺志をつぎ､倭兵を鎮めるため東海の辺
  に感恩寺を創立し､文武王の遺骨を東海口の大石(大王岩)に納める
682年2月13日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||唐･開耀2年|東突厥･ｱｼﾅ･ｸﾄｩﾙｸがｲﾙﾃﾘｼｭ･ｶｶﾞﾝとして即位(～694年)
682年3月2日-09:00|日本|  ||天武11年1月18日|<死去>氷上大刀自(不明)天武天皇の夫人､藤原鎌足の娘
682年3月9日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｳﾏｲﾔ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第5代ｱﾐｰﾙ:ｻｲｰﾄﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ﾔｼﾞﾄﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙｶﾏ･ｱﾙｱﾃﾞｨ(~684年
  廃任)
682年4月2日-08:00|中国|  ||唐･永淳1年2月19日|唐･高宗李治が永淳(-683年)と改元
682年4月13日-09:00|日本|  ||天武11年3月|天武朝が｢新字｣44巻を作成
682年5月10日-09:00|日本|  ||天武11年3月28日|諸王臣の位冠を服するのをやめ､親王以下の封を収公
682年5月13日-08:00|中国|  ||唐･永淳1年4月1日|朔､日食があった
682年5月20日-08:00|中国|  ||唐･永淳1年4月8日|裴行倹が金牙道行軍大総管となり､三総管の兵を率いて突厥
  を討伐/安西副都護の王方翼が車薄･咽?と熱海で戦い､これを破った
682年6月3日-09:00|日本|  ||天武11年4月23日|男女結髪･乗馬の制を定める
682年7月10日-09:00|韓国/朝鮮|  ||唐･永淳1年6月|新羅･神文王が官僚を育成する機関として礼部の配下に国
  学をつくり感恩寺を創建
682年7月21日-09:00|日本|  ||天武11年6月12日|<死去>殖栗王(不明)皇族
682年8月17日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第80代ﾛｰﾏ教皇｢ﾚｵ2世｣(~06830703死去)
682年9月29日-09:00|日本|  ||天武11年8月22日|礼儀言語の制を定める
682年10月6日-08:00|中国|  ||唐･永淳1年9月|吐蕃が柘州を寇し､驍衛郎将の李孝逸がこれを討伐した
682年10月8日-09:00|日本|  ||天武11年9月2日|宮中での跪礼･匍匐礼を禁止､唐風の起立礼を用いる詔(宮廷礼
  儀規定)
683年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ﾁｭﾆｼﾞｱのｲｽﾗﾑ勢力がﾏｸﾞﾚﾌﾞに遠征開始
683年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｾｯｸｽ王｢Sigehere Sigebeorhtes sunu｣
683年3月15日-08:00|中国|  ||唐･永淳2年2月12日|突厥が定州へ来降/刺史の霍王元軌がこれを撃退
683年4月3日-09:00|日本|  ||天武12年3月2日|僧正･僧都･律師を任命し僧尼を統領させる
683年4月4日-08:00|中国|  ||唐･永淳2年3月2日|突厥が単于都護府を寇し､司馬の張行師がここに死んだ
683年5月16日-09:00|日本|  ||天武12年4月15日|銅銭を用いることとし銀銭を禁じた
683年5月28日-08:00|中国|  ||唐･永淳2年4月27日|綏州の部落の稽の白鉄余が辺境を寇し､右武衛将軍の程務挺
  がこれを破った
683年6月18日-08:00|中国|  ||唐･永淳2年5月18日|突厥の阿史那骨篤禄等が蔚州へ来寇/豊州都督崔智弁が朝那
  山にてこれと戦ったが敗れた
683年6月30日-08:00|中国|  ||唐･永淳2年6月|突厥が嵐州を寇掠したが偏将の楊玄基がこれを撃退
683年7月3日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第80代ﾛｰﾏ教皇｢ﾚｵ2世｣
683年7月5日-09:00|日本|  ||天武12年6月6日|<死去>高坂王(不明)皇族
683年8月26日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ﾊﾙﾗの戦いでｱﾌﾞﾄﾞｯﾗｰ軍がｳﾏｲｱ朝ｼﾘｱ軍に撃破される
683年9月10日-08:00|中国|  ||唐･永淳2年8月14日|黄河が氾濫し､河陽城が破壊された
683年11月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ﾒｯｶでｱｯｽﾞﾊﾞｲﾙがｶﾘﾌを称して反乱(第2次ｲｽﾗﾑ内乱)
683年11月11日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<死去>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ﾔｽﾞｨｰﾄﾞ1世｣36歳
683年11月11日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ﾑｱｰｳｨﾔ2世｣(~即位から約20日ほどで急死)
683年12月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ﾏﾙﾜｰﾝ1世｣(~06850507.62歳没)年)
683年12月6日-09:00|韓国/日本|  ||新羅･神文王3年11月13日|新羅使沙ｻﾝ金主山ら､来朝し調を進める
683年12月24日-08:00|中国|  ||唐･弘道1年12月|唐第3代皇帝｢高宗李治｣が弘道に改元(~683年)
683年12月27日-08:00|中国|  |||<死去>唐第3代皇帝｢高宗李治｣病死/56歳(誕生628年)
684年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶｰﾝﾁｰのｶｲﾗｰｻﾅｰﾀ寺､ﾏｰﾏｯﾗﾌﾞﾗﾑの海岸寺院の建立
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684年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ﾛｼｱ|  |||ﾊｻﾞｰﾙ軍､裏ｺｰｶｻｽに襲来する
684年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｲﾍﾞﾘｱ公｢ｸﾞｱﾗﾑ2世｣(~693年)
684年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｳﾏｲﾔ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第6代ｱﾐｰﾙ:ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙﾗｰﾏﾝ･ｲﾋﾞﾝ･ｳﾄﾊﾞ･ｱﾙﾌｨｰﾘ(~684年)
684年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｽﾃﾌｧﾝ1世｣(~687年)
684年1月3日-08:00|中国|  ||唐･弘道1年12月11日|<即位>唐第4代皇帝｢中宗李顕｣(~2月26日)
684年1月5日-09:00|日本|  ||天武12年12月13日|諸国の境界を定める
684年1月9日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|天武12年12月17日|複都制の詔を下し､難波宮再興
684年1月22日-08:00|中国|  ||唐･嗣聖1年1月1日|癸未､唐･中宗李顕が嗣聖と改元
684年2月26日-08:00|中国|  ||唐･文明1年2月6日|<廃位>唐第4代皇帝｢中宗李顕｣皇太后が百官を乾元殿に集め
  廃位を宣言
684年2月27日-08:00|中国|  ||唐･文明1年2月7日|<即位>唐第5代皇帝｢睿宗李旦｣(~690年10月16日)､文明と改元
684年5月9日-09:00|日本/韓国|  ||天武13年4月20日|天武天皇が､大使の小錦下の高向の臣麻呂･小使の小山下
  の都努の臣牛甘を､新羅に派遣
684年5月24日-09:00|日本|  ||天武13年閏4月5日|男女の衣服･結髪の制度を定める
684年6月26日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第81代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ2世｣(~06850508死去)
684年7月15日-09:00|日本/朝鮮|  ||天武13年5月28日|三輪引田難波麻呂を大使に､桑原人足を小使に任じ､高句
  麗に遣わす
684年8月31日-08:00|中国|  ||唐･文明1年7月16日|突厥が朔州を寇し､左武衛大将軍の程務挺がこれを破った
684年9月6日-08:00|中国|  ||唐･文明1年7月22日|彗星が西方に出現
684年9月7日-09:00|日本|  ||天武13年7月23日|ﾊﾚｰ彗星出現･西北の空に長さ一丈余
684年10月19日-08:00|中国|  ||唐･光宅1年9月6日|唐･睿宗李旦が光宅(-12月)と改元
684年11月11日-08:00|中国|  ||唐･光宅1年9月29日|李敬業は一州の兵で起兵し年号を嗣聖元年に戻した
684年11月13日-09:00|日本|  ||天武13年10月1日|諸氏の族姓を改め八色の姓(真人･朝臣･宿禰･忌寸･道師･臣･
  連･稲置)を定める
684年11月15日-09:00|日本/韓国|  ||天武13年10月3日|県犬養手繦を大使に､川原加尼を小使に任じ､耽羅に遣
  わす
684年11月15日-09:00|日本|  ||天武13年10月3日|諸国の境界を定める
684年11月26日-09:00|日本|  ||天武13年10月14日|白鳳南海地震/土佐その他南海･東海･西海地方で地震/山崩
  れ,河湧き,家屋社寺の倒潰,人畜の死傷多く,津波来襲して土佐の舟多数沈没
684年11月26日-08:00|中国|  ||唐･光宅1年10月14日|李敬業が潤州を落とした
684年12月12日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･神文王4年11月|報徳国の置かれた金馬渚で安勝の一族の将軍が反乱
  を起こしたため神文王は報徳国を滅ぼし新羅による半島の統一支配が完成
684年12月12日-09:00|日本|  ||天武13年11月1日|朝臣姓を大三輪君ら52氏に与える
684年12月24日-08:00|中国|  ||唐･光宅1年11月13日|右監門衛将軍の蘇孝祥が徐敬業と阿谿で戦い､ここに死ん
  だ
684年12月29日-08:00|中国|  ||唐･光宅1年11月18日|孝逸の攻撃で敬業は大敗/王那相が敬業､敬献及び駱賓王
  の首を斬り降伏/揚､潤､楚の三州は平定
685年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｳﾏｲﾔ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第7代ｱﾐｰﾙ:ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙｱｼﾞｽﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ﾏｰﾜﾝ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙﾊｶﾑ(~705年死去)
685年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻｾｯｸｽ王｢Athelwealh｣ｳｪｾｯｸｽ王ｷｬﾄﾞﾜﾗに殺される
685年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｻｸｿﾝ王｢ｷｬﾄﾞﾜﾗ･Cenbehrting sunu｣全ｻｸｿﾝの王権を宣言(~688年)
685年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｻｾｯｸｽ王代理｢Beorhthun｣公爵(~686年死去)､｢Andhun｣公爵(~686年)
685年1月1日-09:00|日本|  ||天武13年11月21日|流星が雨のように降った
685年1月3日-09:00|日本|  ||天武13年11月23日|再び流星が降った
685年1月12日-09:00|日本|  ||天武14年12月2日|宿禰姓を大伴連ら50氏に与える
685年2月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾄ王｢Hlothhere Eorcenberhtes sunu｣
685年2月9日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･神文王5年|この年､新羅･六停軍団が完成
685年2月9日-08:00|中国|  ||唐･垂拱1年1月1日|唐･睿宗李旦が垂拱(-688年)と改元
685年3月1日-09:00|日本|  ||天武14年1月21日|爵位号を改め諸王以下12階諸臣48階を定める
685年3月14日-09:00|日本|  ||天武14年2月4日|唐･百済･高麗人147人に爵位号を与える
685年4月8日-08:00|中国|  ||唐･垂拱1年2月29日|突厥が辺境を寇し､左玉鈐衛中郎将の淳于処平が陽曲道行軍
  総管となってこれを攻撃
685年4月9日-08:00|中国|  ||唐･垂拱1年3月|垂拱律令格式､公布
685年5月7日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ﾏﾙﾜｰﾝ1世｣62歳
685年5月7日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙﾏﾘｸ｣(~7051008死去)
685年5月8日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第81代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ2世｣
685年5月16日-08:00|中国|  ||唐･垂拱1年4月8日|淳于処平が兵を率いた唐軍が忻州にて突厥に敗北し､五千余
  人が戦死
685年5月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Ecgfrith Osweowes sunu｣戦死
685年5月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Ealdfrith Osweowes sunu｣(~07041214死去)
685年7月7日-08:00|中国|  ||唐･垂拱1年6月|同羅部､僕固部等の諸部が造反/左豹韜衛将軍･劉敬同を派遣し､河
  西の騎士を徴発して居延海からこれを討伐に出た/同羅部と僕固部等は皆､敗北して散った/同城へ安北都護府
  を設置
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685年7月23日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第82代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ5世｣(~06860802死去)
685年8月31日-09:00|日本|  ||天武14年7月26日|朝服の制を定める
685年9月14日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国共同皇帝(ﾍﾗｸﾚｲｵｽ朝)｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ4世｣
685年9月14日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国共同皇帝(ﾍﾗｸﾚｲｵｽ朝)｢ﾕｽﾃｨﾆｱﾉｽ2世ﾘﾉﾄﾒﾄｽ｣ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ4世の長男
  (~695年)
685年10月-03:00|ｲﾗｸ|  |||ｼｰｱ派のﾑﾌﾀｰﾙがｸｰﾌｧでｳﾏｲｱ朝に対して反乱(～687)
685年10月13日-09:00|日本|三重県伊勢市|天武14年9月10日|伊勢神宮式年遷宮制を定める
685年12月2日-08:00|中国|  ||唐･垂拱1年11月1日|韋待價が燕然道行軍大総管となり､突厥を攻撃
685年12月28日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･神文王5年11月27日|新羅使､波珍ｻﾝ(真骨/ｼﾞﾝｺﾞﾙ=父母とも王族･4位
  )のｺﾝﾁｼﾞｮｳ(金智祥)･大阿ｻﾝ(真骨･5位)のｺﾝｺﾞｸｸﾝ(金健勲)ら､来朝､国政を請願･調を献上/翌年5.29､帰国
686年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｼｭﾘｰｳﾞｨｼﾞｬﾔ王国(ｽﾏﾄﾗ島のﾊﾟﾚﾝﾊﾞﾝを中心に栄えた通商国家)ｼﾞｬﾜ島に遠征
686年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<死去>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ｳﾞｨｸﾗﾝﾀｳﾞｧﾙﾏﾝ1世｣
686年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ｳﾞｨｸﾗﾝﾀｳﾞｧﾙﾏﾝ2世｣(~731年死去)
686年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻｾｯｸｽ王代理｢Beorhthun｣公爵
686年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻｾｯｸｽをｳｪｾｯｸｽが統治(~688年)
686年1月30日-09:00|朝鮮|  ||唐･垂拱2年|<即位>小高句麗王｢高宝元｣建国(~699年)
686年1月30日-09:00|日本|滋賀県大津市|天武15年|大友与多王,園城寺(三井寺)創建<天台寺門宗総本山>
686年2月12日 09:00|日本|大阪府大阪市中央区|天武15年1月14日|<難波京(難波長柄豊碕宮)大火>大酉の時(18
  時ごろ)難波の宮の大蔵省の失火で宮室(宮城:天皇の住居や官庁の建物)がことごとく焼けた
686年2月28日-09:00|韓国/中国|  ||新羅･神文王6年2月|新羅､唐に遣使
686年2月28日-08:00|中国|  ||唐･垂拱2年2月1日|朔､日食があった
686年8月2日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第82代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ5世｣
686年8月14日-09:00|日本|  ||朱鳥1年7月20日|｢朱鳥｣と元号をたてる
686年8月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾄ王｢Eadric Ecgberhtes sunu｣
686年8月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Mul Cenbehrtes sunu｣(~687年殺害される)
686年8月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｹﾝﾄをｳｪｽﾄｻｸｿﾝ(ｳｪｾｯｸｽ)が統治(~687年)
686年9月23日-08:00|中国|  ||唐･垂拱2年9月|突厥軍が入寇/左鷹揚衛大将軍･黒歯常之がこれと拒戦,突厥軍は
  夜逃げし
686年10月1日-09:00|日本|  ||朱鳥1年9月9日|<死去>第40代｢天武天皇｣/56歳(誕生:(舒明)3(631))皇后野讃良
  皇女即位せずに政務を執る
686年10月21日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第83代ﾛｰﾏ教皇｢ｺﾉﾝ｣(~06870921死去)
686年10月24日-09:00|日本|  ||朱鳥1年10月2日|大津皇子が謀叛の疑いで皇太子･草壁皇子に捕えられる
686年10月25日-09:00|日本|  ||朱鳥1年10月3日|<死去>山辺皇女(24歳)大津皇子の妃.大津皇子処刑後に殉死
686年10月25日-09:00|日本|  ||朱鳥1年10月3日|<死去>大津皇子(24歳)天武天皇の皇子.謀反を企てたとして処
  刑
687年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ﾘ･ﾄｸ･ﾃｨｴﾝ(李嗣先)､ﾃﾞｨﾝ･ｷｴﾝ(丁建)の農民反乱
687年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公｢ﾛﾑｱﾙﾄﾞ1世｣
687年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ公｢ｺﾞｽﾞﾍﾞﾙﾄ1世｣(~689年)
687年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ﾎﾞﾈﾗｽ｣(~696年)
687年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公｢ｸﾞﾘﾓｱﾙﾄﾞ2世｣(~689年)
687年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｱｳｽﾄﾗｼｱのﾋﾟﾋﾟﾝ2世(中ﾋﾟﾋﾟﾝ)ﾃﾙﾄﾘの戦いでﾈｳｽﾄﾘｱの宮宰を破り全王国の宮宰となりﾌﾗﾝ
  ｸ王国を統一
687年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾄ王｢Mul Cenbehrtes sunu｣殺害される
687年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Swaefheard Saebban sun｣(~692年)
687年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｹﾝﾄをｲｰｽﾄｻｸｿﾝ(ｴｾｯｸｽ)が統治(~688年)
687年2月18日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･神文王7年|この年､新羅･九誓幢軍団が完成
687年3月8日-09:00|日本/韓国|  ||持統1年1月19日|皇后が､直広肆(諸臣48階の16位)の田中の朝臣法麻呂･追大
  弐(諸臣48階の35位)の守の君刈田等を､新羅に派遣し､天皇の死去を報告/翌年1月8日､帰国
687年3月28日-08:00|中国|  ||唐･垂拱3年2月10日|突厥の阿史那骨篤禄らが昌平へ来寇し､黒歯常之がこれを攻
  撃
687年4月18日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･神文王7年3月|新羅･郡県制が成立､文武官僚に田を給付
687年6月16日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･神文王7年5月|新羅､文武官僚田を給す
687年9月12日-08:00|中国|  ||唐･垂拱3年8月|骨篤禄､元珍が朔州へ来寇/燕然道大総管黒歯常之を派遣し黄花
  堆にて突厥を大いに破る
687年9月21日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第83代ﾛｰﾏ教皇｢ｺﾉﾝ｣
687年9月21日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>対立ﾛｰﾏ教皇｢ﾃｵﾄﾞﾙｽ｣(~06871215退位)｢ﾊﾟｽｶﾘｽ｣(~06871215退位)
687年10月2日-08:00|中国|  ||唐･垂拱3年8月21日|嶺南の俚戸の党類･李思慎らが造反し安南府城を攻め破り､
  劉延祐を殺した/桂州司馬の曹玄静が大唐兵を率いて李思慎らを討ち､これを斬って平定
687年10月29日-08:00|中国|  ||唐･垂拱3年9月18日|楊初成が郎将を自称し､州人を募って廬陵王を房州で迎え
  ようとしたが､果たせず､殺された
687年11月3日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･神文王7年9月23日|新羅が､王子のｺﾝｿｳﾘﾝ(金霜林)･級伐ｷｭｳ(級ｷｭｳ､新
  羅の官位17等の六頭品･9位)のｺﾝｻﾁﾓ(金薩慕)･級ｷｭｳのｺﾝﾆﾝｼﾞｭﾂ(金仁述)･大舎(四頭品･12位)のｿﾖｳｼﾝ(蘇陽信)
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  等を派遣し､国政を報告､調を献上､学問僧の智隆も同行して帰国/翌年2月29日､新羅のｺﾝｿｳﾘﾝ等が､帰国
687年11月15日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｴﾙｳｨｸﾞ｣
687年11月15日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｴｷﾞｶ｣(~702.11死去)
687年11月19日-08:00|中国|  ||唐･垂拱3年10月9日|右監門衛中郎将の爨宝璧が突厥と戦い､敗れた
687年12月15日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第84代ﾛｰﾏ教皇｢ｾﾙｷﾞｳｽ1世｣(~07010908死去)
687年12月15日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<退位>対立ﾛｰﾏ教皇｢ﾃｵﾄﾞﾙｽ｣｢ﾊﾟｽｶﾘｽ｣
688年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ﾍﾞﾙﾀﾘｰﾄﾞ｣暗殺される
688年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ対立王｢ｱﾗﾋｽ(ｱﾗｷﾞｼﾙ)｣諸公爵の一人/ﾊﾞｳﾞｧﾘｱ朝に反乱(~689年
  1月､短期間で征伐される)
688年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｳｪｾｯｸｽ王｢ｲﾈ･Cenraeding sunu｣建国(~726年)
688年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Oswyn｣(~691.7死去)
688年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｻｾｯｸｽ王｢Nothhelm(Nunna)｣王国回復
688年 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ﾓﾛｯｺはｳﾏｲﾔ朝の一部(~750年)
688年1月10日-08:00|中国|  ||唐･垂拱3年12月2日|韋待價が安息道行軍大総管となり､安西大都護の閻温古が副
  総管となって､吐蕃を攻撃
688年7月3日-08:00|中国|  ||唐･垂拱4年6月1日|朔､日食があった
688年9月20日-08:00|中国|  ||唐･垂拱4年8月21日|博州刺史の琅邪郡王李沖が乱を討つ名目で挙兵したので､左
  金吾衛大将軍の丘神勣を派遣してこれをはばませた
688年9月22日-08:00|中国|  ||唐･垂拱4年8月23日|李沖が敗北し死んだ
688年9月24日-08:00|中国|  ||唐･垂拱4年8月25日|越王李貞が乱を討つ名目で豫州で挙兵,兵を派遣して上蔡を
  陥した
688年9月30日-08:00|中国|  ||唐･垂拱4年9月1日|越王李貞が死んだ
689年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公｢ｸﾞﾘﾓｱﾙﾄﾞ2世｣
689年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｸﾆﾍﾟﾙﾄ｣ﾍﾞﾙﾀﾘｰﾄﾞの子.ｱﾗｲｽを討伐して王位を奪還(~700年
  死去)
689年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ公｢ﾍﾃﾞﾝ2世｣(~719年ﾍﾃﾞﾝ2世の死で断絶)
689年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ公｢ｷﾞｻﾙﾌ1世｣ｸﾞﾘﾓｱﾙﾄﾞ2世の弟(~706年死去)
689年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｸ王国の宮宰ﾋﾟﾋﾟﾝ2世が西ﾌﾘｰｽﾗﾝﾄを併合
689年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Mael Duin mac Conaill｣
689年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Domhnall donn mac Conaill｣反乱側(~696年死去)
689年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Ferchar fota mac Feradhaigh｣(~697年死去)
689年1月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ対立王｢ｱﾗｲｽ｣ﾊﾞｳﾞｧﾘｱ朝に反乱を起こすが征伐される
689年1月26日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･神文王9年1月|新羅が内外官の祿邑を廃止し租を給する
689年1月26日-08:00|中国|  ||唐･永昌1年1月1日|唐･睿宗李旦が永昌と改元
689年5月7日-09:00|日本|  ||持統3年4月13日|<死去>草壁皇子(28歳)天武天皇の皇子
689年5月14日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･神文王9年4月20日|新羅使級ｻﾝ金道耶ら､来朝/学問僧明聡･観智､同行
  して帰国/7月1日､帰国
689年5月28日-08:00|中国|  ||唐･永昌1年5月4日|韋待價が吐蕃と寅識迦河で戦い､敗れた
689年6月10日-08:00|中国|  ||唐･永昌1年5月17日|白馬寺の僧の薛懐義が新平道行軍大総管となり､突厥を攻撃
689年7月21日-09:00|日本|  ||持統3年6月29日|草壁皇子の遺志､飛鳥浄御原令が完成/律令国家の基礎が固まる
689年7月22日-08:00|中国|  ||唐･永昌1年7月|韋待價は寅議迦河まで進軍して吐蕃と戦い､大敗
689年8月23日-08:00|中国|  ||唐･永昌1年8月3日|薛懐義を新平道行軍大総管とし､二十万の兵を与えて突厥の
  阿史那骨篤禄を討たせた
689年9月29日-09:00|日本|  ||持統3年閏8月10日|諸国司に命じ戸籍を造らせる
689年12月18日-08:00|中国|  ||唐･載初1年正月1日|唐･睿宗李旦が載初(-690年)と改元/周の正朔を用い､永昌1
  年11月を載初1年正月とする/12月を臘月とし､夏正月を一月とする
690年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｳﾞｨﾘﾌﾞﾛｰﾄﾞがﾌﾘｰｾﾞﾝ人にｷﾘｽﾄ教の布教を開始
690年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞｲﾌｪﾄﾞ王｢Cadwgan Tredylig ap Caten｣
690年-08:00|中国|  |||<死去>突厥第二可汗国第1代可汗｢阿史那骨咄禄(ｸﾄｩﾙｸﾞ､ｲﾙﾃｨﾘｼｭｶｶﾞﾝ)｣
690年-08:00|中国|  |||<即位>突厥第二可汗国第2代可汗｢阿史那默啜(ｶﾌﾟｶﾞﾝｶｶﾞﾝ)｣(~716年殺)骨咄禄の弟
690年1月24日-09:00|日本|  ||持統3年12月8日|賭博のすごろく禁止令
690年2月14日-09:00|日本|  ||持統4年|伊勢神宮で｢式年遷宮の制｣がはじまる
690年2月14日-09:00|日本|  ||持統4年1月1日|<即位>第41代｢持統天皇｣天武天皇皇后野讃良皇女(~06970822)
690年5月27日-09:00|日本|  ||持統4年4月14日|百官考仕の制･朝服の制を定める
690年8月15日-09:00|日本|  ||持統4年7月5日|高市皇子を太政大臣に任命
690年8月15日-09:00|日本|  ||持統4年7月5日|浄御原令の官制を実施
690年8月19日-09:00|日本|  ||持統4年7月9日|朝堂の礼を定める
690年10月9日-09:00|日本|  ||持統4年9月1日|浄御原令の戸令により､戸籍つくる(庚寅年籍)
690年10月16日-08:00|中国|  ||武周･天授1年9月9日|<即位>武周皇帝｢則天大聖皇帝武ｼｮｳ｣(~705年2月22日)天
  授(~692年)と改元
690年10月16日-08:00|中国|  ||武周･天授1年9月9日|<廃位>唐第5代皇帝｢睿宗李旦｣
690年12月17日-09:00|日本|  ||持統4年11月11日|元嘉暦と儀鳳暦とを用いる
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691年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Unhanagara Hatthadatha｣⇒｢Manavanna｣Kassapa1世の息子
  (~726年)
691年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ﾗｼﾞｶ王｢ｾﾙｹﾞｲ｣(~697年)
691年-02:00|ﾊﾟﾚｽﾁﾅ|  |||ｴﾙｻﾚﾑに｢岩のﾄﾞｰﾑ｣が完成
691年4月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)国王｢ﾃｳﾃﾞﾘｸ3世｣
691年4月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)国王｢ｸﾛｳﾞｨｽ4世｣ﾃ
  ｳﾃﾞﾘｸ3世の息子(~695年)
691年5月3日-09:00|日本|  ||持統5年4月1日|奴婢の制を定める
691年5月4日-08:00|中国|  ||武周･天授2年4月1日|朔､日食があった
691年6月18日-08:00|中国|  ||武周･天授2年4月1日|岑長倩が武威道行軍大総管となり､吐蕃を攻撃
691年7月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾄ王｢Oswyn｣
691年7月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Wihtraed Ecgberhtes sunu｣(~07250423死去)
691年8月19日-09:00|日本|  ||持統5年9月9日|<死去>川島皇子(35歳)天智天皇の皇子
691年11月3日-09:00|日本|  ||持統5年10月8日|陵戸の制を定める
691年11月26日-08:00|中国|  ||武周･天授3年|中国皇帝武則天が吐蕃王朝からﾎｰﾀﾝを奪還し､中国の保護領とす
  る
692年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｱﾗﾌﾞの交易商人がｲﾝﾄﾞのﾏﾗﾊﾞﾗ地方に定着しだす
692年-08:00|中国|  |||<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢尉遅敬｣(~728年)
692年1月24日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･神文王12年|この年､新羅が医学を置き学生に本草学などを教授
692年4月22日-08:00|中国|  ||武周･如意1年4月1日|朔､日食
692年4月22日-08:00|中国|  ||武周･如意1年4月1日|武周･則武天が如意と改元
692年7月19日-09:00|韓国|  ||新羅･神文王12年7月|<死去>新羅王｢神文王｣
692年7月19日-09:00|韓国|  ||新羅･神文王12年7月|<即位>新羅王｢孝昭王｣(~702.7)
692年7月19日-08:00|中国|  ||武周･如意1年7月|天下における屠殺及び魚や甲殻類(ｴﾋﾞやｶﾆ等)の捕獲を禁止
692年10月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ/ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｳﾏｲｱ朝軍がﾒｯｶを包囲し､ｶｰﾊﾞ決戦で第2次内乱を平定
692年10月23日-08:00|中国|  ||武周･長壽1年9月9日|武周･武則天が長寿(-694年)と改元
692年12月8日-08:00|中国|  ||武周･長壽1年10月25日|大周軍は吐蕃を大いに破り､四鎮を回復/ｸﾁｬに安西都護
  府を設置
692年12月21日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･孝昭王1年11月8日|新羅使級ｻﾝ朴億徳･金深薩ら､来朝し調を進める
693年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｲﾍﾞﾘｱ公｢ｸﾞｱﾗﾑ3世｣(~748年)
693年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Alpin｣
693年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｸﾄ王｢Bruide mac Bili(Bridei3世)｣
693年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Dumnagual(Dyfnwal ap Owain)｣(~694年死去)
693年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Taran mac Ainfidaigh｣(~697年)
693年2月12日-09:00|日本|  ||持統7年1月2日|農民に黄衣を､奴婢に黒衣を着させる
693年3月14日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･孝昭王2年2月3日|新羅使沙ｻﾝ金江南･韓奈麻金陽言ら､来朝/国王の喪
  を告げる
693年10月5日-08:00|中国|  ||武周･長壽2年9月1日|朔､日食があった
693年11月4日-09:00|日本|  ||持統7年10月|朝廷が皇親･有位者に武具を供えさせる
693年12月3日-08:00|中国|  ||武周･長壽3年|ﾏﾆ教が中国へ伝搬する
693年12月3日-08:00|中国|  ||武周･長壽3年正月|東突厥･骨篤禄可汗が卒し､弟の黙啜が自ら立って可汗となっ
  た(～716年)
694年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾘｯﾁｬﾋﾞ朝国王｢Shivadeva2世｣(~705年)
694年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾘｳｰﾘ領主｢ﾛﾄﾞｱﾙﾄﾞ｣
694年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾘｳｰﾘ領主｢ｱﾝｽﾌﾘﾄﾞ｣(~同年)⇒｢ｱﾄﾞ｣(~705年死去)
694年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<即位>西ｺﾞｰﾄ王国国王｢ｳｨﾃｨｻﾞ｣(~710年死去)
694年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Dumnagual(Dyfnwal ap Owain)｣
694年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<譲位>ｴｾｯｸｽ王｢Saebbi Sigebeorhtes sunu｣
694年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｴｾｯｸｽ王｢Sigeheard Saebban sunu｣(~709年死去)､｢Swaefraed Saebban sunu｣(~
  704年死去)
694年1月20日-08:00|中国|  ||武周･長壽3年臘月19日|突厥の默啜が霊州を寇した/右鷹揚衛大将軍の李多祚が
  これを破った
694年3月17日-08:00|中国|  ||武周･長壽3年2月16日|薛懐義が伐逆道行軍大総管となり､十八将軍を領して默啜
  を攻撃
694年3月26日-08:00|中国|  ||武周･長壽3年2月25日|武威道大総管の王孝傑が吐蕃と冷泉で戦い､これを破った
694年3月31日-08:00|中国|  ||武周･長壽3年3月1日|薛懐義が朔方道行軍大総管となり､默啜を攻撃
694年4月17日-09:00|日本|  ||持統8年3月18日|百済王の一族鵤大寺の徳聡ら､父母の恩に報いるため観世音菩
  薩像を造る
694年5月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ﾃﾙｳﾞｪﾙ｣(~715年)
694年6月9日-08:00|中国|  ||武周･延載1年5月11日|武周･武則天が延載と改元
694年9月25日-08:00|中国|  ||武周･延載1年9月1日|朔､日食があった
694年11月23日-09:00|韓国/朝鮮|  ||武周･延載2年正月|新羅･孝昭王が子の月(陰暦11月)を正月とする
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694年12月-03:00|ｲﾗｸ|  |||ﾊｯｼﾞｬｰｼﾞがｲﾗｸ総督に任じられ､ﾍﾟﾙｼｱの版図を統制
694年12月18日-08:00|中国|  ||武周･延載2年正月26日|王孝傑が朔方行軍総管となり､突厥を攻撃
694年12月27日-09:00|日本|奈良県橿原市|持統8年12月6日|持統天皇が藤原宮に遷都
695年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗｳﾞｧ朝君主｢ﾅﾗｼﾝﾊｳﾞｧﾙﾏﾝ2世｣(~722年)
695年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾚｵﾝﾃｨｵｽ｣(~698年)
695年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<廃位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾕｽﾃｨﾆｱﾉｽ2世ﾘﾉﾄﾒﾄｽ｣ｸｰﾃﾞﾀｰによりｸﾘﾐｱ半島のｹﾙｿﾝに追放
695年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｳﾏｲﾔ朝が言語をｱﾗﾋﾞｱ語に統一
695年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｳﾏｲﾔ朝がﾃﾞｨﾅｰﾙ金貨を鋳造
695年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)国王｢ｸﾛｳﾞｨｽ4世｣
695年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾄﾞｲﾂ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ王国(ﾒﾛｳﾞｨﾝｸﾞ朝)国王｢ｷﾙﾃﾞﾍﾞﾙﾄ3世｣(~0711
  0423)
695年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾛｲﾝｸﾞｾﾞｸ･ﾏｯｸ･ｴﾝｸﾞｯｿ｣(~703年)
695年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<即位>ｺﾊﾟﾝ王｢ﾜｼｬｯｸ･ﾗﾌﾝ･ｳﾊﾞｸ･ｶｳｨｰﾙ｣(~07380503､ｷﾘｸﾞｱ王ｶｯｸ･ﾃｨﾘｳ･ﾁｬﾝ･ﾖｱｰﾄ(｢ｶｳｱ
  ｸ空｣)によって捕らえられ斬首される)最盛期をむかえる
695年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||ﾏﾔのﾃｨｶﾙ王朝が周辺都市と戦争を頻発におこす
695年1月21日-09:00|日本|熊本県|持統9年|肥後国が筑紫国から分離成立
695年1月22日-08:00|中国|  ||武周･証聖1年1月2日|武周･武則天が証聖と改元
695年2月19日-08:00|中国|  ||武周･証聖1年2月1日|朔､日食があった
695年4月20日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･孝昭王4年;持統9年3月2日|新羅･王が日本に使節として王子を遣す
695年8月30日-08:00|中国|  ||武周･証聖1年7月16日|吐蕃が臨ﾁｮｳを寇し､王孝傑が肅辺道行軍大総管となって
  これを攻撃
695年10月18日-09:00|日本/韓国|  ||持統9年;新羅･孝昭王4年9月6日|遣新羅使小野毛野ら出発
695年10月21日-08:00|中国|  ||武周･天冊萬歳1年9月9日|武周･武則天が天冊万歳と改元
695年11月11日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||武周･天冊萬歳1年10月|突厥の黙啜が使者を派遣して降伏
696年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬｰﾙｷｱ朝国王｢ｳﾞｨｼﾞｬﾔｰﾃﾞｨﾃｨﾔ｣(~733年)
696年-03:00|ｲﾗｸ|  |||ｳﾏｲｱ朝のｲﾗｸ総督ﾊｯｼﾞｬｰｼﾞがﾃﾞｨﾙﾊﾑ銀貨を鋳造
696年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ﾃｵﾄﾞｼｱｽ｣(~706年)
696年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾕﾄﾚﾋﾄ司教区が創設
696年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Domhnall donn mac Conaill｣反乱側
696年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Eochaidh mac Domangairt｣反乱側(~697年死去)
696年1月10日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||武周･万歳登封1年|契丹人の李尽忠が唐･営州都督の悪政に抗議して反乱
696年1月10日-08:00|中国|  ||武周･萬歳登封1年臘月|武周･武則天が万歳登封(-696年)と改元
696年4月7日-08:00|中国|  ||武周･萬歳通天1年3月1日|素羅汗山にて､王孝傑と婁師徳が､吐蕃と戦い大敗
696年4月22日-08:00|中国|  ||武周･萬歳通天1年3月16日|武周･武則天が万歳通天(-697年)と改元
696年6月16日-08:00|中国|  ||武周･萬歳通天1年5月12日|営州契丹松漠都督李盡忠と帰誠州刺史孫萬栄が挙兵
  し営州を攻撃して､都督の趙文ｻｲを殺す
696年8月4日-08:00|中国|  ||武周･萬歳通天1年7月|李尽忠は無上可汗と自称して営州を占拠,進軍して檀州を
  包囲したが､清辺前軍副総管･張九節がこれを撃退/尽忠､病死
696年8月13日-09:00|日本|  ||持統10年7月10日|<死去>高市皇子(43歳)天武天皇の皇子
696年9月2日-08:00|中国|  ||武周･萬歳通天1年8月|硤石谷にて､曹仁師､張玄邁､麻仁節が契丹と戦い､契丹が大
  勝､唐軍全軍潰滅
696年10月19日-08:00|中国|  ||武周･萬歳通天1年9月18日|突厥軍が涼州へ来寇し､都督の許欽明を捕らえた
696年11月22日-08:00|中国|  ||武周･萬歳通天1年10月22日|契丹の李盡忠が卒し､孫萬栄が代わって部下を統率
696年11月30日-08:00|中国|  ||武周･萬歳通天2年正月|黙啜が霊州へ入寇
696年12月24日-08:00|中国|  ||武周･萬歳通天2年正月25日|黙啜が勝州へ来寇したが､平狄軍副使安道買が撃破
697年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｶﾙｰﾙ国(⇒後にﾋﾞﾗｽﾌﾟﾙ国)
697年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｱﾙﾒﾆｱはｲｽﾗﾑ支配下(~700年)
697年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国初代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾊﾟｵﾛ･ﾙｰﾁｮ･ｱﾅﾌｪｽﾄ｣(~717年)
697年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<独立>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国を樹立
697年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||北ｱﾌﾘｶのﾑｽﾘﾑ軍がｶｰﾋﾅ率いるﾍﾞﾙﾍﾞﾙ軍をｶﾞﾍﾞｽで撃破
697年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Eochaidh mac Domangairt｣反乱側
697年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Ferchar fota mac Feradhaigh｣
697年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Ainbhchellach mac Ferchair fota｣(~698年廃位)
697年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Bruide mac Der Ilei(Bridei4世)｣(~706年死去)
697年4月8日-08:00|中国|  ||武周･萬歳通天2年3月12日|東夾谷にて､清辺道総管王孝傑と蘇宏暉等が孫萬栄と
  遭遇し､戦った/契丹軍に唐軍は大敗/契丹は勝ちに乗じて幽州へ来寇し城邑を攻め落とした
697年5月13日-08:00|中国|  ||武周･萬歳通天2年4月18日|右金吾衞大将軍武懿宗を神兵道行軍大総管として､右
  豹ﾄｳ衞将軍何迦密と共に兵を与えて契丹を攻撃させた
697年5月22日-08:00|中国|  ||武周･神功1年4月27日|武周･武則天が神功と改元
697年6月2日-08:00|中国|  ||武周･神功1年5月8日|婁師徳を清辺道副大総管､右武威衞将軍沙ﾀｸ忠義を前軍総管
  として､二十万の兵を与えて契丹を攻撃させた
697年7月23日-08:00|中国|  ||武周･神功1年6月30日|黙啜は契丹の孫萬栄を背後から攻撃しこれを滅ぼす
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697年7月26日-08:00|中国|  ||武周･神功1年7月3日|昆明が帰順したので竇州を設置
697年8月22日-09:00|日本|  ||文武1年8月1日|<譲位>第41代｢持統天皇｣,孫の軽皇子践祚/持統天皇は太上天皇
  となり政務を執る
697年9月7日-09:00|日本|  ||文武1年8月17日|<即位>第42代｢文武天皇｣第41代持統天皇の孫の軽皇子(~0707061
  5)
697年11月17日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･孝昭王6年10月28日|新羅使の一吉ｷｭｳ(新羅の官位17等の六頭品･7位
  )のｷﾝﾋｯﾄｸ(金弼徳)･副使の奈麻(五頭品･11位)のｷﾝﾆﾝｿｳ(金仁想)等が､朝廷に来訪/翌年2月3日､帰国
697年12月20日-08:00|中国/朝鮮|  ||武周･聖暦1年|高句麗･遺民とみられる大祚栄が､中国東北部に建国し､国
  号を｢震国｣とする(後の渤海)
697年12月20日-08:00|中国|  ||武周･聖暦1年正月1日|朔､冬至､武周･武則天が聖暦(-700年)と改元
698年-08:00|中国|  ||武周･聖暦元年|<即位>渤海国王｢高王大祚栄｣(~開元7年3月8日(719年4月2日)死去)
698年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<廃位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾚｵﾝﾃｨｵｽ｣反乱により
698年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||北ｱﾌﾘｶのﾑｽﾘﾑ軍がﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ軍を破り､ｶﾙﾀｺﾞを再占領
698年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Fiannamail ua Dunchada｣(~700年死去)
698年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<廃位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Ainbhchellach mac Ferchair fota｣
698年2月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾃｨﾍﾞﾘｵｽ3世｣(~7050821)
698年4月16日-09:00|韓国/日本|  ||文武2年3月|日本国使､新羅に来朝/王､崇礼殿において引見
698年9月10日-08:00|中国|  ||武周･聖暦1年8月|司属卿武重規を天兵中道大総管､右武衞将軍沙ﾀ忠義を天兵西
  道総管､幽州都督の張仁愿を天兵東道総管とし､三十万の兵を与えて突厥の黙啜を討伐させた
698年9月28日-09:00|日本|  ||文武2年8月19日|藤原姓を不比等に限ることとし､他は中臣姓に戻す
698年10月5日-08:00|中国|  ||武周･聖暦1年8月26日|黙啜は飛狐へ入寇
698年10月7日-08:00|中国|  ||武周･聖暦1年8月28日|黙啜が定州を落とし刺史の孫彦高及び吏民数千人が殺さ
  れた
698年11月11日-09:00|日本|奈良県奈良市|文武2年10月4日|藤原京に天武天皇の発願による薬師寺が建立
698年12月8日-08:00|中国|  ||武周･聖暦2年|黙啜は拓西可汗と号した
698年12月15日-08:00|中国|  ||武周･聖暦2年正月8日|控鶴監丞､主簿等の官を設置
699年-03:30|ｲﾗﾝ/ｵﾏｰﾝ|  |||ｱｽﾞﾗｸ派が討伐軍により全滅
699年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<即位>ﾐﾌﾗﾆｰ朝(ｱﾙﾊﾞﾆｱ)大公｢｢Shiruye｣(~704年)
699年2月6日-09:00|日本|山梨県南都留郡富士河口湖町|文武3年|藤原義忠によって冨士御室浅間神社創建
699年3月7日-09:00|韓国/中国|  ||新羅･孝昭王8年2月|新羅･孝昭王が唐への朝貢を再開
699年6月26日-09:00|日本|静岡県|文武3年5月24日|修験道の開祖･役行者(役小角)が弟子の讒言により伊豆に流
  罪
699年8月21日-09:00|日本|  ||文武3年7月21日|<死去>弓削皇子(27歳)天武天皇の王子
699年10月23日-09:00|日本|  ||文武3年9月25日|<死去>新田部皇女(不明)天武天皇の妃､天智天皇の皇女
699年11月27日-09:00|朝鮮|  ||武周･聖暦3年|<即位>小高句麗王｢高徳武｣(~755年)
699年11月27日-09:00|朝鮮/中国|  ||武周･聖暦3年|安東都護府を改めて安東都督府となし､高句麗王の子高徳
  武を都督とする
699年12月29日-09:00|日本|  ||文武3年12月3日|<死去>大江皇女(不明)天武天皇の妃､天智天皇の皇女
700年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾄﾞﾙﾌﾟｰﾙ国
700年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｱﾙﾒﾆｱはﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝの支配が復活(~711年)
700年-02:00|ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ|  |||このころ､ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ高原のﾏｸﾙ集落跡が形成
700年-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||8世紀､ｲﾌｪに初期王国誕生
700年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ｸﾆﾍﾟﾙﾄ｣
700年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲﾀﾘｱ･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ摂政｢ｱﾝｽﾌﾟﾗﾝﾄﾞ｣(~701年)
700年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｳｰﾄﾞ(大公)｣(~735年死去)
700年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ﾘｳﾄﾍﾟﾙﾄ｣ｸﾆﾍﾟﾙﾄの子(~701年廃位)
700年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾍﾞｽﾄﾌｫｰﾙﾄﾞ王｢Oystein Halvdansson "Fret"｣(~730年)
700年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾎﾙﾀﾞﾗﾝ王｢Hjor Halvsson｣(~720年)
700年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||ｿﾛﾙがﾍﾞｽﾄﾌｫｰﾙﾄﾞに併合
700年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ﾏｸﾞﾚﾌﾞのｲﾌﾘｰｷｰﾔがｶｲﾗﾜｰﾝを首都に独立州となる
700年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Fiannamail ua Dunchada｣
700年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Becc ua Dunchada｣(~707年死去)
700年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Selbach mac Ferchair｣(~723年退位)
700年 00:00|ﾏﾘ|  |||このころまでに､ｿﾆﾝｹ族の王によるｶﾞｰﾅ帝国の建設
700年 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾜﾘ文化が広がる
700年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||7世紀後半､ﾃｵﾃｨﾜｶﾝ滅亡､ﾄﾙﾃｶの時代始まる
700年1月15日-09:00|日本|  ||文武3年12月20日|鋳銭司設置(中臣意美麻呂)
700年1月26日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･孝昭王9年1月1日|新羅･孝昭王が寅の月(夏王朝代に正月とされた陰
  暦の正月)を正月とする
700年4月3日-09:00|日本|  ||文武4年3月10日|法相宗の僧･道昭が火葬される/記録上日本初の火葬
700年4月14日-09:00|日本|  ||文武4年3月21日|<大宝律令>｢大宝令｣(行政法つまり国家の体制や官職(役人:官
  僚の役職)について定めた法律)完成し公布､天皇中心の中央集権国家体制が法的に整備される
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700年4月27日-09:00|日本|  ||文武4年4月4日|<死去>明日香皇女(不明)天智天皇の皇女
700年5月27日-08:00|中国|  ||武周･久視1年5月5日|武周･武則天が久視(-701年)と改元
700年6月4日-09:00|日本/韓国|  ||文武4年5月13日|文武天皇が､直広肆(諸臣48階の16位)の佐伯の宿禰麻呂を
  遣新羅大使､勤大肆(諸臣48階の23位)の佐味の朝臣賀佐麻呂を小使に任命し､大少位各1人･大少史各1人も任命
  /10月19日帰国
700年6月21日-08:00|中国|  ||武周･久視1年6月|則天皇帝は李楷固を左玉今衛将軍､駱務整を右武威衛将軍に任
  命/彼等へ契丹の残党を攻撃させ､ことごとく平定
700年8月19日-08:00|中国|  ||武周･久視1年閏7月|阿悉吉薄露が造反/左金吾将軍･田揚名､殿中侍御史･封思業
  を派遣して､討伐させた/封思業は敗北/田揚名は西突厥の斛瑟羅の衆を率いて敵の城を攻撃したが､十日余り
  攻めても落とせなかった
700年9月8日-08:00|中国|  ||武周･久視1年閏7月21日|吐蕃の将､麹奔布支が涼州へ来寇し､昌松を包囲し洪源谷
  にて､隴右諸軍大使の唐休璟と戦い､吐蕃軍は大いに逃げた
700年10月17日-08:00|中国|  ||武周･久視1年9月|阿悉吉薄露が偽って降伏したところ､封思業はこれを誘い込
  んで斬り､遂にその衆を捕らえた
700年12月16日-08:00|中国|  ||武周･久視1年11月|甲寅､武周･武則天が正月を十一月へ､一月を正月へ戻す
700年12月22日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･孝昭王9年11月8日|新羅使の沙ｷｭｳ(薩ｷｭｳ､六頭品･8位)のｺﾝｿﾓｳ(金所
  毛)が､来訪


